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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特異なスペクトル標識を作成するために皮膚タイプおよび皮膚特性を決定する方法であ
って、
　入射散乱白色光で捕えた第一の画像からデータを捕える工程であって、前記データは、
反射および／または再放射された偏光または白色光に関するものである、前記捕える工程
と、
　入射偏光で捕えた第二の画像からデータを捕える工程であって、前記データは、反射お
よび／または再放射された偏光に関するものである、前記捕える工程と、
　少なくとも２つのスペクトルプロットの縁部位置を比較するために、前記第一の画像お
よび前記第二の画像からデータを生成する工程と、
　数値的な皮膚タイプ出力を生成するために、正規化された合成赤色チャネル・スペクト
ル・プロットから正規化された合成青色チャネル・スペクトル・プロットを差し引くこと
によって、前記第一の画像および前記第二の画像から生成したデータから、前記少なくと
も２つのスペクトルプロットにおける最小強度位置および最大強度位置の強度の差を判定
する工程と
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記白色光は３つのスペクトル間隔を含むものであり、
各間隔が１００ナノメートル未満の幅を有するものである方法。
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【請求項３】
　請求項２記載の方法において、前記３つのスペクトル間隔は三原色（ＲＧＢ）に関する
ものである方法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法において、前記３つのスペクトル間隔は、人の目に対して自然な白
色光の感覚をもたらすものである方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記少なくとも２つのスペクトルプロットは、前記反射
および／または再放射された偏光の成分（Ｒ－Ｂ）（Ｗ－Ｐ）と、前記散乱非偏光の成分
（ＲＢ）Ｗとを含むものである方法。
【請求項６】
　請求項５記載の方法において、白色光および偏光における前記少なくとも２つのスペク
トルプロットは、白色赤色成分（ＷＲ）と、白色青色成分（ＷＢ）と、反射および／また
は再放射偏光青色成分（ＰＢ）と、反射および／または再放射偏光赤色成分（ＰＲ）とを
さらに含むものである方法。
【請求項７】
　請求項６記載の方法において、前記少なくとも２つのスペクトルプロットは、医療基準
に相関する数値の差に基づくものである方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、この方法は、さらに、
　白色光および偏光白色光における、赤色からの青色スペクトルの差し引きの複数の組み
合わせが判定され、前記スペクトル間隔は、１００ナノメートル～３００ナノメートルの
波長差スケールで表されるスペクトル生成スキームを有するものである方法。
【請求項９】
　処理ユニットによって実行可能なプログラム命令を記憶しているマシン読取可能媒体で
あって、前記プログラム命令は、
　白色光が実質的に非偏光の反射を生成する角度で物質に入射するときの物質の第一の画
像と、前記白色光が偏光反射を生成する角度で物質に入射するときの第二の画像とを捕え
る工程と、
　前記第一の画像および前記第二の画像の反射および／または放射光について、正規化さ
れた赤色および正規化された青色のチャネルヒストグラムを生成する工程と、
　前記第一の画像および前記第二の画像の赤色および青色のチャネル・スペクトル・プロ
ットを取得するために、前記正規化された赤色および正規化された青色のチャネルヒスト
グラムを波長スケールに相関させる工程と、
　特定の波長スケールの赤色および青色の正規化された合成色チャネル・スペクトル・プ
ロットを生成するために、各色チャネルの前記第二の画像のスペクトルプロットから、前
記第一の画像のスペクトルプロットを差し引き、且つ前記物質のスペクトル標識を生成す
るために、前記正規化された合成赤色チャネル・スペクトル・プロットから前記正規化さ
れた合成青色チャネル・スペクトル・プロットを差し引くことによって、赤色および青色
チャネル・スペクトル・プロットを合成する工程と
　を有する媒体。
【請求項１０】
　請求項９記載の媒体において、この媒体は、さらに、
　前記物質の前記スペクトル標識を生成する前に、前記入射光の正規化された青色チャネ
ル・スペクトル・プロットを、前記正規化された合成青色チャネル・スペクトル・プロッ
トから差し引くことを有するものである媒体。
【請求項１１】
　請求項９記載の媒体において、この媒体は、さらに、
　前記物質の前記スペクトル標識を生成する前に、前記入射光の正規化された赤色チャネ
ル・スペクトル・プロットを、前記正規化された合成赤色チャネル・スペクトル・プロッ
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トから差し引くことを有するものである媒体。
【請求項１２】
　請求項９記載の媒体において、前記入射光の変化する角度は、前記物質の測定の深さを
変化させるものである媒体。
【請求項１３】
　請求項９記載の媒体において、変化する角度アルファは前記物質の測定の深さを変える
ものである媒体。
【請求項１４】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識の単位スケールは波長の差である媒
体。
【請求項１５】
　請求項９記載の媒体において、前記物質は無機物質である媒体。
【請求項１６】
　請求項９記載の媒体において、前記物質は有機物質である媒体。
【請求項１７】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識は、山および谷の数と、山の振幅お
よび形状と、中間構造およびパターンとのうちの少なくとも１つについて解析されるもの
である媒体。
【請求項１８】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識は、金属組成、識別、純度および強
度について解析されるものである媒体。
【請求項１９】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識は、水質、組成および純度について
解析されるものである媒体。
【請求項２０】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識の要素は、前記物質の特徴の変化を
追跡するために、タグ付けされ、長時間に亘って追跡されるものである媒体。
【請求項２１】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識は、皮膚状態を測定、追跡または監
視するために解析されるものである媒体。
【請求項２２】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識は、処方の態様にフィードバックお
よび修正を提供するために助言エンジンに入れられるものである媒体。
【請求項２３】
　請求項９記載の媒体において、前記スペクトル標識を取得するために前記合成スペクト
ルプロットを畳み込む場合に、マクスウェルの色三角の理想的な青色の波長位置は、マク
スウェルの色三角の理想的な赤色の波長位置と整列されるものである媒体。
【請求項２４】
　請求項９記載の媒体において、スペクトル標識は、前記入射光について計算され、前記
反射および／または放射光から生成された前記スペクトル標識から差し引かれるものであ
る媒体。
【請求項２５】
　請求項２４記載の媒体において、前記入射光スペクトル標識が差し引かれる場合、偏光
成分のみが使用されるものである媒体。
【請求項２６】
　請求項２４記載の媒体において、前記入射光スペクトル標識が差し引かれる場合、前記
白色成分のみが使用されるものである媒体。
【請求項２７】
　請求項２４記載の媒体において、前記光源スペクトル標識から差し引くために、偏光成
分および非偏光成分の両方が使用されるものである媒体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、各出願がこの参照により全体が本明細書に組み込まれる以下の出願：２００
８年１月７日付で出願された米国仮特許出願第６１／０１９，４４０号、２００８年６月
１６日付で出願された米国仮特許出願第６１／０６１，８５２号、および２００８年１月
７日付で出願された米国特許出願第１１／９７０，４４８号に対して優先権を主張する。
【０００２】
　本発明の実施形態は、非侵襲性イメージング装置を使用して皮膚画像および皮膚以外の
画像の収集と、少なくとも部分的にこのような画像の解析に基づく皮膚状態の作成と、少
なくともその後の画像の収集および作成に基づく皮膚状態の監視とを可能にする方法およ
び装置を含む。本発明の実施形態は、スキンケアの判定を容易に行うことができるスキン
ケア装置およびシステムの分野、特に、皮膚コンディション評価、スキンケア処方助言、
およびスキンケア処方効果追跡のための装置の分野にさらに関する。
【０００３】
　本発明の実施形態はさらに画像処理技術に関する。より具体的には、本発明の実施形態
は、三原色（Ｒｅｄ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ：ＲＧＢ）カラー・イメージング・システム
において撮影された画像の皮膚フォトタイプの判定に係し、他の皮膚特徴（例えば、弾性
、メラニン、オイル濃度など）、黒色腫、皮膚関連腫瘍、および皮膚関連疾患の分類にさ
らに適用できる。
【背景技術】
【０００４】
　皮膚は、髪、爪、鱗、皮膚、羽毛、汗腺およびそれらの生成物のような付随する構造を
さらに含む外皮系のなかで最大の器官である。皮膚は、下にある筋肉および器官を保護す
る複数の上皮組織層を含む。皮膚は様々な外部要因および内部要因から絶えず攻撃を受け
るので、皮膚は多数の病気によって冒される可能性がある。したがって、皮膚健康状態と
、皮膚に適用されたあらゆる処置、スキンケア製品、または化粧品の効果とを監視するこ
とが重要である。
【０００５】
　従来の写真を含むスキンケア判定システムのいくつかの周知の方法は、「臨床イメージ
ング」として知られている。周知の方法のいくつかは、デジタル画像がカメラによって捕
捉されるときに白色光で皮膚表面を照明することを必要とする。しかし、臨床イメージン
グの有効性は皮膚の鏡面（鏡のような）反射によって弱められる。
【０００６】
　医療目的および美容目的の両方のためのスキンケア判定を行う既存のプロセスは、異な
る期間に複数のソースから収集された散在している情報に基づいている。既存のプロセス
は扱いにくく、かつ、非効率的であり、遅れのある準最適なスキンケア判定という結果に
なる。発明の原理によって著しく強化されることのできるスキンケア判定の実施例は、皮
膚コンディションの診断と、スキンケア製品および処方の選択と、長期間に亘るスキンケ
ア製品および処方の効果の追跡とを含む。スキンケア処方は、適切なスキンケア製品の選
択と、スキンケア製品の適用の適量、タイミング、方法、および頻度を含む、選択された
スキンケア製品の適用の手順全体との両方を含む。
【０００７】
　皮膚健康状態を判定し監視する様々な方法が存在するが、大半は皮膚科医または皮膚科
医施設へのアクセスを必要とするので、必要なリソースへのアクセスに困難さがあり、不
便さがあり、そして、非常に高い費用がかかることがある。訓練の有無にかかわらずユー
ザによって、そして、対面相談を欠いても実施が可能であり、皮膚画像がエキスパートへ
、解析施設へ、または自動解析のため提示されることがある皮膚健康状態の簡単な判定お
よび監視の解決策が求められている。
【０００８】
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　皮膚特徴は、典型的に、フィッツパトリック分類を使用して判定される。皮膚フォトタ
イプは、非常に色白（例えば、皮膚タイプＩ）から非常に色黒（例えば、皮膚タイプＶＩ
）までにおよぶ従来のフィッツパトリックのスキン・タイピング・テスト質問票（皮膚タ
イプスケール）に従って分類される。従来には、捕捉された皮膚画像を使用して皮膚特徴
を判定する様々な画像処理技術が開示されている。従来のデジタル画像処理技術では、皮
膚色のような捕捉された皮膚画像の中の複数の特徴を検出することが有用である場合が多
い。この情報は、例えば、快適に知覚できるように画像の中の皮膚色を調整するため使用
される。皮膚色の突き止めは、顔検出および顔認識アルゴリズムと、自動画像検索アルゴ
リズムと、赤目補正アルゴリズムとにおいてさらに使用される。
【０００９】
　人の皮膚の色分類を可能にする人の皮膚彩色の客観的測定に関する研究は殆ど行われて
いない。人の皮膚彩色の分類は、例えば、皮膚紅斑、外傷、紫外線放射の影響、および他
の皮膚彩色現象の定量化のため医学分野において役に立つことになる。コンピュータグラ
フィックスの分野では、人の画像はテレビ会議においてより正確に描写可能であり、人の
外観は改良または変更可能である。デジタル皮膚イメージング解析の技術は、様々な皮膚
コンディションパラメータの有用な指標である様々な皮膚応答を特定したが、皮膚コンデ
ィションおよび皮膚特徴を示す皮膚の付加的な固有の応答を特定し使用することが依然と
して望ましいということになる。
　美容的外観は、殆どの現代社会人にとって最優先事項のうちの１つである。従来技術に
存在する技術またはシステムは、人の美容的外観を良くするために皮膚コンディションを
解析し、適切な製品を提案する。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
【先行技術文献】　
　【特許文献】
【００１０】
　　【特許文献１】　米国特許出願公開第２００２／００８４４１７号明細書
　　【特許文献２】　米国特許出願公開第２００６／０２２７１３７号明細書
　　【特許文献３】　米国特許第６６２２０３３明細書
　　【特許文献４】　米国特許出願公開第２００６／０２８１０６８号明細書
　　【特許文献５】　米国特許出願公開第２００７／０１７８０６７号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　皮膚のフォトタイプを決定するため、エラーが最小限に抑えられ、かつ、速度効率のよ
い方法およびシステムの必要性がある。
【００１２】
　デジタル捕捉された皮膚特性のリアルタイム解析は、タイムリーな皮膚コンディション
評価、皮膚処方助言、および皮膚処方効果追跡を容易にする。
【００１３】
　リアルタイムで皮膚コンディション評価を生成することの問題は、散乱反射分光学を部
分的に使用して取得されたデジタル皮膚データのリアルタイム解析の実行および／または
再放射白色光の三原色成分の検出が可能な皮膚コンディション解析モジュールを有するこ
とによって解決される。
【００１４】
　本発明の観点では、スキンケア装置は、ユーザの皮膚のある部位に入射電磁放射線を方
向付けることができる電磁放射源と、部位から再放射された放射線の種々のパラメータを
測定する放射検出器と、検出器に結合された皮膚コンディション解析モジュールであって
、ＲＧＢ解析と、放射パラメータの散乱反射率解析とのうちの少なくとも１つに部分的に
基づいてリアルタイムで皮膚コンディション評価を生成可能な皮膚コンディション解析モ
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ジュールとを含むことがある。装置において、入射電磁放射線は、可視、近赤外、および
近紫外スペクトルのうちの少なくとも１つの放射線を含んでもよい。入射放射線は白色光
を含んでもよい。装置において、放射パラメータは、再放射された放射線の偏光の程度を
少なくとも含むことがある。装置において、放射源は１セットの発光ダイオードであって
もよい。装置において、皮膚コンディション評価はまた部分的に、部位周辺の皮膚領域の
写真画像の解析に基づいてもよい。装置において、装置は小型装置であってもよい。小型
とは、検出器の寸法が６インチを超えないものであることを意味する。装置はさらに、皮
膚コンディション評価を記憶するメモリモジュールを有してもよい。装置はさらにユーザ
インターフェイスを含んでもよい。ユーザインターフェイスは音声コマンドを使用して操
作されることもある。装置において、部位の皮膚評価データはより大きな皮膚領域の画像
に重ねられて、ディスプレイ表面に表示されてもよい。装置はさらに、認定ユーザのみに
アクセスを制限するのに使用されるアクセス制限モジュールを有することもある。アクセ
ス制限モジュールはバイオメトリックアクセス制御に基づいてもよい。装置は、リアルタ
イムで異常な皮膚コンディションについての警告を生成することができる。装置はさらに
、表示可能なスキンケア処方助言を生成するスキンケア処方助言モジュールを有すること
がある。スキンケア処方助言は、ユーザの皮膚プロファイルの判定と、類似のプロファイ
ルを有する人のスキンケア処方助言の使用とに少なくとも部分的に基づいていることがあ
る。スキンケア処方助言モジュールは製品データベースとリンクされることがある。製品
データベースは、店頭で入手可能な製品を含んでもよい。スキンケア処方助言モジュール
によって助言された特定の製品の入手可能性は視聴覚信号によって示されてもよい。装置
はさらに、表示可能なスキンケア処方効果レポートを生成するスキンケア処方効果モジュ
ールを有することがある。装置はさらに、遠隔コンピュータと通信する通信モジュールを
有することがある。通信は無線でなされてもよい。通信はインターネットを介してなされ
てもよい。遠隔コンピュータは医者によって操作されることもある。装置は棒状であって
もよい。装置はユーザによって着用可能である。
【００１５】
　本発明の観点では、スキンケア装置は、ユーザの皮膚のある部位に入射電磁放射線を方
向付けることができる電磁放射源と、部位から再放射された放射線の種々のパラメータを
測定する検出器と、検出器に結合された皮膚コンディション解析モジュールであって、Ｒ
ＧＢ解析と、放射パラメータの散乱反射率解析とのうちの少なくとも１つに部分的に基づ
いてリアルタイムで皮膚コンディション評価を生成可能な皮膚コンディション解析モジュ
ールと、ユーザの画像を反射するディスプレイパネルとを含むことがある。装置において
、ディスプレイパネルは、ディスプレイパネルに表示された皮膚領域画像の部位にタッチ
することで部位の拡大画像の表示をトリガするように、タッチセンサ式であってもよい。
装置はさらにカメラを有することもある。カメラはディスプレイパネルと一体的になって
いることもある。カメラはディスプレイパネルと無線リンクされてもよい。装置において
、ディスプレイパネルは鏡であってもよい。装置において、記憶されたユーザの画像は、
本人を自動的に識別するのに使用される。装置はさらに、スキンケア装置を制御するユー
ザインターフェイスを有することがある。ユーザインターフェイスは音声コマンドを使用
して操作されることもある。装置はさらに、表示可能なスキンケア処方助言を生成可能な
スキンケア処方助言モジュールを有することがある。スキンケア処方助言は、ユーザの皮
膚プロファイルの判定と、類似のプロファイルを有する人のスキンケア処方助言の使用と
に少なくとも部分的に基づいていることもある。装置はさらに、表示可能なスキンケア処
方効果レポートを生成可能なスキンケア処方効果モジュールを有することがある。
【００１６】
　本発明の観点では、画像化装置によってユーザは、関心領域近傍の皮膚の高倍率写真を
撮ることができ、選択的に医療向けまたは非医療向けのテキストおよびデータ応答、化粧
品解析、診断および処置助言、およびフォローアップに伴ってこれらの写真を提出するこ
とができる。
【００１７】
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　本発明の観点では、非侵襲性画像化装置の方法およびシステムは、皮膚に光を当てるた
めに入射光源を含む照明源と、皮膚から反射された光の偏光の程度を検出する検出器とを
有することがある。この方法およびシステムにおいて、照明源は選択された角度アルファ
で光を方向付けるため位置決めされることがある。変化するアルファは皮膚の中の層の測
定の深さを変えることがある。各深さは全偏光反射を生じる特定の角度を有することがあ
る。この方法およびシステムにおいて、入射光源は非偏光光源でもよい。非偏光光は、白
色光、複数の選択波長、または単一の選択波長でもよい。この方法およびシステムは反射
または再放射光の画像を捕捉するセンサをさらに有することがある。この方法およびシス
テムは、皮膚からの反射または再放射光を検出する光学設備をさらに有することがある。
この方法は、吸収および再放射の過程を通じて、反射または再反射光と新たな放射光との
両方を判定することがある。この方法およびシステムは検出された情報を送信する通信設
備をさらに有することがある。この方法およびシステムは装置によって収集された情報を
記憶する記憶設備をさらに有することがある。
【００１８】
　本発明の観点では、皮膚状態を判定する方法およびシステムは、入射光源で皮膚を照明
することと、皮膚から反射された光の偏光の程度を検出することと、反射または再放射光
の偏光の様子に基づいて皮膚状態を判定することとを有する。この方法およびシステムに
おいて、入射光は選択された角度アルファで方向付けられることがある。変化するアルフ
ァは皮膚の中の層の測定の深さを変えることがある。各深さは全偏光反射を生じる特定の
角度を有することがある。この方法およびシステムにおいて、入射光源は非偏光光源でも
よい。非偏光光は、白色光、複数の選択波長、または単一波長でもよい。請求項の方法に
おいて、偏光の様子は、方向、振幅、位相、角度、形状、程度、量などのうちの少なくと
も１つでもよい。この方法およびシステムにおいて、判定はアルゴリズムを使用して行わ
れることがある。アルゴリズムは、人工神経回路網、非線形回帰、遺伝的アルゴリズム、
ファジィ論理、フラクタル解析およびマルチフラクタル解析などを含むことがある。この
方法およびシステムは、フィルタ出力によって定められる少なくとも１つの波長の偏光光
を取得するために反射または再放射光をフィルタ処理することをさらに有することがある
。アルゴリズム的解析はフィルタ処理された画像に実行されることがある。この方法およ
びシステムにおいて、判定は、反射された散乱光と反射された偏光光との間の差から画像
を作成することを含むことがある。この方法およびシステムにおいて、判定は、反射また
は再放射光の偏光の様子をキャリブレーション信号と比較することを含むことがある。こ
の方法およびシステムにおいて、判定はユーザ入力と視覚的解析とのうちの少なくとも一
方を考慮することをさらに有することがある。
【００１９】
　本発明の観点では、非侵襲性画像化装置は、光を関心領域に当てるために入射光源を含
む照明源と、関心領域から反射された光の偏光の程度を検出する検出器とを有することが
ある。この方法およびシステムにおいて、照明源は選択された角度アルファで光を方向付
けるため位置決めされることがある。変化するアルファは皮膚の中の層の測定の深さを変
えることがある。各深さは全偏光反射を生じる特定の角度を有することがある。この方法
およびシステムにおいて、入射光源は非偏光光源でもよい。非偏光光源は、白色光、複数
の選択波長、または単一波長でもよい。この方法およびシステムは反射または再放射光の
画像を捕捉するセンサをさらに有することがある。この方法およびシステムは、皮膚から
の反射または再放射光を検出する光学設備をさらに有することがある。この方法およびシ
ステムは検出された情報を送信する通信設備をさらに有することがある。この方法および
システムは装置によって収集された情報を記憶する記憶設備をさらに有することがある。
【００２０】
　本発明の観点では、皮膚の中の水分レベルを判定する方法は、入射光を皮膚構造に向け
て放射することと、皮膚構造によって引き起こされた光の偏光の程度を検出することと、
偏光光と反射または再放射光との量に基づいて水分レベルを判定することとを有する。こ
の方法およびシステムは、明度を判定するために水分レベルの評価を皮膚色指標と組み合
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わせることをさらに有する。この方法およびシステムにおいて、入射光は非偏光光でもよ
い。非偏光光は、白色光、複数の選択された波長若しくは単一波長の光、または１若しく
はそれ以上の単色光でもよい。この方法およびシステムにおいて、判定はアルゴリズムの
使用を含むことがある。この方法およびシステムにおいて、水分レベルを判定することは
偏光光と反射または再放射光との比率に基づくことがある。
【００２１】
　本発明の観点では、皮膚の弾性を判定する方法およびシステムは、入射光を皮膚構造に
向けて放射することと、皮膚構造によって反射された光の偏光の様子を検出することと、
偏光の様子をエラスチンの濃度と相関させることと、エラスチンの濃度に基づいて弾性レ
ベルを判定することとを有する。この方法およびシステムにおいて、判定はアルゴリズム
の使用を含むことがある。この方法およびシステムにおいて、入射光は非偏光光でもよい
。非偏光光は、白色光、複数の選択波長の光、または光の単一波長でもよい。
【００２２】
　本発明の観点では、皮膚の堅さを判定する方法およびシステムは、入射光を皮膚構造に
向けて放射することと、皮膚構造によって反射された光の偏光の様子を検出することと、
偏光の様子をエラスチンまたはコラーゲンのうちの少なくとも一方の濃度および皮脂腺の
活動と相関させることと、エラスチンまたはコラーゲンのうちの少なくとも一方の濃度お
よび皮脂腺活動に基づいて堅さを判定することとを有する。この方法およびシステムにお
いて、皮脂腺活動は、腺の数、腺の開閉の割合、および詰まり／充填のレベルのうちの少
なくとも１つによって示されることがある。この方法およびシステムにおいて、相関させ
ることはアルゴリズムの使用を含むことがある。
【００２３】
　本発明の観点では、皮膚の生物物理学的特性を取得する方法およびシステムは、皮膚構
造からの入射光の反射の偏光と吸収および再放射との程度から捕捉された画像データのス
ペクトル解析を実行することを有し、特性は、メラニン細胞、メラニン、ヘモグロビン、
ポルフィン、ケラチン、カロチン、コラーゲン、エラスチン、皮脂、皮脂腺活動、毛穴（
汗および皮脂）、水分レベル、弾性、明度、堅さ、小皺、皺の数および段、毛穴サイズ、
開いている毛穴の割合、皮膚弾性、皮膚割線、染み、皮膚色、乾癬、アレルギー反応、赤
領域、一般的皮膚疾患または感染、腫瘍、日光皮膚炎、発疹、擦過傷、にきび、座瘡、虫
刺され、疥癬、出血、怪我、炎症、光損傷、色素沈着、トーン、刺青、火傷率／火傷分類
、ほくろ（母斑群、母斑）、皮膚病変の様子（構造、色、寸法／非対称性）、黒色腫、皮
膚外観疾患、皮膚病変、セルライト、おでき、水疱疾患、先天性皮膚症候群、（亜）皮膚
真菌症、肝斑、血管コンディション、酒さ、くも状静脈、肌理、皮膚潰瘍、創傷治癒、術
後追跡、メラニン細胞性病変、非メラニン細胞性病変、基底細胞癌、脂漏性角下症、皮脂
（脂性）、爪および／または髪関連の関心事などのうちの少なくとも１つの構造、形式、
濃度、個数、サイズ、状態、および段階のうち少なくとも１つである。
【００２４】
　本発明の観点では、システムおよび方法は、ソーシャル・ネットワーキング・ドメイン
または格付け・順位付けシステムと、皮膚状態判定設備および助言エンジンのうちの少な
くとも一方とを含むインターフェイスを準備することと、インターフェイスのユーザの全
部または選択された一部がインターフェイス内で皮膚状態判定を実行することを可能にさ
せることとを有することがある。この方法およびシステムにおいて、皮膚状態判定設備は
、光を皮膚に当てるために入射光源を有する照明源と皮膚から反射された光の偏光の程度
を検出する検出器とを含む非侵襲性画像化装置で画像を捕捉することと、反射または再放
射光の偏光の様子に基づいて皮膚状態を判定することとを有することがある。この方法お
よびシステムは、類似した皮膚状態である他のユーザが何を使っているかと、含有物、効
果、安全性などに関するデータとに基づいて助言エンジンから製品および処方の助言を受
信することをさらに有することがある。この方法およびシステムは、皮膚状態、製品、処
方、および助言された製品または処方をインターフェイスのソーシャル・ネットワーキン
グ・ドメインの中の仲間と比較することをさらに有することがある。比較は、ユーザの皮
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膚からの反射または再放射光の偏光の程度のスペクトル解析に基づく類似性の解析を含む
ことがある。この方法およびシステムにおいて、インターフェイスは処方トラッカを含む
ことがある。処方トラッカは、ドラッグ・アンド・ドロップ、またはクリック・ツー・ア
ッド機能を使用してポピュレートされることがある。この方法およびシステムにおいて、
インターフェイスは格付け設備または製品情報設備を含むことがある。製品情報設備は、
ユーザが検索によって製品情報を取得することを可能にさせることがある。検索は、製品
識別子、製品格付け、ドラッグ・アンド・ドロップ項目、画像、バーコード走査、皮膚状
態、およびプロファイルの検索でもよい。
【００２５】
　本発明の観点では、皮膚状態を判定する方法およびシステムは、皮膚に関する一連の主
観的な質問に対する回答を取得することと、皮膚画像化装置を使用して客観的な皮膚解析
を取得することと、皮膚状態を取得するために主観的な結果と客観的な結果とをアルゴリ
ズム的に組み合わせることとを有することがある。
【００２６】
　本発明の観点では、皮膚状態およびスキンケア目標に基づいてスキンケアの助言を提供
するシステムおよび方法は、個人の皮膚状態を取得することと、皮膚状態によって個人を
分類することと、スキンケア目標を達成するときにカテゴリの中の他の個人に効果的な製
品および処方を助言することとを有することがある。この方法およびシステムにおいて、
システムはネットワークを介して動作することがある。この方法およびシステムにおいて
、皮膚状態は個人の皮膚から反射された光の偏光の程度の解析に基づいて判定されること
がある。
【００２７】
　本発明の観点では、スキンケア製品または処方の効果を追跡する方法は、基本皮膚状態
評価を取得することと、スキンケア目標、製品、および処方のうちの少なくとも１つに基
づいて監視間隔を助言することと、第２の皮膚状態評価を取得することと、スキンケア目
標への経過を判定するために第２の評価を基本評価と比較することと、選択的に、皮膚状
態を改善するために処方または製品を最適化することとを有する。この方法およびシステ
ムにおいて、皮膚評価は、個人の皮膚から反射された光の偏光の程度の解析に基づくこと
がある。
【００２８】
　本発明の観点では、個人用の皮膚コンディション解析システムおよび関連した方法は、
光を皮膚に当てるため入射光源を含む照明源と、皮膚から反射された光の偏光の度合いを
検出する検出器と、装置を制御するユーザインターフェイスとを含む画像化装置を有する
ことがある。この方法およびシステムにおいて、装置は、実行者、スパ、サロン、化粧品
販売、化粧品製造業者、臨床試用データベース、および第三者データベースのうちの少な
くとも１つのレコードを更新するため画像データをダウンロードするために物理的インタ
ーフェイスと相互作用するのに適合する。この方法およびシステムにおいて、照明源は、
選択された角度アルファで光を方向付けるために位置決めされることがある。変化するア
ルファは皮膚の中の層の測定の深さを変えることがある。各深さは全偏光反射を生じる特
定の角度を有することがある。この方法およびシステムにおいて、入射光源は非偏光光源
でもよい。非偏光光は、白色光、複数の選択波長、または単一波長でもよい。この方法お
よびシステムは反射または再放射光の画像を捕捉するセンサをさらに有することがある。
この方法およびシステムは、皮膚からの反射または再放射光を検出する光学設備をさらに
有することがある。この方法およびシステムは検出された情報を送信する通信設備をさら
に有することがある。この方法およびシステムは装置によって収集された情報を記憶する
記憶設備をさらに有することがある。
【００２９】
　本発明の観点では、非侵襲性画像化装置は、光を皮膚に当てるために入射源を含む照明
源と、皮膚から反射された光の特性を検出する検出器とを有することがある。この装置に
おいて、照明源は光を選択された角度アルファで方向付けるために位置決めされることが
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ある。変化するアルファは皮膚の中の層の測定の深さを変えることがある。各深さは全偏
光反射を生じる特定の角度を有することがある。この装置において、入射光源は偏光光源
でもよく、または非偏光光源でもよい。非偏光光は、白色光、単一波長の光、および複数
の単一波長の光のうちの少なくとも１つでもよい。この装置は反射または再放射光の画像
を捕捉するセンサをさらに有することがある。この装置は、皮膚からの反射または再放射
光を検出する光学設備をさらに有することがある。この装置は検出された情報を送信する
通信設備をさらに有することがある。この装置は装置によって収集された情報を記憶する
記憶設備をさらに有することがある。この装置において、反射または再放射光は偏光光と
非偏光光とのうちの少なくとも一方でもよい。
【００３０】
　本発明の観点では、皮膚状態を判定する方法およびシステムは、入射光源で皮膚を照明
することと、皮膚から反射された光の特性を検出することと、反射または再放射光の少な
くとも１つの特性に基づいて皮膚状態を判定することとを有する。この方法およびシステ
ムにおいて、入射光は選択された角度アルファで方向付けられることがある。変化するア
ルファは皮膚の中の層の測定の深さを変えることがある。各深さは全偏光反射を生じる特
定の角度を有することがある。この方法およびシステムにおいて、入射光は、非偏光光で
もよく、または偏光光でもよい。非偏光光は、白色光、単一波長の光、および複数の単一
波長の光のうちの少なくとも１つでもよい。この方法およびシステムにおいて、反射また
は再放射光は、偏光光と非偏光光とのうちの少なくとも一方でもよい。この方法およびシ
ステムにおいて、特性は、光源と、光強度と、光の波長と、光の角度と、光の電気的おお
び磁気的特性と、光の偏光状態とのうちの少なくとも１つでもよい。偏光の様子は、方向
、振幅、位相、角度、形状、程度、量などのうちの少なくとも１つでもよい。この方法お
よびシステムにおいて、判定はアルゴリズムを使用して行われることがある。アルゴリズ
ムは、人工神経回路網、非線形回帰、遺伝的アルゴリズム、ファジィ論理、またはフラク
タル解析およびマルチフラクタル解析を含むことがある。この方法およびシステムは、フ
ィルタ出力によって定められる波長の光を取得するために反射または再放射光をフィルタ
処理することをさらに有することがある。解析はフィルタ処理された画像に実行されるこ
とがある。この方法およびシステムにおいて、判定は、反射された散乱光と反射された偏
光光との間の差の画像を作成することを含むことがある。この方法およびシステムにおい
て、判定は、反射または再放射光の偏光の様子をキャリブレーション信号と比較すること
を含むことがある。この方法およびシステムにおいて、判定はユーザ入力と視覚的解析と
のうちの少なくとも一方を考慮することをさらに有することがある。
【００３１】
　本発明の観点では、非侵襲性画像化装置は、光を関心領域に当てるために入射光源を含
む照明源と、関心領域から反射された光の偏光の特性を検出する検出器とを有することが
ある。この装置において、照明源は選択された角度アルファで光を方向付けるため位置決
めされることがある。変化するアルファは皮膚の中の層の測定の深さを変えることがある
。各深さは全偏光反射を生じる特定の角度を有することがある。この装置において、入射
光源は、偏光光源でもよく、または非偏光光源でもよい。非偏光光源は、白色光、単一は
長の光、複数の単一波長の光のうちの少なくとも１つでもよい。この装置は反射または再
放射光の画像を捕捉するセンサをさらに有することがある。この装置は、皮膚からの反射
または再放射光を検出する光学設備をさらに有することがある。この装置は検出された情
報を送信する通信設備をさらに有することがある。この装置はこの装置によって収集され
た情報を記憶する記憶設備をさらに有することがある。この装置において、反射または再
放射光は、偏光光と非偏光光とのうちの少なくとも一方でもよい。
【００３２】
　本発明の観点では、システムおよび方法は、健康なメラニン細胞性皮膚を判定するのに
使用されることがある。皮膚奇形（ＳＭ）であるサンプルからの第１の反射スペクトルお
よび／または放射スペクトルは、正常で健康な皮膚（ＳＮ）から反射スペクトルを差し引
く。第２の得られたスペクトルプロット（ＳＭ－ＳＮ）は適切な比較画面から反射スペク
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トルを差し引き、これは光源（ＳＯ）のスペクトルプロットを表している。ここで、皮膚
によって生成された純粋な変化特性が現れた。黒色腫、他の悪性、または良性母斑および
健康な皮膚とを区別するために、波長スケールにおける最大位置、最小位置、およびゼロ
位置のデータ、ならびに最大強度および最小強度のデータが使用可能である。
【００３３】
　本発明の観点では、システムおよび方法は、角度なし入射白色光および角度付き入射白
色光で照明された物質の画像を捕捉することと、各画像の正規化された赤色および青色チ
ャネルヒストグラムを生成することと、赤色および青色チャネル・スペクトル・プロット
を取得するために、正規化された赤色および青色チャネルヒストグラムを波長スケールに
相関させることと、赤色および青色の正規化された合成色チャネル・スペクトル・プロッ
トを生成するために、色チャネルごとに角度なし光のスペクトルプロットから角度付き光
のスペクトルプロットを差し引くことによって、また、物質のスペクトル標識を生成する
ために、正規化された合成赤色チャネル・スペクトル・プロットから正規化された合成青
色チャネル・スペクトル・プロットを差し引くことによってスペクトルプロットを畳み込
むことを有することがある。システムおよび方法において、照明源は、選択された角度ア
ルファで光を方向付けるために位置決めされることがある。変化するアルファは物質の測
定の深さを変えることがある。システムおよび方法において、スペクトル標識の単位スケ
ールは波長の差のこともある。システムおよび方法において、物質は無機および／または
有機物質である。システムおよび方法において、スペクトル標識は、山および谷の数、山
の振幅および形状、ならびに中間構造およびパターンのうちの少なくとも１つについて解
析されることがある。システムおよび方法において、スペクトル標識は、金属組成、識別
、純度、および強度について解析されることもある。システムおよび方法において、スペ
クトル標識は、水質、組成、および純度について解析されることもある。システムおよび
方法において、スペクトル標識の要素は、物質の特性の変化を追跡するために、タグ付け
され、長時間に亘って追跡されることがある。システムおよび方法において、スペクトル
標識は、皮膚状態を測定、追跡、または監視するために解析されることもある。システム
および方法において、スペクトル標識は偽金の解析に有用なこともある。システムおよび
方法において、スペクトル標識は、汗腺活動および制汗効果のうちの少なくとも１つにつ
いて解析されることもある。システムおよび方法において、スペクトル標識は、狂牛病に
ついて解析されることもある。システムにおいて、スペクトル標識は、食品、すべての表
皮疾患、黒色腫および皮膚癌、リウマチ疾患、ならびに皮膚に現れるすべての疾患につい
て解析されることもある。システムおよび方法において、スペクトル標識は、術後の美容
上の関心事を監視するのに有用なこともある。システムおよび方法において、スペクトル
標識は、授乳中の女性の乳腺からの分泌物を予測および監視するのに有用なこともある。
システムおよび方法において、スペクトル標識は、処方の態様にフィードバックおよび修
正を提供するために助言エンジンに入れられることがある。システムおよび方法において
、マクスウェルの色三角の理想的な青色の波長位置は、スペクトル標識を取得するために
合成スペクトルプロットを畳み込む場合に、マクスウェルの色三角の理想的な赤色の波長
位置と整列される。
【００３４】
　皮膚特性および美容特性を判定する方法およびシステムが開示されている。最小誤差出
力が生成される。本発明の例示的実施形態によると、本発明の第１の態様では、色解析を
使用して皮膚特性および美容特性を判定する方法は、取得されたデジタル画像について三
原色（Ｒｅｄ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ：ＲＧＢ）系の画素ごとに皮膚画像の色を解析する
工程を含むことがある。取得されたデジタル画像についてＲＧＢ系の画素ごとに皮膚画像
の色を解析する工程は、ピクチャに最も頻繁に現れる色のテーブルを生成することによっ
て、人の皮膚の一部のピクチャを解析することを含むことがある。
【００３５】
　第１の態様によると、色解析を使用して皮膚特性および美容特性を判定する方法は、装
置依存ＲＧＢ系で取得された色を装置独立標準ＲＧＢ系（ｓｔａｎｄａｒｄ　ＲＧＢ：ｓ
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ＲＧＢ）に変換した後に、取得されたデジタル画像についてＲＧＢ系の画素ごとに皮膚画
像の色を解析することに応答して最も頻繁な標準ＲＧＢ（ｓｔａｎｄａｒｄ　ＲＧＢ：ｓ
ＲＧＢ）のサンプルを生成する工程を含む。取得されたデジタル画像についてｓＲＧＢ系
で皮膚画像の色を解析することに応答して最も頻繁なｓＲＧＢのサンプルを生成する工程
は、複数のｓＲＧＢ値を保存することを含むことがある。
【００３６】
　本発明の本実施形態では、ｓＲＧＢ系は画像解析に使用されることがある。他の皮膚特
性、黒色腫、皮膚関連腫瘍、および皮膚関連疾患の判定は、ＹＩＱ、ＹＣｂＣｒ、Ｌ＊ａ
＊ｂ＊、Ｌ＊ｕ＊ｖ＊、およびＨＳＬ／ＨＳＶなどの他の色系に基づいた画像解析を必要
とする。現在のアルゴリズムの増強は、これらの色系、および呈示されたｓＲＧＢ解析と
この／これらの相関のうちの少なくとも１つを含んでもよい。
【００３７】
　第１の態様によると、色解析を使用して皮膚特性および美容特性を判定する方法は、ガ
ウス正規分布によって生成されたｓＲＧＢサンプルの色を近似することをさらに含む、取
得されたデジタル画像の生成されたｓＲＧＢサンプルの推定パラメータ（予想値および標
準偏差）を持つガウス確立分布によってＲ、ＧおよびＢ成分の色分布をモデリングする工
程を含む。本発明の例示的実施形態によると、ガウス正規分布によって生成されたｓＲＧ
Ｂサンプルの色を近似する工程は、複数のガウス正規分布の重ね合わせによって生成され
たｓＲＧＢサンプルの色を近似することを有する。
【００３８】
　第１の態様によると、色解析を使用して皮膚特性および美容特性を判定する方法は、推
定分布モデルパラメータの色に応答して判定ツリーユニットによって皮膚のフォトタイプ
を生成する工程を含む。皮膚のフォトタイプは、訂正されたフィッツパトリック分類にし
たがって生成されることがある。本発明の例示的実施形態によると、訂正されたフィッツ
パトリック分類にしたがって皮膚のフォトタイプを生成する工程は、非常に明るい皮膚か
ら非常に暗い皮膚におよぶ皮膚タイプスケールにしたがって皮膚のフォトタイプを生成す
ることを含む。
【００３９】
　第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムが開示され
てもよい。システムは、皮膚のデジタル画像を捕捉する画像捕捉装置を含むことがある。
画像捕捉装置はデジタルカメラユニットを含むことがある。
【００４０】
　第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムは、人の皮
膚の一部のピクチャの画素単位の解析を実行する、画像捕捉装置に結合された解析器を含
んでもよい。解析器は、人の皮膚の一部のピクチャに最も頻繁に現れる色のルックアップ
テーブルを生成する量子化装置を含むことがある。
【００４１】
　第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムは、皮膚の
捕捉されたデジタル画像について標準三原色（ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｒｅｄ　Ｇｒｅｅｎ　
Ｂｌｕｅ：ｓＲＧＢ）サンプルを生成する、画像捕捉装置に結合されたサンプリング装置
を含んでもよい。
【００４２】
　第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムは、皮膚の
捕捉されたデジタル画像の予想値および標準偏差の推定を使用して生成されたｓＲＧＢサ
ンプルの色分布パラメータを近似する、サンプリング装置に結合された近似装置を含むこ
とがある。近似装置は、少なくとも１つのガウス正規分布ユニットを含むことがある。
【００４３】
　第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムは、近似さ
れた色の赤色および青色成分を使用して皮膚のフォトタイプを生成する、近似装置に結合
された判定ツリーユニットを含むことがある。判定ツリーユニットは、非常に明るい皮膚
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から非常に暗い皮膚におよぶ皮膚タイプスケールにしたがって皮膚のフォトタイプを分類
するフィッツパトリックスケーリングユニットを含むことがある。
【００４４】
　第２の態様によると、本発明の例示的実施形態は、皮膚の捕捉されたデジタル画像の予
想値および標準偏差の推定を使用して生成されたｓＲＧＢサンプルの色を近似する、スケ
ーリングされたガウス正規分布ユニットを開示している。
【００４５】
　本発明の第２の態様によると、写真解析を使用する皮膚のフォトタイプ判定システムは
、人間の要素および家畜の要素の美容特性を判定するサブシステムを含むことがある。美
容特性はさらに、髪、爪、および皮膚に関する特性を含んでもよい。
【００４６】
　別の観点では、システムは、皮膚の捕捉されたデジタル画像の標準三原色サンプルを生
成するサンプリング装置を含んでもよく、生成された標準三原色のサンプルの値は０～２
５５の範囲であり、さらなる処理について維持される。
【００４７】
　別の態様では、システムは、皮膚の捕捉されたデジタル画像の予想値および標準偏差の
推定を使用するガウス正規分布によって、０～２５５の範囲の値で生成されたｓＲＧＢサ
ンプルの色分布パラメータを近似する、サンプリング装置に結合された近似装置を含むこ
とがある。
【００４８】
　別の態様では、システムはさらに、近似された色の標準的な赤色および青色成分を使用
して皮膚のフォトタイプを生成する、近似装置に結合された判定ツリーユニットを含んで
おり、アルゴリズムによる判定ツリーユニットは、皮膚の捕捉画像の予想値および標準偏
差の推定を、皮膚のフォトタイプを判定する皮膚解析のフィッツパトリック表記に一致さ
せる。
【００４９】
　別の態様では、システムは、皮膚の種々の要因を評価するために、光強度、波長、およ
び角度を自動的に調整することもある。
【００５０】
　システムのさらに別の態様では、皮膚のフォトタイプは、化粧品および外科業界で使用
する写真解析を使用して判定されることがある。
【００５１】
　本発明の観点では、スキンケア装置は、ユーザの皮膚のある部位に入射電磁放射線を方
向付けることができる電磁放射源と、部位から再放射された放射線の種々のパラメータを
測定する放射検出器と、検出器に結合された皮膚コンディション解析モジュールであって
、ＲＧＢ解析と、放射パラメータの散乱反射率解析とのうちの少なくとも１つに部分的に
基づいてリアルタイムで皮膚コンディション評価を生成可能な皮膚コンディション解析モ
ジュールとを含むことがある。装置において、入射電磁放射線は、可視、近赤外、および
近紫外スペクトルのうちの少なくとも１つの放射線を含んでもよい。入射放射線は白色光
を含んでもよい。装置において、放射パラメータは、少なくとも再放射された放射線の偏
光の程度を含むことがある。装置において、放射源は１セットの発光ダイオードであって
もよい。装置において、皮膚コンディション評価はまた部分的に、部位周辺の皮膚領域の
写真画像の解析に基づいてもよい。装置において、装置は小型装置であってもよい。小型
とは、検出器の寸法が６インチを超えないものであることを意味する。装置はさらに、皮
膚コンディション評価を記憶するメモリモジュールを含んでもよい。装置はさらにユーザ
インターフェイスを備えてもよい。装置はさらにディスプレイ表面を含むことがある。部
位の皮膚評価データはより大きな皮膚領域の画像に重ねられて、ディスプレイ表面に表示
されてもよい。装置はさらに、認定ユーザのみにアクセスを制限するのに使用されるアク
セス制限モジュールを含むことがある。アクセス制限モジュールはバイオメトリックアク
セス制御に基づいてもよい。装置は、リアルタイムで異常な皮膚コンディションについて
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の警告を生成することができる。ユーザインターフェイスは、音声コマンドおよび／また
は目の動きのコマンドを使用して操作されてもよい。装置はさらに、表示可能なスキンケ
ア処方助言を生成するスキンケア処方助言モジュールを含むことがある。スキンケア処方
助言は、ユーザの皮膚プロファイルの判定と、類似のプロファイルを有する人のスキンケ
ア処方助言の使用とに少なくとも部分的に基づいていることもある。スキンケア処方助言
モジュールは製品データベースとリンクされることがある。製品データベースは、店頭で
入手可能な製品を含んでもよい。スキンケア処方助言モジュールによって助言された特定
の製品の入手可能性は視聴覚信号によって示されてもよい。装置はさらに、表示可能なス
キンケア処方効果レポートを生成するスキンケア処方効果モジュールを含むことがある。
装置はさらに、遠隔コンピュータと通信する通信モジュールを含むことがある。通信は無
線でなされてもよい。通信はインターネットを介してなされてもよい。遠隔コンピュータ
は医者によって操作されることもある。装置は棒状であってもよい。装置はユーザによっ
て着用可能である。
【００５２】
　本発明の観点では、装置は、ユーザの皮膚のある部位に入射電磁放射線を方向付けるこ
とができる電磁放射源と、部位から再放射された放射線の種々のパラメータを測定する検
出器と、検出器に結合された皮膚コンディション解析モジュールであって、ＲＧＢ解析と
、放射パラメータの散乱反射率解析とのうちの少なくとも１つに部分的に基づいてリアル
タイムで皮膚コンディション評価を生成可能な皮膚コンディション解析モジュールと、ユ
ーザの画像を反射するディスプレイパネルとを含むことがある。装置において、ディスプ
レイパネルは、ディスプレイパネルに表示された皮膚領域画像の部位にタッチすることで
部位の拡大画像の表示をトリガするように、タッチセンサ式であってもよい。スキンケア
装置はさらにカメラを含むこともある。カメラはディスプレイパネルと一体的になってい
ることもある。カメラはディスプレイパネルと無線リンクされてもよい。装置において、
ディスプレイパネルは鏡であってもよい。装置において、記憶されたユーザの画像は、本
人を自動的に識別するのに使用されてもよい。装置はさらに、スキンケア装置を制御する
ユーザインターフェイスを含むことがある。ユーザインターフェイスは、音声コマンドお
よび／または目の動きのコマンドを使用して操作されてもよい。装置はさらに、表示可能
なスキンケア処方助言を生成可能なスキンケア処方助言モジュールを含むことがある。ス
キンケア処方助言は、ユーザの皮膚プロファイルの判定と、類似のプロファイルを有する
人のスキンケア処方助言の使用とに少なくとも部分的に基づいていることもある。装置は
さらに、表示可能なスキンケア処方効果レポートを生成可能なスキンケア処方効果モジュ
ールを含むことがある。
【００５３】
　本発明の観点では、アクセス制御されたコミュニティネットワーク内の複数の人と通信
するためにウェブサイトで使用可能な情報オブジェクトをレセプタクルに移動させるシス
テムおよび方法は、人の処方、人のルーチン、複数の情報オブジェクトのうちの１つの情
報オブジェクトを使用する目的、および第２の人に対する第１の人の親和性の程度に応答
して所定のウェブサイトからウェブベースネットワークへの複数の情報オブジェクトの移
動を可能にすることと、所定のヘルスケアウェブサイトからの複数の情報オブジェクトの
移動を可能にすることに応答したドロップダウン運動、データをポピュレートするドラッ
グ・アンド・ドロップ運動、およびグラフィカル・ユーザ・インターフェイス（Ｇｒａｐ
ｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：ＧＵＩ）のポップアップ運動を含む動作か
ら少なくとも１つのカスタム化動作を開始することと、複数のウェブサイト間で複数の情
報オブジェクトの移動を可能にすることとを含んでもよい。システムおよび方法において
、複数の情報オブジェクトは、人間の皮膚コンディション、製品情報、記事、ブログの投
稿、画像、映像、個別メッセージ、フォーラムの投稿、および家畜の皮膚コンディション
のうちの少なくとも１つについての質問票に関する場合がある。システムおよび方法にお
いて、複数の情報オブジェクトは、人間の美容パラメータおよび家畜の美容パラメータに
ついての質問票に関する。人間の美容パラメータおよび家畜の美容パラメータについての
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質問票は、人間の爪および家畜の爪のうちの少なくとも１つについての質問を含んでもよ
い。人間の美容パラメータおよび家畜の美容パラメータについての質問票は、人間の髪お
よび家畜の毛のうちの少なくとも１つについての質問を含んでもよい。システムおよび方
法において、情報オブジェクトの使用目的は、人間の皮膚の浄化、保護、治療、水分補給
、弾性、堅さ、輝き、明度、抗炎症特性、抗疥癬特性、抗皺作用、引き締め、角質除去、
発赤防止特性、脂制御、アンチエイジング特性、および黒光りのうちの少なくとも１つを
制御することに関する。システムおよび方法において、第２の人に対する第１の人の親和
性の程度は、第１の人と第２の人との間の友情関係、第１の人と第２の人との間の遺伝的
類似性、第１の人と第２の人との間のライフスタイルの類似性、第１の居住環境と第２の
居住環境との間の天候の類似性、および第１の人と第２の人との間の肌タイプの類似性の
うちの少なくとも１つを有する。システムおよび方法において、複数のウェブサイト間の
複数の情報オブジェクトの移動を可能にする工程は、所定のフォーマットの複数のウェブ
サイトのうちの１つのウェブサイトからユーザの関心のある項目をドラッグして、ウェブ
サイトにアクセスするユーザのアフィリエイトに電子信号を介して移動させるサブ工程を
含んでもよい。ユーザのアフィリエイトは、ユーザの友人および親族または関係のあるエ
キスパートであってもよい。システムおよび方法において、所定のウェブサイトからウェ
ブベースネットワークへの複数の情報オブジェクトの移動を可能にする工程は、複数のエ
ンドユーザの便宜および要件パラメータに応答してグラフィカル・ユーザ・インターフェ
イス（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：ＧＵＩ）のドロップダウン
メニューを可能にするサブ工程を含んでもよい。システムおよび装置において、ウェブベ
ースネットワークの複数の人々は、オンライン・フレンドシップ・ネットワークの複数の
人々を含む。システムおよび装置において、ウェブベースネットワークの複数の人々は、
オンライン・ソーシャルネットワークの複数の人々を含む。
【００５４】
　本発明の観点では、ソーシャル・ネットワーキング・ドメインおよび少なくとも１つの
皮膚健康状態評価および助言ユニットを含み、インターフェイスのユーザが、インターフ
ェイス内の皮膚健康状態評価を実行し、健康状態評価および維持データの所定の使用に基
づいて助言エンジンから製品および処方助言を受信することができるようにするインター
フェイスは、ドラッグ・アンド・ドロップ設備を使用してポピュレートされた処方トラッ
カと、複数のヘルスケア設備を格付けする格付けユニットと、複数のウェブベースのドラ
ッグ・アンド・ドロップ製品、ウェブベース画像、およびバーコード走査のウェブベース
検索を実行することによってユーザが製品情報を取得できるようにする製品情報ユニット
とを含んでもよい。インターフェイスでは、処方トラッカはダイエット追跡ユニットを含
む。インターフェイスでは、複数のヘルスケア設備は、皮膚の浄化、皮膚の保護、皮膚の
水分制御、皮膚の治癒、皮膚の弾性、皮膚の明度、皮膚の堅さ、皮膚の皺、皮膚の毛穴サ
イズ、皮膚の染み、皮膚の輝き、髪の色、髪のタイプ、ならびに結婚、妊娠、デートおよ
び社会生活をさらに含む年齢およびライフステージのうちの少なくとも１つを有する。イ
ンターフェイスでは、製品情報は、製品タイプ、製品の機能、製品フォーマット、製品の
妥当性レベル、処方情報、製品の記事、製品のブログ、製品の安全性、製品の毒性、製品
の効果指標、製品コスト情報、および製品の適時性情報のうちの少なくとも１つを有する
。インターフェイスでは、インターフェイスは、ウェブベースアプリケーション、モバイ
ルフォンアプリケーション、タッチスクリーンアプリケーション、およびパーソナル・デ
ジタル・アシスタント・アプリケーションについて複数の言語でカスタム化されたインタ
ーフェイスである。インターフェイスでは、インターフェイスは、皮膚構造からの入射光
の反射および再放射の偏光の程度から取得された画像データのスペクトル解析の、カスタ
ム化されたウェブベースのアクセス、制御、および維持のための皮膚画像化装置とシーム
レスに結合されている。皮膚構造からの入射光の反射および／または再放射の偏光の程度
は、複数のデジタル画像の三原色（Ｒｅｄ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ：ＲＧＢ）解析と、分
光光学的なデータ画像解析による解析とのうちの少なくとも１つから導かれる。
【００５５】
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　本発明の観点では、健康状態を判定するシステムおよび方法は、健康コンディションに
関する一連の主観的な質問への回答を取得することと、皮膚画像化装置を介して客観的な
健康状態評価レポートを取得することと、一連の主観的な質問への回答と客観的な健康状
態評価レポートとの組み合わせを生成することによって、健康状態の出力と実際の皮膚タ
イプの出力を生成することとを含んでもよい。システムおよび方法において、実際の皮膚
タイプの出力は、皮膚の健康状態監視を求める人、スパ、および化粧品アドバイザのうち
の少なくとも１つによって生成された生物物理学的特性に基づいて生成される。システム
および方法において、客観的な健康状態評価レポートは、体系的な水分補給、皮膚の水分
補給、皮膚の堅さ、皮膚の皺、皮膚の毛穴サイズ、皮膚の染み、皮膚の輝き、メラニン細
胞、メラニン、ヘモグロビン、ポルフィリン、ケラチン、カロチン、コラーゲン、エラス
チン、皮脂、皮脂腺活動、汗孔、皮脂孔、水分レベル、弾性、明度、堅さ、小皺、皺の数
、毛穴サイズ、開いている毛穴の割合、皮膚弾性、皮膚割線、染み、粘性、表皮、皮膚の
皮脂レベル、皮膚色、乾癬、アレルギー反応、発赤、一般的皮膚疾患、感染、腫瘍、日光
皮膚炎、発疹、擦過傷、にきび、座瘡、虫刺され、疥癬、出血、怪我、炎症、光損傷、色
素沈着、トーン、刺青、火傷率、火傷分類、ほくろ、皮膚病変の様子、黒色腫、皮膚外観
疾患、皮膚病変、セルライト、おでき、水疱疾患、先天性皮膚症候群、皮膚真菌症、肝斑
、血管コンディション、酒さ、くも状静脈、肌理、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後追跡、メラ
ニン細胞性病変、非メラニン細胞性病変、基底細胞癌、脂漏性角下症、皮脂性の髪の色、
髪のタイプ、爪のコンディション、ならびに、結婚、妊娠、デートおよび社会生活をさら
に含む年齢およびライフステージのうちの少なくとも１つに関する客観的な皮膚健康状態
評価レポートを含んでもよい。システムおよび方法において、客観的な健康状態評価レポ
ートは、ｅメール、ＳＭＳ、ＭＭＳ、モバイルフォン、インターネット接続装置のグラフ
ィカル・ユーザ・インターフェイス（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ：ＧＵＩ）、およびタッチスクリーンが可能なパーソナル・デジタル・アシスタントの
うちの少なくとも１つによってエンドユーザに送られる。システムおよび方法はさらに、
生理学的偏光光データから健康状態評価および維持データを取得することを含んでもよい
。生理学的偏光光データから健康状態評価および維持データを取得する工程は、三原色（
Ｒｅｄ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂｌｕｅ：ＲＧＢ）解析装置から健康状態評価および維持データを
取得することを有し、このデータは、白色光データ、青色光データ、および紫外光データ
のうちの少なくとも１つを有する。工程はさらに、真皮および表皮のうちの少なくとも１
つのコンディションを読み取って記録することによって、白色光データ、青色光データお
よび紫外光データのうちの少なくとも１つを取得することを有することができる。生理学
的偏光光データから健康状態評価および維持データを取得することは、健康状態監視の対
象とされている人の年齢、地理、および人口統計に関するデータを取得することを有する
。
【００５６】
　本発明の観点では、ウェブで可能な健康状態追跡方法およびシステムは、捕捉された写
真ごとに注記を生成する写真ガイドユニットを有するカメラと、カメラとウェブで可能な
コンピューティングシステムとの間に結合された、カメラによって捕捉された写真をアッ
プロードするインターフェイスと、自己回答指導モジュールと、頻繁に問われる質問票ユ
ニットに結合されたスコアリングモジュールと、色パラメータ、対称性パラメータ、およ
び境界パラメータを比較する、スコアリングモジュールに結合された比較モジュールとを
さらに有する頻繁に問われる質問票ユニットを生成する、ウェブで可能なコンピューティ
ングシステムに含まれているグラフィカル・ユーザ・インターフェイスと、頻繁に問われ
る質問票ユニット、スコアリングモジュール、および比較モジュールの時間ベース同期を
可能にする、グラフィカル・ユーザ・インターフェイスに結合された自動化ユニットと、
ユーザトレーニングモジュール、ユーザトレーニングモジュールに結合された記事モジュ
ール、ユーザトレーニングモジュールおよび記事モジュールに結合されたブログ化ユニッ
ト、および健康状態関連情報をｅメール送信するｅメールユニットを含むレポートユニッ
トを起動する、自動化ユニットに結合された学習ユニットとを含んでもよい。システムお
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よび方法において、カメラは、皮膚の染み、レーザー処置の効果、皮膚のセルライト含有
物、静脈および毛細血管のコンディション、ボトックス処置効果、アンチエイジング処置
効果、座瘡防止処置効果、および医師に提供される皮膚の絵入り履歴のうちの少なくとも
１つを長時間に亘って追跡する追跡ユニットを有する。長時間に亘る皮膚の染みは傷、瘢
痕、発疹、病変、およびほくろのうちの少なくとも１つを含む。システムおよび方法にお
いて、カメラで捕捉された写真をアップロードするウェブで可能なコンピューティングシ
ステムはさらに、システムの最初のユーザの皮膚健康状態レコードの特性をウォークスル
ーするウォークスルーモジュールと、システムの常連ユーザの絵入り履歴を閲覧する個人
の皮膚写真アルバムと、製品期限切れ日を追跡する製品品質メニューとを含む。システム
および方法において、写真をアップロードするインターフェイスはさらに、システムの常
連ユーザの次の写真の催促ユニットと、システムの常連ユーザに化粧品の現在の使用を表
示する、催促ユニットに結合された化粧品状態ユニットとを含む。現在の使用は、保湿剤
、殺菌剤、トナー、レーザー、およびボトックスのうちの少なくとも１つの使用を有する
。システムおよび方法はさらに、所定の身体部分のコンディション、化粧品の現在の使用
状況、および助言された化粧品の使用リストのうちの少なくとも１つを日時ベースで閲覧
する写真閲覧ユニットを含んでもよい。システムおよび方法において、レポートユニット
はさらに、医療実行者に健康状態評価レポートを送る安全な送信ユニットと、友人と健康
状態評価データについて議論するための親和性ユニットと、健康状態評価データを印刷す
る印刷ユニットとを含んでもよい。
【００５７】
　本発明の観点では、モバイル装置ベースの健康状態評価システムおよび方法は、モバイ
ル装置のユーザの皮膚画像を捕捉する写真捕捉装置と、捕捉された皮膚画像をネットワー
ク位置にアップロードする、写真捕捉装置と結合された送信ユニットと、写真捕捉装置の
位置を判定する、写真捕捉装置に結合されたグローバル位置決め装置と、モバイル装置の
ユーザの位置で天候コンディションを判定することによって遠隔診断レポートを取得する
、写真捕捉装置に結合された天候推定装置とを含んでもよい。システムおよび方法におい
て、写真捕捉装置はさらに、皮膚の写真評価ユニット、爪の写真評価ユニット、および髪
の写真評価ユニットのうちの少なくとも１つを有する。システムおよび方法において、グ
ローバル位置決め装置は、ユーザの地理的位置決めに関してユーザが発した質問に答える
位置トラッカを有する。システムおよび方法において、位置トラッカは、天候に強い化粧
品に関するデータベースを含む。システムおよび方法はさらに、モバイル装置のユーザが
健康状態評価および化粧品アウトレットに接触できるようにする電話番号トラッカを含ん
でもよい。
【００５８】
　本発明の観点では、特異なスペクトル標識を作成するために皮膚タイプおよび皮膚特性
を推定するシステムおよび方法は、入射散乱白色光で捕捉された第１の画像からデータを
畳み込むことであって、データは反射および／若しくは再放射された偏光光または白色光
に関することと、入射偏光光で捕捉された第２の画像からデータを畳み込むことであって
、データは反射および／若しくは再放射された偏光光に関することと、第１の画像および
第２の画像からデータを畳み込むことによって生成された少なくとも２つの特異な畳み込
みの縁部位置を比較することと、数値的皮膚タイプ出力を生成するために、少なくとも２
つの特異な畳み込みから、畳み込まれた（Ｒ－Ｂ）スペクトルプロットの最小強度位置と
最大強度位置間の距離を判定することとを含んでもよい。システムおよび方法において、
生理学的白色光は、１００ナノメートル未満の幅を含む３つのスペクトル間隔を有する。
３つのスペクトル間隔は赤色、緑色、および青色（ＲＧＢ）に関する。３つのスペクトル
間隔は、人の目に対して自然な白色光の感覚を提供する。システムおよび方法において、
少なくとも２つの特異な畳み込みの縁部位置を比較する工程は、反射および／または再放
射偏光光の成分（Ｒ－Ｂ）（Ｗ－Ｐ）ならびに、白色光の成分（Ｒ－Ｂ）Ｗを比較するこ
とを有する。白色光および偏光光の２つの特異な畳み込みはさらに、白色赤色（Ｗｈｉｔ
ｅ　Ｒｅｄ：ＷＲ）成分と、白色青色（Ｗｈｉｌｔｅ　Ｂｌｕｅ：ＷＢ）成分と、反射お
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よび／または再放射偏光青色（Ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　Ｂｌｕｅ：ＰＢ）成分と、反射およ
び／または再放射偏光赤色（Ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　Ｒｅｄ：ＰＲ）成分とを含む。２つの
特異な畳み込みは、医療基準に相関する数値的な差異に基づく。システムおよび方法はさ
らに、白色光および偏光白色光における赤色からの青色スペクトルの差し引きの複数の組
み合わせが判定され、スペクトル間隔は１００ナノメートル～３００ナノメートルの波長
スケール間隔で表されるスペクトル畳み込みスキームを含んでもよい。
【００５９】
　本発明の観点では、皮膚特性の特異なスペクトル標識を作成するシステムおよび方法は
、単一波長の光物質の相互作用を含むデジタル画像から生成されたＲＧＢ（三原色）チャ
ネル・スペクトル・プロットを含んでもよく、これによって、皮膚タイプ特徴化出力、皮
膚水分伝導率、および皮膚弾性を、数値基準および記述的基準で生成することができる。
システムおよび方法において、デジタル画像から生成されたＲＧＢ（三原色）チャネル・
スペクトル・プロットは多波長の光物質の相互作用を含む。
【００６０】
　本発明の観点では、対象領域を移動する画像化装置の移動パラメータを追跡および記憶
するシステムおよび方法は、複数の場所で対象領域の画像を捕捉する工程と、少なくとも
１つの捕捉されたフレームに画像処理技術を使用して画像化装置の移動方向を識別する工
程と、各フレームを、捕捉された少なくとも３つの特異な特性と比較することで画像化装
置の位置を三角測量することによって画像化装置の移動方向を認識する工程と、対象領域
の画像を記憶し、かつ画像化装置の配置パラメータを記憶するために、捕捉された画像の
データを、所定の画像データベースと比較する工程とを含んでもよい。システムおよび方
法において、複数の場所で対象領域の画像を捕捉する工程は、対象領域の連続映像を捕捉
するサブ工程を有する。システムおよび方法において、複数の場所で対象領域の画像を捕
捉する工程は、対象領域の画像のフレーム単位のシーケンスを捕捉するサブ工程を有する
。システムおよび方法において、画像処理技術を使用する画像化装置の移動方向を識別す
る工程は、画像化装置の移動パラメータを識別するために、捕捉された画像をフレーム単
位で比較をするサブ工程を有する。システムおよび方法において、画像化装置の位置を三
角測量するために、各フレームを、捕捉された少なくとも３つの特異な特性と比較するこ
とによって画像化装置の移動方向を認識する工程は、異なるフレームにわたる３つ若しく
はそれ以上の特異な位置を比較することによって、画像化装置の移動方向を捕捉するサブ
工程を有する。
【００６１】
　本発明の観点では、画像化装置の自動位置追跡およびデータ記憶の方法、ならびにシス
テムは、画像捕捉ユニットと、対象領域に画像化装置を位置決めする、画像捕捉ユニット
に結合された位置決めユニットと、画像化装置の位置を三角測量して、画像化装置の移動
方向を識別するために、捕捉された画像のフレーム単位の比較を可能にし、かつ画像化装
置が３つ若しくはそれ以上の特異なポイントを捕捉できるようにする画像処理ユニットと
を含んでもよい。システムおよび方法において、画像捕捉ユニットはデジタルカメラを有
する。システムおよび方法において、画像捕捉ユニットは、モバイル装置およびパーソナ
ル・デジタル・アシスタント（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
：ＰＤＡ）のうちの少なくとも１つを有する。システムおよび方法において、画像処理ユ
ニットは、画像化装置の移動方向を捕捉するために、異なるフレームにわたる３つ若しく
はそれ以上の特異なポイントの位置を比較する比較ユニットを有する。システムおよび方
法はさらに、所定のポイントから対象領域の新たな位置への画像捕捉ユニットの水平移動
を測定するサブシステムを含んでもよい。
【００６２】
　本発明の観点では、外科的切除マージンを判定するシステムおよび方法は、入射光源に
よってメラニン細胞性病変の皮膚を照明することと、メラニン細胞性病変から反射および
／または再放射された光の特性を検出することと、反射および／または再放射光の少なく
とも１つの特性に基づいて、メラニン細胞性病変と周囲の健康な組織との間の境界を判定
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することとを含んでもよい。システムおよび方法において、入射光は選択された角度アル
ファで方向付けられる。システムおよび方法において、変化するアルファは、メラニン細
胞性病変の層の測定の深さを変える。各深さは、全偏光反射を生じる特定の角度を有する
。システムおよび方法において、入射光は非偏光光である。非偏光光は、白色光、単一波
長の光、および複数の単一波長の光のうちの少なくとも１つである。システムおよび方法
において、入射光は偏光光である。システムおよび方法において、反射および／または再
放射光は、偏光光と非偏光光のうちの少なくとも１つである。システムおよび方法におい
て、特徴は、光源、光の強度、光の波長、光の角度、光の電気的および磁気的特性、なら
びに光の偏光化状態のうちの少なくとも１つである。偏光の態様は、方向、振幅、位相、
角度、形状、程度、および量のうちの少なくとも１つである。システムおよび方法におい
て、判定はアルゴリズムを使用して行われる。アルゴリズムは、人工神経回路網、ファジ
ィ理論、フラクタル解析およびマルチフラクタル解析、非線形回帰、遺伝的アルゴリズム
、白色光解析、ならびにＲＧＢ解析のうちの少なくとも１つを含む。システムおよび方法
はさらに、フィルタ出力によって定められた波長の光を取得するために、反射および／ま
たは再放射光をフィルタ処理することを含んでもよい。アルゴリズム解析は、フィルタ処
理された画像によって実行される。システムおよび方法において、判定は、反射散乱光と
反射偏光光との差の画像を作成することを含む。システムおよび方法において、判定は、
反射および／または再放射光の偏光の態様をキャリブレーション信号と比較することを含
む。システムおよび方法において、判定はさらに、ユーザ入力および視覚的解析のうちの
少なくとも１つを考慮することを有する。
【００６３】
　本発明の上記と他のシステム、方法、目的、特徴、および利点は、以下の好ましい実施
形態の詳細な説明および図面から当業者に明白であろう。本明細書の中で挙げられている
すべての文献は参照により全体が本明細書に組み込まれる。
【００６４】
　本発明および以下の本発明のある一定の実施形態についての詳細な説明が、添付図面を
参照することによって理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】図１は、皮膚健康状態解析および監視と、スキンケア評価および助言とのための
スキンケア・システムを表している。
【図２】図２は、皮膚構造による光偏光の仕組みを表している。
【図３】図３は、スキンケア検査のための工程を表している。
【図４Ａ】図４Ａは、皮膚画像化装置の正面図を表している。
【図４Ｂ】図４Ｂは、皮膚画像化装置の背面図を表している。
【図５】図５は、スキンケア・システムの皮膚健康状態監視ページを表している。
【図６】図６は、スキンケア・システムの会話型モデリングツールを表している。
【図７】図７は、スキンケア・システムの助言ページを表している。
【図８】図８は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスを表している。
【図９】図９は、スキンケア・システムのウェルカムページを表している。
【図１０】図１０は、スキンケア・システムの質問票ページを表している。
【図１１】図１１は、スキンケア・システムの皮膚画像捕捉ページを表している。
【図１２】図１２は、スキンケア・システムの棒グラフによる結果ページを表している。
【図１３】図１３は、スキンケア・システムの折れ線グラフによる結果ページを表してい
る。
【図１４】図１４は、スキンケア・システムの概要画面を表している。
【図１５】図１５は、スキンケア・システムの弾性概要画面を表している。
【図１６】図１６は、スキンケア・システムの概要画面を表している。
【図１７】図１７は、スキンケア・システムの弾性概要画面を表している。
【図１８】図１８は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのマップを表して
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いる。
【図１９】図１９は、スキンケア・システムのレビューページを表している。
【図２０】図２０は、スキンケア・システムのレビューページを表している。
【図２１】図２１は、スキンケア・システムの「自分の体験（Ｍｙ　Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃ
ｅ）ページ」を表している。
【図２２】図２２は、スキンケア・システムの「効果（Ｗｈａｔ　Ｗｏｒｋｓ）ページ」
を表している。
【図２３】図２３は、スキンケア・システムの「自分専用情報（Ｉｎｆｏ　Ｆｏｒ　Ｍｅ
）ページ」を表している。
【図２４】図２４は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのスキンケア・シ
ェルフ部分の一例を表している。
【図２５】図２５は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのスキンケア・シ
ェルフ部分の一例を表している。
【図２６】図２６は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスを表している。
【図２７】図２７は、スキンケア・システムの登録ページを表している。
【図２８】図２８は、スキンケア・システムの助言ページを表している。
【図２９】図２９は、スキンケア・システムのモバイル・ユーザ・インターフェイス用の
モバイル・コンテンツ・マップを表している。
【図３０】図３０は、「この製品はどれだけ素晴らしい（Ｈｏｗ　Ｇｏｏｄ　Ｉｓ　Ｔｈ
ｉｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔ）メッセージ」フローを表している。
【図３１】図３１は、「私は何を探すべきか（Ｗｈａｔ　Ｓｈｏｕｌｄ　Ｉ　Ｌｏｏｋ　
Ｆｏｒ？）メッセージ」フローを表している。
【図３２】図３２は、「サンチェック（Ｓｕｎｃｈｅｃｋ）メッセージ」フローを表して
いる。
【図３３】図３３は、「警告（Ａｌｅｒｔ）メッセージ」フローを表している。
【図３４】図３４は、「オプション（Ｏｐｔｉｏｎｓ）メッセージ」フローを表している
。
【図３５】図３５は、物質を解析するアルゴリズムおよび方法を表している。
【図３６】図３６は、変化する角度に基づいたサンプルからの白色光および反射された偏
光光の反射および捕捉を表している。
【図３７】図３７Ａおよび３７Ｂは、デジタル画像処理で使用可能な色座標系を表してい
る。
【図３８】図３８は、色濃度のヒストグラムを表している。
【図３９】図３９は、波長スケールに相関された正規化色チャネルヒストグラムを表して
いる。
【図４０Ａ】図４０Ａおよび４０Ｂは、重ねられた正規化色チャネルヒストグラムを表し
ている。
【図４０Ｂ】図４０Ａおよび４０Ｂは、重ねられた正規化色チャネルヒストグラムを表し
ている。
【図４１Ａ】図４１Ａおよび４０Ｂは、個別の色チャネルヒストグラムの畳み込みを表し
ている。
【図４１Ｂ】図４１Ａおよび４０Ｂは、個別の色チャネルヒストグラムの畳み込みを表し
ている。
【図４２】図４２は、２つの色チャネルヒストグラムの２つの畳み込みの組み合わせを表
している。
【図４３】図４３は、マクスウェルの色三角の一部の数学的モデリングを表している。
【図４４Ａ】図４４Ａおよび４４Ｂは、明るい皮膚および暗い皮膚について得られたスペ
クトル標識を表している。
【図４４Ｂ】図４４Ａおよび４４Ｂは、明るい皮膚および暗い皮膚について得られたスペ
クトル標識を表している。
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【図４５Ａ】図４５Ａ～４５Ｃは、純金属および合金について得られたスペクトル標識を
表している。
【図４５Ｂ】図４５Ａ～４５Ｃは、純金属および合金について得られたスペクトル標識を
表している。
【図４５Ｃ】図４５Ａ～４５Ｃは、純金属および合金について得られたスペクトル標識を
表している。
【図４６Ａ】図４６Ａおよび４６Ｂは、異なるタイプの水について得られたスペクトル標
識を表している。
【図４６Ｂ】図４６Ａおよび４６Ｂは、異なるタイプの水について得られたスペクトル標
識を表している。
【図４７】図４７は、スキンケア装置の実施形態のブロック図を表している。
【図４８】図４８は、棒状スキンケア装置の実施形態を表している。
【図４９】図４９は、垂直ディスプレイパネル内蔵スキンケア装置を表している。
【図５０】図５０は、ウェアラブルスキンケア装置の実施形態を表している。
【図５１】図５１は、皮膚組織内の特定の波長の放射および吸収の関数である波形の陽性
強度および陰性強度を表している。
【図５２】図５２は、基準波長付近の健康な皮膚と悪性の皮膚のスペクトル標識の比較を
表している。
【図５３】図５３は、白色光および生理学的に偏光された白色光の、悪性の色素沈着した
皮膚を表している。
【図５４】図５４は、健康、良性、および悪性の皮膚病変の畳み込みの比較を表している
。
【図５５】図５５は、画像を追跡し、目標とするシステムを表している。
【図５６】図５６は、切除マージンを判定するシステムを表している。
【図５７】図５７は、切除マージンを判定するシステムを表している。
【図５８】図５８は、ＲＧＢ色解析のプロセスを示すフローチャートである。
【図５９】図５９は、人の皮膚のサンプルの取得されたデジタル画像の画素図を表す図で
ある。
【図６０】図６０は、量子化後の人の皮膚のサンプルの取得されたデジタル画像の画素図
を表す図である。
【図６１】図６１は、皮膚のフォトタイプが、フィッツパトリックおよびガウス正規近似
／ｈｕｌｌによってタイプＩＩＩと分類される患者の撮影写真の１つの標準Ｒ、Ｇ、およ
びＢ色のヒストグラム／分布を表す図である。
【図６２】図６２は、皮膚のフォトタイプが、フィッツパトリックおよびガウス正規近似
／ｈｕｌｌによってタイプＶＩと分類される患者の撮影写真の１つの標準Ｒ、Ｇ、および
Ｂ色のヒストグラム／分布を表す図である。
【図６３】図６３は、標準ＲＧＢ色システムにおけるＲおよびＢ色の数学的期待値の推定
値にしたがって皮膚のフォトタイプを判定するアルゴリズムを示すフローチャートである
。
【図６４】図６４は、フレンドツールバーの実施形態を表している。
【図６５】図６５は、フレンドツールバーの自動スクロール特徴を表している。
【図６６】図６６は、フレンドツールバーのドラッグ・アンド・ドロップ共有機能を表し
ている。
【図６７】図６７は、フレンドツールバーのドラッグ・アンド・ドロップ共有機能を表し
ている。
【図６８】図６８は、データオブジェクトとしての皮膚データの友人との共有を表してい
る。
【図６９】図６９は、ユーザがデータについて議論できるブログやフォーラムへの、デー
タオブジェクトとしてのスキンケアデータの投稿を表している。
【図７０】図７０は、ユーザが議論したがるコンテンツの一部になるデータオブジェクト
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としての皮膚データの共有を表している。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　本明細書には、皮膚の画像化および皮膚以外の画像化のための方法、システム、および
装置が記載されている。本開示の全体に亘って、「～のような」という言い回しは、「例
えば、限定されることなく、～といった」を意味する。本開示の全体に亘って、「例えば
」という言い回しは、「例えば、限定されることなく」を意味する。本開示の全体に亘っ
て、「実施例において」という言い回しは、「実施例において、限定されることなく」を
意味する。本開示の全体に亘って、「製品」という用語は、あらゆる医薬品、非医薬品、
化粧品、スキンケア品、ヘアケア品、またはネイルケア品を指す。一般に、ありとあらゆ
る実施例は、限定ではなく例示のため与えられている。
【００６７】
　デジタル捕捉された皮膚関連情報および他の情報のリアルタイム解析は、リアルタイム
皮膚コンディション評価、リアルタイム皮膚処方助言、および選択された皮膚処方の効果
のリアルタイム評価を容易にする。デジタル捕捉されたデータのリアルタイム解析は、本
明細書に開示された本発明の原理を具体化するスキンケア装置を使用して実行可能である
。本発明の原理を具体化するスキンケア装置は、例えば、入射電磁放射線を方向付けるこ
とができる電磁放射源と、再放射された放射線の種々のパラメータを測定する放射検出器
と、リアルタイムで皮膚コンディション評価を生成可能な皮膚コンディション解析モジュ
ールとを含んでもよい。
【００６８】
　皮膚コンディション評価は事実上美容的および／または医療的である。例証として、ま
た本発明の範囲を制限することなく、皮膚コンディション評価は、座瘡コンディション評
価、毛穴コンディション評価、皺コンディション評価、皮膚弾性評価、皮膚脂性評価、皮
膚水分評価、皮膚明度評価、皮膚皮脂評価、皮膚発赤評価、皮膚炎症評価、皮膚肌理評価
、皮膚色評価、または上記評価の任意の組み合わせのうちのいずれか１つを含んでもよい
。例えば、毛穴コンディション評価は、毛穴が清潔か、開いているか、極めて健康かを判
定する助けとなり得る。
【００６９】
　皮膚状態データは、例えば、入射電磁放射線を、人の皮膚上のピンポイント箇所などの
ある箇所に向けて、放射線検出器を用いて該箇所からの再放射された放射線を検出するこ
とによって取得することができる。高品質で、リアルタイムの皮膚状態評価を生成するこ
との有効性は、いくつかの実施形態において、少なくとも部分的に拡散反射分光法での分
析に基づいている皮膚状態分析モジュールを用いることによって高めることができる。リ
アルタイムの皮膚状態評価の品質は、他の実施形態において、白色光を入射放射線として
用い、再放射光の赤色・緑色・青色成分を検出することによって、さらに高めることがで
きる。
【００７０】
　図１を参照すると、皮膚健康状態解析、監視、および助言のためのシステムは、光源１
２７を使用して、皮膚健康状態テスト１６０のような生物物理学的皮膚特性を捕捉し、事
前診断１６２を実行し、遠隔監視１６４を実行する、映像化装置１０８のような、ホスト
ハードウェア１０８と、ホストハードウェア１０８、オンラインプラットフォーム１２０
、またはモバイルプラットフォーム１２４とインターフェイスをとり、デモグラフィック
情報、皮膚健康状態に関する付加的な事例情報、現在のスキンケア処方１１８、現在のス
キンケア製品および処方の順位付けおよび格付け１３８を捕捉し、スキンケア・シェルフ
１１４をポピュレートし、皮膚サイクルモニタ１４０、ヘルスおよび／またはウェルネス
情報１４２、ゲーム１４８、ギフト案内１４４、購入予定品リスト１１９、デイリーレポ
ート１３４、シミュレーションツール１３２、タイプ判定エンジン１３０、ショッピング
カート１１３などにアクセスするユーザインターフェイス１０２と、皮膚状態１５８を定
めるために、例えば、アルゴリズム１５０を利用し、エキスパート相談１２８、データ統
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合１５２、および解析ツール／ＡＰＩ１５４を入手することにより、捕捉された情報を処
理し解析するホストシステム１０４と、順位付け／格付けフィードバック１３８の影響を
受けることがあり、皮膚状態１５８を特定し監視し調節する際に付加的な粒状度を提供す
る、例えば、ウェアラブルモニタ１８２、モバイル通信装置１８４、ソーシャルネットワ
ーク１８８、製品情報１９０、ウェルネス情報１９２、プラグイン（ウェブキャプチャ）
１９４、バーコード・スキャン１９８、旧来の情報／質問票回答１０１、問い合わせ／検
索１０３、第三者エキスパート１０５、第三者ハードウェア１０９、第三者サービスプロ
バイダ１１１などのようなホストシステム１０４への他の入力１１２と、ホストハードウ
ェア１０８、ホストシステム１０４、ユーザインターフェイス１０２、および他の入力１
１２からのデータを記憶する、ハードウェア１６８、リムーバルメモリ１７０、無線通信
装置１７４、コンピュータ１７８、皮膚科医、一般医、エステティシャン、スパ従業員、
サロン従業員、化粧品販売員などの実行者レコード１８０、個人用の製造レコード１７２
などのようなデータ記憶装置１１０とを有することがある。本開示の全体に亘って皮膚に
関する実施形態が検討されているが、文脈からこれらの実施形態が除外されない限り、例
えば、髪、爪、農業、家畜、体内、生物学的、および非生物学などに関するあらゆる実施
形態のような皮膚以外に関する実施形態が、これらに限定されることなく、包含されるこ
とが理解されるべきである。
【００７１】
　画像化装置１０８は、例えば、皮膚健康状態テスト１６０、事前診断１６２、遠隔監視
１６４などにおいて、生物物理学的特性を取得するために皮膚構造の画像を捕捉するため
使用されることがある。画像化装置１０８は、例えば、髪、爪、歯、眼、体内臓器および
構造などのような皮膚以外の構造の画像を捕捉するためさらに適合することがある。画像
化装置１０８は、皮膚構造に関するデータを取得するために、散乱光、白色光、単色光、
複数の単一波長の光などのような非偏光光と、次に、偏光光とを使用して、特定の一連の
照射を行うために内部または外部光源１２７を使用することがある。実施形態では、入射
光は偏光されること、または偏光されないことがあり、反射または再放射光が偏光される
こと、または偏光されないことがある。偏光光は、皮膚上の反射によって生じることがあ
り、光源から偏光されていない。反射光の捕捉および蓄積は、皮膚病変と共に、すべての
タイプの皮膚疾患と、皮膚問題と、美容上の関心事および兆候との画像化および解析を可
能にする。偏光反射光の解析は、画像化された皮膚領域の熱的、電気的および磁気的特性
を取得することを可能にすることがある。画像は、患者質問票と共に評価を含むこともあ
り、皮膚健康状態の最終的な解析を判定するために、解析設備１５４、アナリスト、実行
者などへ送信されることがある。装置１０８は、皮膚病変の分光分析および定量分析に基
づいて主要な特徴形状を特定するために、赤色、緑色、および青色領域の中に波長のよう
な特定の目標とされた波長をさらに利用することがある。装置１０８は、拡散反射率技術
、および分光技術（ＤＲ、ＳＦなど）からの間接的な結果の間接的な結果に基づくカラー
画像化分析と共に使用されることがある。実施形態では、装置１０８は偏光光を放射する
ため適合することがある。装置１０８は、２つ以上のタイプの光を放射するため適合する
ことがあり、様々な光源１２７を切り替えること、または組み合わせることが可能である
こともある。皮膚健康状態解析は、製品または処方１０８の効果のための助言を与え、そ
して、製品または処方１０８の効果を追跡するために、以前のユーザ皮膚健康状態解析と
、他のユーザの皮膚健康状態解析と、他のユーザの経験データと、含有物、製品および処
方の特性と比較されることがある。
【００７２】
　図２を参照すると、実施形態では、画像化装置１０８は、非偏光光、散乱光、白色光、
単色光、複数の単一波長の光、偏光光などを角度アルファで皮膚に当たる照明源１２７と
、皮膚構造からの反射または再放射光を検出するセンサと、捕捉された画像を記憶し送信
する画像記憶装置とを有することがある。皮膚構造は、皮膚の中に存在する細胞、分子、
細胞の集団、分子の集団、表皮および副層、基底膜、真皮、皮下組織、腺、層、濾胞、毛
穴、血管成分などのうちの少なくとも１つでもよい。実施形態では、光源は、皮膚の電気



(24) JP 5771007 B2 2015.8.26

10

20

30

40

50

的および磁気的成分を測定するために、偏光光のような反射または再放射光および拡散放
射を発生させる白色光でもよい。白色光は可視光のスペクトルに亘る光の波長の合成とし
て放射されることがある。入射非偏光光は、垂直から定義された角度「アルファ」でター
ゲットへ方向付けられる。例えば、垂直から０～９０度の範囲に亘って、これに限定され
ることなく、アルファの値が変化するとき、変化する入射角が侵入の深さに影響を与える
ので、入射非偏光光は皮膚の異なる構造要素と相互作用することがある。角度アルファは
、手動、リモートコントロール、ユーザインターフェイス１０２などのいずれかによって
光源の位置を変えることによって変えられることがある。侵入の深さとアルファとの間の
関係は、深さ＝ｆ（アルファ）という式によって定義される。皮膚の中の特有の既知の深
さに対応する各皮膚構造に関して、全偏光反射を生じる特定の入射角が存在することがあ
る。反抗および／または拡散のいずれかである反射または再放射光、および／または、拡
散放射を解析することによって、反射および／または再放射の原因である下にある皮膚構
造に関する情報が取得されることがある。拡散放射が起こる理由は、構造の中で飛び回る
光から現れる散乱および吸収があるためである。光の偏光は、皮膚構造相互作用水の古典
／量子効果に起因することがある。すなわち、皮膚構造は、光が構造に衝突するときに、
十分な磁界および電界を保有するので光の偏光を変える可能性があり、構造に衝突すると
きに光の波長に影響を与える可能性がある。方向、振幅、位相、角度、形状、程度、量な
どのような反射または再放射光の偏光の様子は、目標とされている特有の皮膚構造と関連
付けられた様々な指標、そして、最終的に皮膚状態１５８と相関することがある。例えば
、特有の皮膚構造に存在する病変は、部分的に偏光され、かつ、部分的に拡散された反射
または再放射光をもたらす反射または再放射光の一部分の拡散を引き起こすことがある。
例えば、コラーゲン構造は、良性メラニン細胞皮膚損傷と悪性のメラニン細胞皮膚損傷と
の間の生物物理学的差異の１つの標識である。コラーゲン形成差は、反射または再放射光
の偏光状態に影響を与えることがあり、結果として得られる画像は、腫瘍中心および腫瘍
周辺の場所を示すことがある。このような画像は、本明細書中に記載されているように、
切除マージンを視覚化する際に実行者を支援することがある。メラニン細胞は表皮の下部
に位置するので、適切な波長がこの深さに対し、および様々なタイプの母斑の中の発色団
に対し選択されることがある。
【００７３】
　入射光が偏光される場合、皮膚の電気的特性だけが明らかになるが、非偏光入射光は皮
膚の電気的特性および磁気的特性の両方を明らかにすることがある。偏光光を使用するこ
とは、光学活性の誘起の改善を引き起こすことがあるが、発生させられるデータセットは
、白色光、単色光、複数の単一波長の光などのような入射非偏光光を使用して捕捉された
データセットより価値が少ないことがある。１０Ｅ－３４と１０Ｅ－３０Ｊｓとの間の効
果を測定することにより、皮膚への量子物理効果と古典物理効果との境界領域において、
皮膚の生体分子の価電子の電気力および磁気力の作用の差として測定を実行可能である。
【００７４】
　実施形態では、入射光の波長および／または強度は、コラーゲン、エラスチン、カドヘ
リン、ヘモグロビンなどのような特定の分子の有無を測定するために変更されることがあ
る。ある一定の分子は自家蛍光の性質を保有している。例えば、入射光が、３２５ｎｍの
ような特有の波長に限定される場合、コラーゲンは放射波長４００ｎｍおよび４０５ｎｍ
で検出されることがある。表１は、アミノ酸、構造蛋白質、酵素および補酵素、ビタミン
およびビタミン誘導体、脂質、ポルフィリンなどのような自家蛍光を示す生物分子の励起
および放射最大値のある一定の例示的な実施例を掲載している。皮膚中の特定の分子の有
無を検出するため、ユーザは、例えば、限定されることなく、励起最大値列に示されてい
る波長のような指定された波長の光を皮膚に照射し、反射光の中の特定の放射波長の有無
を特定するために反射または再放射光を収集する。この技術に精通している人によって理
解されるように、多数の異なる単一波長および光の波長の合成が皮膚を照らすため使用さ
れることがある。
【００７５】
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【表１】

【００７６】
　実施形態では、光は、２８０ｎｍから３８００ｎｍまでの範囲の全域のようなどのよう
な波長で放射されてもよい。入射光は、青色、黄色、橙色、赤色、またはその他の光でも
よい。
【００７７】
　引き続き図１を参照すると、実施形態では、光源は、装置１０８と一体化されてもよく
、関連付けられた供給源から供給されてよい。光源は、例えば、限定されることなく、２
８０、３４０、３６０、３８５、４０５、３９５、４００、または４８０ｎｍの入射励起
波長、ならびに、赤外線および近赤外線のような波長の発光またはレーザーダイオード（
ＬＥＤ）でもよい。紫外線および赤外線域の波長も同様に装置１０８によって放射される
ことがある。光源は、散乱光、白色光、単色光、複数の単一波長の光、白熱光、エレクト
ロルミネセンス光、蛍光、ハロゲン光、紫外光、偏光光、コリメート光、無線通信装置に
よって供給される光、光ファイバケーブルによって供給される光などでもよい。実施形態
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では、光源は拡散入射光を供給するため散乱体を有することがある。
【００７８】
　実施形態では、皮膚からの反射または再放射光を検出するセンサは、ＣＣＤカメラ、Ｃ
ＭＯＳベースの画像化システム、デジタルカメラ、ウェブカメラ、携帯電話機またはｉＰ
ｈｏｎｅ（商標）のような通信装置に内蔵されたカメラ、パーソナル・デジタル・アシス
タント（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ）、スポーツ
タイプの表示の場合のように皮膚の連続監視のためのウォッチまたは他のウェアラブル装
置、第三者装置などに存在する光学系の中に具現化されることがある。センサは、近赤外
線または可視波長のような光の波長を吸収するため適合することがある。センサは、特有
の波長を自動的にフィルタで除去するため適合することがある。センサは、皮膚の小部分
、顔全体、完全な皮膚検査などのような、どのようなサイズの領域を画像化するためにも
適合することがある。センサは、装置１０８と関心領域との間に介在する流体無しに動作
するため適合することがあり、または関心領域へのオイルのような塗布または他の反射性
媒体と共に使用されることがある。センサは、領域から任意の距離で、または関心領域と
接触しているときに、後続の視覚および／または自動解析のため使用されることがある反
射または再放射光を検出するため適合することがある。この反射または再放射光から生成
された画像は、視覚的および分光光学的の両方で分解された画像、または電磁気的皮膚マ
ップとみなされることがある。センサは、画像化される範囲のサイズならびに画像化され
た領域からの距離を測定することを可能にする内部キャリブレーションスケールを有する
ことがある。実施形態では、レンズは、検出光学系からの反射または再放射光を可視近赤
外感度ＣＣＤ、ＣＭＯＳ、またはその他の感覚装置に集中させることがある。実施形態で
は、センサは、高フレームレートで画像を捕捉するため適合することがある。実施形態で
は、装置は高倍率レンズを有することがある。
【００７９】
　実施形態では、装置１０８は、解析および／または解析設備１５４への送信のため捕捉
された画像を記憶することがある。解析設備１５４は、実行者、自動解析ツール、実行者
が利用する解析ツールなどでもよい。データ記憶１１０は、画像捕捉が開始されたときに
手動で起こることがあり、皮膚との接触時に自動的に起こることがあり、遠隔的に制御さ
れることなどがある。データは、内部装置メモリ１６８に記憶されるか、またはＵＳＢメ
モリ、外部ハードドライブ、大容量記憶装置などのようなメモリ媒体１７０に外部的に記
憶されることがある。装置は、有線接続、または無線のいずれかによって、ラップトップ
、キオスク端末、デスクトップコンピュータ、中央サーバなどのようなコンピュータへ外
部的に接続できることがある。例えば、接続は直接ＵＳＢ接続でもよい。装置１０８がコ
ンピュータに接続されたとき、捕捉されたデータは、自動的または手動始動のいずれかに
よって、装置１０８からコンピュータへダウンロードまたは送信されることがある。例え
ば、装置１０８は、コンピュータと接続したクレードルを有することがある。装置１０８
がクレードルの中に置かれているとき、データは装置１０８から送信またはダウンロード
されることがある。付加的に、装置１０８は、例えば、クレードルなどを介してコンピュ
ータに接続されているとき、ソフトウェア更新情報を受信することがある。実施形態では
、装置１０８は内部記憶装置を有しないことがあり、永続的な配線または無線接続を介し
て外部的にデータを送信または記憶することだけが可能である場合がある。データ送信お
よび記憶は完全に自動化された工程でもよく、または手動で作動されてもよい。データは
、無線ネットワーク接続、セルラ接続、有線接続、ブルートゥース接続などを介して送信
されることがある。装置１０８からのデータ送信は遠隔評価技術を可能にすることがある
。実施形態では、本明細書中に記載されているように、音声応答、テキスト応答、映像デ
ータなどのような画像以外のデータもまた記憶および／または送信されることがある。装
置１０８は、音声を記録するための内部マイクロホン、映像を記録するためのビデオカメ
ラ、テキスト応答を記録するためのキーボード入力などを有することがある。実施形態で
は、装置１０８は、外部から入手可能な音声および映像を使用することがある。
【００８０】
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　実施形態では、データ記憶は皮膚健康状態レコード１２１の中に属していることがある
。皮膚健康状態レコード１２１は、ユーザの皮膚に関係した主要な医療的兆候、非医療的
兆候、および化粧的兆候に関する情報を格納する個人用のオブジェクトまたはデータベー
スまたはリポジトリでもよい。このレコードは、画像と、グラフィックスと、アイコンと
、書面による履歴と、個人的なデモグラフィック情報と、水分、弾性、堅さ、肌理、色レ
ベルのような化粧状態のレベルと、炎症のような非医療的状態などを含むことがある。ユ
ーザは、あらゆる装置１０８、１０９または入力１１２からのデータを用いてレコード１
２１を自分でポピュレートすることがある。レコード１２１は、皮膚関心事の履歴、コメ
ント、ユーザブログなどを含むことがある。実施形態では、皮膚健康状態レコード１２１
は画像の捕捉時に自動的に増える。例えば、ユーザが解析のため最初の画像を提示すると
き、レコード１２１は、自動的に作成され、画像および画像の解析から編集され導出され
ることがある情報がポピュレートされることがある。
【００８１】
　実施形態では、データ記憶１１０は実行者レコード１８０において行われることがある
。実行者レコード１８０は、背景デモグラフィックデータ、個人情報、ダイエットに関す
る情報、皮膚健康状態レコード１２１などを含む主要な健康状態特性のリポジトリでもよ
い。実行者レコードは、埋め込まれた画像と、他の画像データファイルへのリンクと、個
人的な皮膚製品、医療品、およびＯＴＣ品などの追跡効果と、主要なパラメータへの影響
の履歴とを有することがある。実行者レコードは、コミュニティデータ、または患者若し
くはユーザに類似した選択された個人のデータをさらに捕捉することがあり、また、格付
けおよびコメントなどを含むことがある。
【００８２】
　実施形態では、データ記憶１１０は個人用の製造レコード１７２の中にあってもよい。
皮膚健康状態測定１６０に基づいて、皮膚を健康にするための所望の効果を取得するため
に製品含有物が選択されることがある。この含有物選択は、装置１０８を使用して様々な
製品および含有物の塗布による様々な皮膚健康状態パラメータの変化を解析し追跡し、そ
して、個人用の製造レコード１７２によって長期に亘る皮膚健康状態の変化を追跡するこ
とによって実現されることがある。選択された製品含有物が特定されると、製品含有物は
個人の皮膚特徴および／または所望の目標（例えば、肌の潤いの改善）のため最も適した
製品を作成するため混合されることがある。このように、個人用の製品がユーザのため開
発されることがある。付加的に、この同じ工程が、医療および非医療目的およびコンディ
ションのための特定のカスタム化された皮膚製品および含有物の作成のため使用可能であ
る。
【００８３】
　実施形態では、捕捉されたデータの形式は、あらゆる標準的な画像処理および操作ソフ
トウェアならびに技術、ワード・プロセッシング・ソフトウェア、スライドショー・プレ
ゼンテーション、表計算アプリケーションなどと互換性がある。例えば、捕捉されたデー
タは、ｊｐｅｇ、ｔｉｆｆ、ｐｉｃｔ、ｐｎｇ、ｂｍｐ、ｇｉｆ、ｐｄｆなどのようなど
のような適当な画像フォーマットでもよい。実施形態では、複数の画像がムービーとして
捕捉されることがあり、ムービーは複数の画像を結合することにより構築されることがあ
る。
【００８４】
　実施形態では、装置１０８は、電源プラグ、バッテリー、太陽光電源、ＵＳＢ電源など
のような適当な供給源によって給電されることがある。ユーザは、画像の捕捉を始めるた
めに装置１０８への給電を開始することがある。捕捉は自動的に開始すること、装置１０
８が皮膚に対して置かれたときに開始すること、ボタンのようなトリガがユーザによって
作動されたときに開始することなどがある。
【００８５】
　装置１０８は画像化されるべき領域を観察するディスプレイを有することがある。例え
ば、ユーザは、異なる日に亘って撮影された一連の画像のような長時間に亘る正確な画像
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を取得するために位置決めツールと共にディスプレイを使用することがある。ディスプレ
イは装置１０８と一体的でもよく、または別個のディスプレイでもよい。例えば、装置１
０８は、有線接続または無線接続を使用して、コンピュータのモニタのようなモニタに接
続されることがある。実施形態では、装置１０８へのユーザインターフェイス１０２は、
画像化のリアルタイムビューを表示することがある。
【００８６】
　位置決めツールは、追跡およびターゲッティングを可能にすることができる。図５５を
参照すると、追跡およびターゲッティングの方法が描かれている。該位置決めツールは、
対象領域上を移動する画像化装置１０８の運動パラメータを追跡して格納するのに用いる
ことができる。まず、該装置は、複数の箇所における対象領域の画像を捕捉することがで
きる。次いで、装置１０８は、少なくとも１つの捕捉フレームに対して画像処理技術を用
いて、画像化装置１０８の運動の方向を識別することができる。この画像処理技術は、図
５５に示すように、各フレームを、捕捉した少なくとも３つの異なる特徴と比較し、それ
によって、該画像化装置の位置を三角測量することにより、該画像化装置の運動の方向を
認識することができる。捕捉した画像のデータは、所定の画像データベースと比較して、
対象領域の画像を格納し、かつ画像化装置１０８の配置パラメータを格納することができ
る。データベース内に、エントリが存在しない場合には、新たなエントリを作成すること
ができる。複数の箇所における対象領域の画像を捕捉する工程は、該対象領域の連続的な
ビデオ画像を捕捉するというサブ工程を含むことができる。複数の箇所における対象領域
の画像を捕捉するという工程は、該対象領域の一連の画像をフレームごとに捕捉するとい
うサブ工程を含むことができる。画像処理技術を用いて、画像化装置の運動の方向を識別
する工程は、該画像化装置の運動パラメータを識別するための、捕捉した画像のフレーム
ごとの比較というサブ工程を含むことができる。各フレームを、捕捉した少なくとも３つ
の異なる特徴と比較して、画像化装置の位置を三角測量することにより、該画像化装置の
運動の方向を認識する工程は、異なるフレームにわたって、３若しくはそれ以上の異なる
位置を比較することにより、該画像化装置の運動の方向を捕捉するというサブ工程を含む
ことができる。上記位置決めツールは、画像捕捉ユニットと、該画像捕捉ユニットに結合
され、対象領域上に画像化装置を位置決めする位置決めユニットと、捕捉した画像のフレ
ームごとの比較を可能にし、かつ該画像化装置が、３若しくはそれ以上の異なるポイント
を捕捉し、該画像化装置の位置を三角測量して、画像化装置の運動の方向を識別する画像
処理ユニットとを含む、画像化装置１０８用の自動位置追跡およびデータ格納システムと
することができる。画像捕捉ユニットは、デジタルカメラを含むことができる。画像捕捉
ユニットは、モバイル機器および携帯情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａ
ｓｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ）のうちの少なくとも一方を含むことができる。画像処理ユニ
ットは、異なるフレームにわたって、３若しくはそれ以上の異なるポイントの位置を比較
して、画像化装置の運動の方向を捕捉する比較ユニットを含むことができる。自動位置追
跡およびデータ格納システムは、さらに、対象領域上の所定のポイントから新たな位置ま
での画像捕捉ユニットの横方向運動を測定するサブシステムを含むことができる。
【００８７】
　実施形態では、装置１０８は、ユーザデータの秘密を保護するためセキュリティ機能を
有することがある。例えば、装置１０８は暗号化技術を用いた固有ＭＡＣ－ＩＤを有する
ことがある。
【００８８】
　実施形態では、装置１０８は、周辺機器または他の機能的付属部品と関連付けられるこ
とがある。例えば、装置１０８は、血圧モニタまたはセンサ、心拍モニタまたはセンサな
どと関連付けられることがある。例えば、装置１０８は、皮膚病変の事前診断１６２を実
行するため使用され、同時に、皮膚健康状態に加えて健康の他の様子を評価するために血
圧、心拍などのような他のエンドポイントも監視することがある。
【００８９】
　実施形態では、装置１０８は、ユーザがハンドヘルド形式で装置１０８を操作すること
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を可能にさせるようなサイズにされることがある。装置１０８は携帯できるサイズにされ
ることがある。装置１０８は片手操作のため適合することがある。例えば、装置は、図４
Ａおよび４Ｂに示されているように具現化されることがあるが、鏡、大きい領域を画像化
するため適合した大型装置、ＰＤＡ、スキャナ、モバイル通信装置などのように、形状お
よび／またはサイズの点で複数の他の実施形態がある。図４Ａでは、照明源は中央検出領
域の周りのＬＥＤの環として現れる。両方の画像において、サイズ、ハンドヘルド性、お
よび携帯性が明らかに示されている。操作の容易性により、ラップトップに接続されたホ
ームユーザのような未熟なユーザでさえ、装置１０８を利用できる。装置１０８は、内臓
型ユニットであり、大型カメラシステムの一部でなくてもよい。実施形態では、装置１０
８は片手による人間工学的保持のために設計されることがある。実施形態では、装置１０
８は、反射性媒体の適用の有無にかかわらずに使用されることがある。実施形態では、装
置１０８は、少し離れて、接写で、直接接触式などで画像を捕捉するため使用されること
がある。例えば、装置１０８とインターフェイスを取るコンピュータにロードされたソフ
トウェアは、近距離および遠距離の画像捕捉を促すことがある。
【００９０】
　一実施形態において、装置１０８は、画像を撮像し、または、体の特定の成分または物
質を採取するのに用いることのできる、独立型で、手持ち式でないバージョンであっても
よい。
【００９１】
　上記スキンケア装置のいくつかの実施形態において、該装置は、携帯性および手持ち式
での使用を可能にする、小型のものとすることができる。スキンケア装置のいくつかの実
施形態は、検査すべき皮膚の部位にわたって都合良く動かすことのできる手持ち式および
ポータブルなペン型スキャナ形状とすることができる。スキンケア装置の他のいくつかの
実施形態は、該スキンケア装置の寸法が６インチを超えないくらいに小型化することがで
きる。このようなスキンケア装置は、着用可能なアクセサリー、例えば、ブレスレット、
ネックレス、イヤリングなどに組込むことができる。スキンケア装置のいくつかの実施形
態は、都合の良いユーザインターフェイスおよび／または表示面を有することができる。
スキンケア装置のいくつかの実施形態において、該装置は、垂直なディスプレイパネル、
例えば、これに限定するものではないが、ミラー、ＬＣＤスクリーン、プラズマスクリー
ンなどに結合または組込むことができる。
【００９２】
　図４７を参照すると、本発明の原理を具体化する例示的なスキンケア装置４７００が、
ブロック図で示されている。スキンケア装置４７００は、電磁放射線源４７０２と、放射
線検出器４７０４と、皮膚状態分析モジュール４７０８とを含むことができる。
【００９３】
　電磁放射源４７０２は、入射電磁放射線を、人の皮膚上の１若しくはそれ以上の箇所に
向けることが可能である。例えば、および限定するものではないが、放射線源４７０２は
、発光ダイオード（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅｓ：ＬＥＤｓ）のセット
とすることができる。特定の実施形態において、放射線源４７０２によって放射された入
射放射線は、可視、近赤外（ｎｅａｒ－ｉｎｆｒａｒｅｄ：ＮＩＲ）、および近紫外（ｎ
ｅａｒ－ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ：ＮＵＶ）スペクトルでの放射を含むことができる。他
の特定の実施形態において、入射放射線は、白色光を含むことができる。
【００９４】
　図４７に示すように、電磁放射線源４７０２は、放射線検出器４７０４に結合すること
ができる。放射線検出器４７０４は、上記箇所から再放射された放射線を検出して、該再
放射された放射線の様々な放射パラメータを測定することが可能である。図４７に示すよ
うに、放射線検出器４７０４は、皮膚状態分析モジュール４７０８に結合することができ
る。放射線検出器によって、例えば、限定するものではないが、偏光度、異なる波長にお
ける放射線強度などを含む様々な放射パラメータを検出することができる。電磁放射線源
、放射線検出器、および皮膚状態分析モジュールは、本明細書において既に説明されてい
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る。
【００９５】
　皮膚状態分析モジュール４７０８は、反射した放射線の放射パラメータと、他の情報と
を分析して、皮膚状態評価を生成することが可能である。皮膚状態分析モジュール４７０
８は、皮膚状態評価をリアルタイムで生成するように適応させることができる。いくつか
の実施形態において、放射線検出器４７０４は、拡散反射率を測定する。他のいくつかの
実施形態において、入射放射線は、白色光とすることができ、また、放射線検出器４７０
４は、再放射された光の赤色、緑色、および青色の成分を測定することができる。
【００９６】
　特定の実施形態において、皮膚状態評価は、皮膚の当該箇所の写真画像の分析に部分的
に基づいていてもよい。
【００９７】
　「拡散反射率」という用語は、本明細書および添付の特許請求の範囲において用いる場
合、放射を意味し、場合によっては、ターゲットサンプルから多数の方向に散乱する光を
漠然と意味する。拡散反射率は、鏡面反射または正反射に対する補完である。表面が完全
な非鏡面である場合、反射した、または、再放射された光は、表面を囲む半球状に一様に
拡散することになる。拡散反射率は、ターゲットの表面の微小な凹凸に起因し、ターゲッ
トの平坦ではないまたは粒状の面からの入射光の反射であるため、入射光が該ターゲット
に当たって、広角で散乱する。
【００９８】
　上記スキンケア装置のいくつかの実施形態は、皮膚状態評価と、タイムスタンプを伴う
ような他のデータとを格納するメモリモジュールを有することができる。スキンケア装置
のいくつかの実施形態は、皮膚状態評価と、タイムスタンプを伴う他のデータとを、遠隔
のコンピュータに伝える通信モジュールを有することができる。データの伝達は、例えば
、有線、無線を通じて、インターネットなどを利用して行うことができる。また、皮膚状
態評価および他のデータには、遠隔地において、モバイル機器および／またはコンピュー
タを介してアクセスすることもできる。このようなリモートアクセスは、特に、例えば、
皮膚科医などのサービスプロバイダにとって都合が良い。
【００９９】
　スキンケア装置のいくつかの実施形態は、ユーザが該スキンケア装置と情報をやりとり
することを可能にするユーザインターフェイスを有することができる。ユーザインターフ
ェイスは、例えば、利用可能な情報を分析して、皮膚のある箇所またはより大きな皮膚領
域のリアルタイムの皮膚状態評価を生成するために、ユーザが装置に命令を与えることを
可能にすることができる。他のいくつかの実施形態において、ユーザインターフェイスは
、音声操作することができ、音声コマンドを介してコマンドをスキンケア装置に与える容
易さを提供することができる。スキンケア装置に利用することのできるユーザインターフ
ェイスの他の実施例は、グラフィカル・ユーザ・インターフェイス（ｇｒａｐｈｉｃａｌ
　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：ＧＵＩ）、ウェブベースのユーザインターフェイス（
ｗｅｂ－ｂａｓｅｄ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：ＷＵＩ）、コマンドライン・イン
ターフェイス、タッチインターフェイス、および上記のいずれかの組み合わせである。
【０１００】
　特定の実施形態において、ユーザインターフェイスは、例えば、汗腺詰まりなどの異常
な皮膚状態が検出された場合に、ユーザに対して警告を与えることもできる。該警告は、
光信号、ビープ音、電子メールによる警告、ＳＭＳによる警告などの形をとることができ
る。ユーザの注意を要する皮膚状態に関して該ユーザに警告を発するために、電子的な小
さな鈴の音、マーク、音、および光、熱放射信号などの他の方法もある。
【０１０１】
　スキンケア装置のいくつかの実施形態は、より便利で直感的なユーザインターフェイス
のためのおよび／または皮膚領域の画像を見るための、および／またはいくつかの有用な
皮膚関連情報、例えば、皮膚状態評価レポート、皮膚処方助言レポート、および／または
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皮膚処方効果レポートを見るための表示面を有することもできる。いくつかの実施形態に
おいて、表示面および／またはユーザインターフェイスは、装置の接触制御を可能にする
タッチセンサ式とすることができる。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、複数個所の皮膚状態評価データは、表示面に表示される
より大きな皮膚領域の１つの画像に重ね合わせることができ、皮膚領域全体の健康に関す
る有用な画像を単一のビューで提供することができる。
【０１０３】
　スキンケア装置のいくつかの実施形態は、患者データへのアクセスを、許可されたユー
ザのみに制限するアクセス制限モジュールを有することもできる。該アクセス制限モジュ
ールは、ユーザ名およびパスワード特性および／または生体認証アクセス制御、例えば、
指紋認識、顔認識、網膜認識などに基づくことができる。
【０１０４】
　いくつかの実施形態において、皮膚状態分析モジュール４７０８は、年齢、性別、民族
などのユーザ情報にアクセスすることができ、そのような情報は、ユーザプロファイルを
作成するのに、および皮膚状態の分析に利用することができる。
【０１０５】
　スキンケア装置４７００は、ユーザの自宅、ユーザのバスルーム、化粧品店、プロバイ
ダのオフィス、屋外などで使用することができる。スキンケア装置４７００は、１日のい
つでも、例えば、就寝前、皮膚にクレンザーを使用する前後などに使用することができる
。
【０１０６】
　スキンケア装置４７００は、表示可能なスキンケア処方助言を生成することが可能なス
キンケア処方助言モジュール４７１０を有することができる。該スキンケア処方助言モジ
ュールは、最も適切なスキンケア製品に関する情報だけではなく、製品を適用する最良の
方法、使用のタイミング、量、および頻度に関する情報も含むことができる。スキンケア
処方助言モジュール４７１０は、スキンケア処方助言が、各人の皮膚状態に対して個別化
されるように、皮膚状態分析モジュール４７０８にリンクすることができる。スキンケア
処方助言は、皮膚状態分析モジュール４７０８によって生成された皮膚状態評価、製品情
報、および本明細書に記載されているように、アルゴリズムを用いて分析される他の関連
情報に基づいて、リアルタイムで生成することができる。いくつかの実施形態において、
スキンケア処方助言モジュール４７１０によって生成されたスキンケア処方助言は、ユー
ザに対して表示することができ、例えば、スキンケア装置４７００に付随する表示面に表
示することができる。
【０１０７】
　いくつかの実施形態においては、スキンケア処方助言モジュール４７１０によって生成
されたスキンケア処方助言を印刷することが可能である。
【０１０８】
　いくつかの実施形態において、スキンケア処方助言モジュール４７１０によって生成さ
れるスキンケア処方助言は、ユーザの皮膚プロファイルまたは皮膚状態１５８の判断と、
同様のプロファイルを有する人のスキンケア処方助言の利用とに、少なくとも部分的に基
づいている。
【０１０９】
　いくつかの実施形態において、スキンケア処方助言モジュール４７１０は、スキンケア
製品データベース１９０に結合されている。スキンケア処方助言モジュール４７１０によ
って助言された製品が、製品データベース１９０内で利用可能である場合、直ぐに該製品
を購入するオプションをユーザに知らせて提供することができる。いくつかの実施形態に
おいて、ユーザは、店頭、例えば、小売店で、スキンケア装置４７００を操作することが
でき、また、スキンケア処方助言モジュール４７１０によって助言された製品の入手の可
能性を、オーディオビジュアル信号によって、例えば、製品が置かれている棚を照らし出
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すなどにより示すことができる。
【０１１０】
　特定のスキンケア処方、例えば、スキンケア製品の処方通りの使用を実行するユーザは
、ある期間にわたる該スキンケア処方の効果を追跡することに関心がある可能性がある。
スキンケア装置４７００は、スキンケア処方効果モジュール４７１２を有することができ
る。スキンケア処方効果モジュール４７１２は、皮膚状態分析モジュール４７０８と結合
することができる。ユーザの皮膚状態は、スキンケア装置４７００を用いて、異なる時点
で追跡することができ、および該ユーザに対して、表示面に表示することができる。装置
は、様々な活動、例えば、エクササイズ、食物、喫煙、労働などによる変化を追跡するの
を補助することもできる。
【０１１１】
　図４８は、スキンケア装置が、ペン型スキャナ形状をしているスキンケア装置４７００
の実施形態を示す。例えば、ユーザは、ペン型スキャナ形状装置４８００のスイッチをオ
ンにして、該装置を顔の上で動かすことができる。ペン型スキャナ形状装置は、グリップ
４８０２と、放射線検出器４８０８と、例えば、光、暖かさ、音などで指示を出すことの
できるインジケータ４８０４と、ＬＥＤ光４８１０と、電源４８１２とを有することがで
きる。
【０１１２】
　ペン型スキャナ形状装置４８００は、前述したスキンケア装置４７００と機能的に同じ
である。ペン型スキャナ形状装置４８００は、電磁放射線源と、放射線検出器と、皮膚状
態分析モジュールとを有することができる。ペン型スキャナ形状装置４８００は、小型、
手持ち式、および携帯可能にすることができる。
【０１１３】
　ペン型スキャナ形状装置のいくつかの実施形態において、電磁放射線源は、１若しくは
それ以上のＬＥＤとすることができる。該ＬＥＤの各々は、固有の所定の周波数を有する
ことができる。いくつかの実施形態において、１若しくはそれ以上のＬＥＤは、一列に配
列して、線型照明を形成することができる。
【０１１４】
　いくつかの実施形態において、ペン型スキャナ形状装置４８００は、外部電源に結合さ
れたＵＳＢを介して、または、内蔵バッテリーを介して、あるいは他の同様の電源を介し
て電力を供給することができる。
【０１１５】
　ペン型スキャナが顔の上を移動すると、放射線源４７０２から光が放射される。そして
、放射線検出器４７０４は、再放射された光を検出して、皮膚状態分析モジュール４７０
８へ情報を送る。モジュール４７０８は、皮膚状態分析用のアルゴリズムを採用する。
【０１１６】
　図４９は、垂直パネルを含むスキンケア装置４８００の別の実施形態を示し、この場合
、該スキンケア装置は、電磁放射線源４７０２と、放射線検出器４７０４と、皮膚状態分
析モジュール４７０８と、ユーザインターフェイス４７１４と、垂直表示パネル４９０２
とを有する。
【０１１７】
　垂直表示パネル４９０２は、垂直表示パネル４９０２の両面にユーザインターフェイス
４７１４を有することができる。いくつかの実施形態において、表示パネルは、タッチセ
ンサ式とすることができ、そのような場合、垂直パネル自体は、ユーザインターフェイス
の一部であってもよい。皮膚領域の画像は、表示パネルに表示することができる。ユーザ
は、画像のある箇所に触れることができ、このことが、表示パネルまたは別のスクリーン
上での拡大画像の表示を起動することができる。ユーザインターフェイス４７１４には、
メニューバーを出すことができ、ユーザは、様々なレポート、例えば、皮膚状態評価レポ
ート、皮膚処方助言レポート、皮膚処方効果追跡レポートなどを見ることができる。
【０１１８】
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　ユーザインターフェイス４７１４は、例えば、皮膚のある箇所またはより大きな皮膚領
域のリアルタイムの皮膚状態評価を生成するための利用可能な情報を分析するために、ユ
ーザが、装置に命令を与えることを可能にすることができる。他のいくつかの実施形態に
おいて、ユーザインターフェイスは、音声操作することができ、典型的な音声コマンドを
介してコマンドをスキンケア装置４９００に与える容易さを提供することができる。スキ
ンケア装置４９００で利用することのできるユーザインターフェイスの他の実施例は、グ
ラフィカル・ユーザ・インターフェイス（ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ：ＧＵＩ）、ウェブベースのユーザインターフェイス（ｗｅｂ－ｂａｓｅｄ　ｕｓ
ｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ：ＷＵＩ）、コマンドライン・インターフェイス、タッチイン
ターフェイス、および上記のいずれかの組み合わせである。
【０１１９】
　上記垂直パネルを含むスキンケア装置４９００の基本的な機能は、多くの点で、スキン
ケア装置４７００と似ている。電磁放射線源４７０２は、入射電磁放射線を、人の皮膚上
の１若しくはそれ以上の箇所に向けることが可能である。例えば、限定するものではない
が、放射線源４７０２は、発光ダイオード（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ
ｓ：ＬＥＤｓ）のセットとすることができる。特定の実施形態において、放射線源４７０
２によって放射される入射放射線は、可視、近赤外（ｎｅａｒ－ｉｎｆｒａｒｅｄ：ＮＩ
Ｒ）、および近紫外（ｎｅａｒ－ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ：ＮＵＶ）スペクトルでの放射
を含むことができる。他の特定の実施形態において、入射放射線は、白色光を含んでもよ
い。
【０１２０】
　図４９に示すように、電磁放射線源４７０２は、放射線検出器４７０４に結合すること
ができる。例えば、限定するものではないが、偏光度、異なる波長における放射線強度な
どを含む様々な放射パラメータを、放射線検出器４７０４によって検出することができる
。
【０１２１】
　垂直パネルを含むスキンケア装置の特定の実施形態においては、皮膚状態評価も、皮膚
の箇所の写真画像の分析に部分的に基づくことができる。
【０１２２】
　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態は、皮膚状態評価と、タイムス
タンプを伴うような他のデータとを格納するメモリモジュールを有することができる。
【０１２３】
　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態は、皮膚状態評価と、タイムス
タンプを伴う他のデータとを、遠隔のコンピュータに伝える通信モジュールを有すること
ができる。データの伝達は、限定するものではないが、例えば、有線、無線を通じて、イ
ンターネットなどを利用して行うことができる。また、皮膚状態評価および他のデータに
は、遠隔地において、モバイル機器および／またはコンピュータを介してアクセスするこ
ともできる。このようなリモートアクセスは、特に、例えば、皮膚科医などのサービスプ
ロバイダにとって都合が良い。
【０１２４】
　特定の実施形態において、ユーザインターフェイス４７１４は、異常な皮膚状態（例え
ば、汗腺詰まり）が検出された場合に、ユーザに対して警告を与えることもできる。該警
告は、光信号、ビープ音、電子メールによる警告、ＳＭＳによる警告などの形をとること
ができる。ユーザの注意を要する皮膚状態に関して該ユーザに警告を発するために、例え
ば、電子的な小さな鈴の音、マーク、音、および光、熱放射信号などの他の方法もある。
【０１２５】
　いくつかの実施形態において、複数個所の皮膚状態評価データは、垂直表示パネル４９
０２に表示されるより大きな皮膚領域の１つの画像に重ね合わせることができ、皮膚領域
全体の健康に関する有用な画像を単一のビューで提供することができる。
【０１２６】
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　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態は、個人的な情報へのアクセス
を、許可されたユーザのみに制限するアクセス制限モジュールを有することもできる。該
アクセス制限モジュールは、ユーザ名およびパスワード特性および／または生体認証アク
セス制御、例えば、指紋認識、顔認識、網膜認識などに基づくことができる。
【０１２７】
　いくつかの実施形態において、皮膚状態分析モジュール４７０８は、年齢、性別、民族
などのユーザ情報にアクセスすることができ、そのような情報は、ユーザプロファイルを
作成するのに、および皮膚状態の分析に利用することができる。
【０１２８】
　垂直パネルを含むスキンケア装置４９００は、消費者の自宅、消費者のバスルーム、化
粧品店、プロバイダのオフィス、および／または屋外などで使用することができる。垂直
パネルを含むスキンケア装置４９００は、１日のいつでも、例えば、就寝前、皮膚にクレ
ンザーを使用する前後などに使用することができる。
【０１２９】
　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態において、該装置は、表示可能
なスキンケア処方助言を生成することが可能なスキンケア処方助言モジュールを含むこと
ができ、または、該モジュールと結合することができる。
【０１３０】
　垂直パネルを含むスキンケア装置の他のいくつかの実施形態において、該装置は、表示
可能なスキンケア処方効果レポートを生成することが可能なスキンケア処方効果モジュー
ルを含むことができ、または、該モジュールと結合することができる。
【０１３１】
　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態において、垂直表示パネルは、
ミラーである。
【０１３２】
　垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態において、垂直表示パネルは、
ＬＣＤパネルまたはプラズマスクリーンである。
【０１３３】
　スキンケア装置のいくつかの実施形態において、該装置は、皮膚領域の写真画像を撮る
カメラも含み、または、該カメラと結合されている。
【０１３４】
　スキンケア装置のいくつかの実施形態において、カメラは、表示面または表示パネルに
一体的に取り付けられている。他のいくつかの実施形態において、カメラは、表示面また
は表示パネルにワイヤで結合されている。他の実施形態においては、カメラは、表示面ま
たは表示パネルに、ワイヤレスで結合されている。
【０１３５】
　該垂直パネルを含むスキンケア装置のいくつかの実施形態において、ユーザインターフ
ェイス４７１４は、皮膚のスキャンおよび／または分析を行う１若しくはそれ以上のボタ
ン（明確には図示せず）を有することができる。該ボタンは、異なるタイプ、例えば、プ
ッシュボタン、配線接続されたボタン、またはこれら両方の組み合わせとすることができ
る。ユーザは、皮膚のスキャンを行うために、表示パネル上のボタンに触れることができ
、一方、ユーザは、マシンに皮膚の分析を指示するために、別のボタンに触れることがで
きる。
【０１３６】
　図５０は、着用可能なスキンケア装置５０００の実施形態を示し、この場合、該装置は
、着用可能な装置の形をしている。該着用可能な装置は、ネックレス、イヤリング、ブレ
スレット、パッチの形でユーザが身に着けることができ、または、ストラップなどに取り
付けられたセンサとして身に着けることができる。このような着用可能な装置は、永続的
な個別化されたスキンケアモニタとすることができる。
【０１３７】
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　着用可能なスキンケア装置５０００は、前述したスキンケア装置４７００と機能的に似
ている。スキンケア装置４７００と同様に、着用可能なスキンケア装置５０００は、電磁
放射線源と、放射線検出器と、皮膚状態分析モジュールとを有する。好ましくは、着用可
能なスキンケア装置５０００は、小型で、手持ち式であり、かつ携帯可能であり、また、
装置の寸法は、６インチを超えない。
【０１３８】
　着用可能なスキンケア装置のいくつかの実施形態において、電磁放射線源は、１若しく
はそれ以上のＬＥＤとすることができる。該ＬＥＤの各々は、固有の所定の周波数を有す
ることができる。いくつかの実施形態において、１若しくはそれ以上のＬＥＤは、一列に
配列して、線型照明を形成することができる。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、着用可能なスキンケア装置５０００は、外部電源に結合
されたＵＳＢを介して、または、内蔵バッテリー、モーションパワー、太陽光発電を介し
て、あるいは他の同様の電源を介して電力を供給することができる。
【０１４０】
　着用可能なスキンケア装置の実施形態は、様々な体および環境パラメータを測定するセ
ンサを有することもできる。着用可能なスキンケア装置によって測定することのできる体
パラメータの実例は、体温、ヘモグロビン抗酸化レベルなどである。着用可能なスキンケ
ア装置によって測定することのできる環境パラメータの実例は、空気清浄度、湿度、温度
、紫外線指数、外気品質、喫煙指数などである。
【０１４１】
　実施形態では、装置１０８は、腹腔鏡検査、細胞検査、尿管鏡検査、関節鏡検査、内視
鏡検査、ダーモスコピー、婦人科、泌尿器科、歯科、耳、口、肛門、鼻などを経由する自
然開口部挿入検査、皮膚を経由する外見的な乳癌検査などと関連付けられた最小侵襲医療
装置のコンポーネントとして用いるため適合することがある。例えば、システムは、デー
タを処理し、外科手術室内または他の医療環境内のビデオモニタまたは他のディスプレイ
に現れることが可能であることがある。医療エキスパートは、静止画像捕捉または映像捕
捉のような観察モードを選択できることがあり、そして、装置１０８を用いる観察、特定
、および監視を支援するために光源、センサおよび表示のパラメータを手動調節できるこ
とがある。実施形態では、システムは、様々なタイプの医療処置および医療エキスパート
が遭遇することがある組織タイプのための様々なプロトコルを用いて、システムが処置の
タイプおよび検査されている組織のタイプについての医療エキスパートの指示に基づいて
装置１０８を自動的に操作するように、予めプログラムされていることがある。
【０１４２】
　例えば、装置１０８は、患者の健全な組織と疑わしい組織をリアルタイムまたはほぼリ
アルタイムで区別するシステムおよび方法の一部として用いることができる。画像化装置
１０８は、外科医または他の開業医が、原発性皮膚黒色腫、皮膚癌、および皮膚の切除を
要する他の皮膚病のための外科的介入の近くの境界領域を正確に判断することを可能にす
る。一般的に、皮膚黒色腫などの疑わしい組織の外科的切除は、外科医の経験により、ま
たは、黒色腫の厚さを測定して、境界領域を大まかに認識するＢｒｅｓｌｏｗスケールお
よびパンチ生検によって判断することができる。装置１０８は、周囲の皮膚の光特性に基
づく、原発性皮膚黒色腫に対する切除マージンの自動判定を可能にする。健全な組織があ
る箇所および疑わしい組織がある箇所を明確に定義することにより、外科医は、当該部位
に大量の健全な組織を残し、再発を減少させ、周囲の皮膚における微小転移を減らすこと
ができ、最小限の外科的罹患率および外観向上を可能にする。装置１０８、および関連す
るアルゴリズム１５０、およびソフトウェアに具体化された、本明細書で後述する畳み込
み法およびＲＧＢ色解析などの分析法は、手術前または手術中に、特定の部位を画像化し
、境界領域、疑わしい組織を判断するのに用いることができる。ソフトウェアは、罹患し
た皮膚組織の術後分析を示すこともできる。装置１０８を用いると、主観的体験、または
、医学雑誌や他の出版物に載っている表を頼りにする代わりに、境界領域のより正確な判
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断が可能になる。この方法の利点は、良好に分離された疑わしい組織と、多くの健全な組
織の保持である。ここで、図５６を参照すると、色素細胞の病変が示されている。視認で
きる黒色腫５６０２または疑わしい組織は、正常に見える皮膚によって囲まれているが、
該正常に見える部位は、切除しなければならない不健全／罹患組織５６０４（擬似的に正
常な皮膚５６０４）を含んでいる可能性がある。装置１０８は、健全な組織と不健全な組
織の境界５６０８を視覚化することができ、それにより、外科医が、元のままにしておく
べき健全な組織５６１０を残しておくことを可能にする。装置１０８は、判断を行って、
外科医が組織を切断すべき箇所を指し示す輪郭領域５６１２を生成することができる。図
５７においては、病変の画像を分析し（５７０２）、境界線を手動で選択し（５７０４）
、境界線を自動的に選択し（５７０８）、境界領域を描く（５７１０）などのツールへの
アクセスと共に、色素細胞の病変を視覚化するユーザインターフェイスの実施形態が示さ
れている。
【０１４３】
　実施形態では、装置１０８は皮膚健康状態テスト１６０を可能にすることがある。画像
化装置１０８は、皮膚の特徴を学習し所見を取得するために皮膚健康状態テスト１６０を
実行するため使用されることがある。ハードウェア装置は、画像を捕捉し、画像の解析を
可能にすることがある。装置１０８内部の画像化コンポーネントは、色、年齢、損傷、コ
ラーゲン、エラスチン、毛穴およびタイプ、ケラチンなどの種々の皮膚健康状態特徴の測
定を可能にすることがある。皮膚健康状態テスト１６０は、家庭内で、スパ内で、クリニ
ックで、病院で、あらゆる場所で携帯電話機からなどのように実行されることがある。皮
膚健康状態テスト１６０は、皮膚状態１５８を判定するために、質問票、画像アップロー
ド、遺伝子検査、ＤＮＡサンプル、および生活習慣を介して特定の背景情報と併せて使用
されることがある。テスト１６０は、皮膚の生物物理学的な健康状態に関連した特定の情
報を用いて応答することになり、その情報のうちの一部は、ある一定の医療的または非医
療的または化粧的な問題またはコンディションに関する身体的かつ遺伝的気質であろう。
【０１４４】
　実施形態では、装置１０８は事前診断１６２を可能にすることがある。これは、実行者
（例えば、ユーザ、皮膚科医、医者、エステティシャンなど）が、皮膚関連の画像および
質問票などを受信するか、ユーザに皮膚関連の画像および質問票などを撮影するように要
求し、そして、既存のコンディションのアルゴリズム的解析に基づいて事前診断を入手す
る事前診断のシステムである。ユーザは、実行者に面会し、追跡調査を可能にする前に、
コンディションの事前診断と共に質問票および画像を提出することがある。装置によって
捕捉された画像は、その事例を最良の実行者に効率的に照会することを可能にするために
予備的な診断を取得するため提出されることがある。事前診断１６２は、画像に関するソ
フトウェアアルゴリズム、手動解析、それらの組み合わせなどによって実行されることが
ある。事前診断１６２は、予備的な評価を含み、そして、最終的な診断または評価のため
必要とされる時間および段階を示すことがある。この事前診断１６２の機能は、実行者の
効率的なスケジューリングを可能にすることがある。事前診断１６２は、特有の皮膚問題
を選別し、さらに、ある一定の問題をもつユーザを特定するためにも役立つ。
【０１４５】
　実施形態では、装置１０８は遠隔監視１６４を可能にすることがある。ユーザは、自分
の皮膚健康状態または医療コンディションの経過を追跡するために、遠隔監視１６４を実
行し、そして、画像を提出するため、自宅で、職場で、または他の場所で人目を避けて装
置を使用することがある。実行者は、処置の変更または予防要因に関する指針を遠隔的に
指導できることがある。遠隔診断は、ユーザがプロバイダの元への物理的な移動を行う必
要がなく、プロバイダが患者の変化を観察するための時間を一日のうちで都合良く選択で
きるので、経過監視の効率を著しく高めることがある。監視データは、記録物として、ま
たはリアルタイムで閲覧されることがある。
【０１４６】
　本発明の観点では、画像化装置１０８は、非偏光光を用いて既知の入射角で関心領域を
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照明することがある。領域の磁気特性だけに基づいてスペクトル図を取得するため、関心
領域の電気的特性をもつ反射偏光光は、関心領域の電磁気的特性をもつ反射散乱光から差
し引かれることがある。散乱光および反射偏光光に対応する画像の中の画素の分布は、従
来の手段によって判定され示されることがある。既知の画像センサの場合、電磁気信号に
対応する散乱光画像と、電気信号画像に対応する反射偏光光との間の画素画像分布の１対
１の写像は、同じ領域に関する分光学的データの強度の分布を用いて行われることがある
。領域の磁気勾配画像は、磁気モード方式における原子間力顕微鏡（Ａｔｏｍｉｃ　Ｆｏ
ｒｃｅ　Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ　ｉｎ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｍｏｄｅ　Ｒｅｇｉｍｅ：Ａ
ＦＭ－ＭＭＲ）のような設備によって、１対１の対応関係から作られることがあり、皮膚
状態１５８は、勾配画像、散乱光画像、および反射偏光光画像に基づくことがある。
【０１４７】
　実施形態では、装置１０８は、皮膚のデジタル分光学的画像化を実行する画像化装置１
０８でもよい。白色光、散乱光、単色光、複数の単一波長の光などのような入射非偏光光
は、装置１０８と関連付けられた非偏光光源から、垂直または垂直から角度アルファのい
ずれかでターゲット皮膚構造へ送り出されることがある。電気的特性および磁気的特性の
両方をもつ白色光は、特有の角度で皮膚構造に入射するとき、構造の成分と相互作用し、
偏光光成分を有する反射または再放射光をもたらす。実施形態では、入射光は偏光されて
いることがある。皮膚構造によって反射された非偏光光は、少なくとも部分的に偏光され
ることがある。反射または再放射光は、偏光光または散乱光のいずれでも、装置１０８に
よって捕捉されることがある。このようなマルチスペクトル皮膚画像化は、電磁気的皮膚
トポグラフィを作成するため使用されることがある。回転、振幅、位相、角度、形状、程
度、および量のような反射または再放射光の偏光の様子と、反射または再放射光の波長と
を測定することにより、皮膚構造の生物物理学的特性が取得されることがある。皮膚状態
１５８は、１若しくはそれ以上の皮膚構造から取得された総生物物理学的データと、捕捉
された画像の視覚的解析と、ユーザから事例的に取得されたあらゆる付加データとから判
定されることがある。例えば、皮膚状態１５８は、本明細書に記載のように、水分、皺、
毛穴、弾性明度、および多数の測定におけるデータを含むことがある。入射白色光の角度
であるアルファを変えることにより、光の皮膚構造への侵入深さは変えられることがある
。皮膚の中の各深さは異なる皮膚構造に対応する。皮膚構造または深さ毎に、全偏光反射
を生じる特定の角度が存在することがある。例えば、ある一定の入射角は、表皮内部の皮
膚構造のデータを取得するため使用されることがあるが、入射角は、皮膚内部で異なる深
さにある皮下組織内部の皮膚構造に関するデータを取得するため変更されなければならな
い。入射角は、数ミクロンから数センチメートルまでのどこかで皮膚に侵入するため修正
されることがあり、この結果、他の皮膚以外の構造からの反射光の捕捉を可能にする。例
えば、装置１０８は、例えば、腫瘍、乳癌、黒色腫などを画像化するために、非侵襲性画
像化ツールとして使用されることがある。実施形態では、画像化されるべき領域は、組織
の複屈折特性のような正常または病的な変形を構造に有する生物学的組織でもよい。例え
ば、瘢痕、ケロイド、肥厚性瘢痕、および筋はすべてが正常な皮膚とは異なるコラーゲン
線維の組織化を有することがある。コラーゲンは、皮膚創傷修復の主要な決定因子である
ので、コラーゲン構造および濃度の変化を監視することは興味深いことがある。例えば、
治癒の段階は、治癒の進行と共に増大するコラーゲン線維束のサイズ、治癒が進行すると
共に増加することがある分子または小さい線維レベルでのコラーゲン構造の組織化、屈折
率の回復または増加などによって判定されることがある。コラーゲン構造は偏光感度があ
るので、構造に起こる変化は、本明細書中で個々までに記載され、さらに後述されるよう
に、瘢痕形成、治癒進行、および瘢痕の処置中に、偏光ベースの技術を使用して監視され
ることがある。
【０１４８】
　様々な皮膚構造の電気的特性および磁気的特性を測定できることは、健康な皮膚構造と
不健康な皮膚構造との間の区別を可能にすることがある。正常または健康な皮膚構造は、
不健康または異常時に等価的な構造によって示される様子とは異なる固有の様子を示す。
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これらの形態変化は、反射または再放射光の偏光の様子のような皮膚から反射された光、
再放射光、または皮膚における吸収量の様子の差によって検出可能である。偏光の様子は
、光の波長、光の偏光の方向、振幅、位相、角度、形状、程度および量などでもよい。マ
クスウェルの方程式によれば、光は、波として挙動する２個のベクトルＥおよびＢとして
記述可能である電場と磁場とから構成されるとして記述可能である。ベクトルは光の伝搬
方向に直角であり、互いに直交する。さらに、電場Ｅが与えられると、Ｂはマクスウェル
の方程式によって判定可能であり、逆もまた同様である。したがって、皮膚構造によって
反射、再放射、または吸収された光の電気的成分を測定することにより、磁気的成分、ま
たは偏光の程度／偏光状態が判定されることがある。代替的に、光は、測定可能である他
の波長に拡散されることがある。反射または再反射光の偏光成分および非偏光白色光から
のこれらの電気的読みおよび磁気的読みを、同じまたは類似した角度の光が入射する正常
または健康な皮膚構造の読みと比較することにより、変化が皮膚構造および皮膚構造の分
子または構造形態において検出されることがある。指標の各範囲は特有の欠陥形態に対応
することがあるので、電気および磁気の両方の量または他の様子の判定に基づいて、癌、
皮膚疾患、化粧的兆候などのような特定の欠陥が検出されることがある。何らかの他の分
子、細胞、または構造に同じタイプの光が同じ角度で入射する場合、反射成分のある一定
の波長の強度は、測定成分の形態状態の差の強度の測定を可能にする。反射または再放射
光の偏光状態はある程度の個数のパラメータによって記述されることがある。偏光状態は
、偏光楕円、特に、楕円の方向および伸長の観点から記述されることがある。偏光状態を
記述するため使用されることがあるパラメータは、楕円の長半軸とｘ軸との間の角度であ
るアジマス角（Ψ）と、２本の半軸の比率である楕円率（ε）と、楕円率の逆正接である
楕円率角と、離心率と、偏光の平面内での電場ベクトルの２成分の発振の振幅および位相
などを含むことがある。例えば、楕円率０は直線偏光に対応し、楕円率１は円偏光に対応
する。反射または再放射光の偏光は、楕円、直線、円、左円、右円、およびこれらの可能
性のある組み合わせのうちの少なくとも１つでもよい。
【０１４９】
　実施形態では、皮膚状態１５８の判定は、視覚的および分光光学的分析のため画像を取
得するために反射または再放射光の処理および解析１５４を含むことがある。解析１５４
は、反射または再放射光の波長および他の特徴を検査することにより実現し易くされるこ
とがある。例えば、入射光が白色光である場合、反射または再放射光は、波長の集合また
は単一波長、最終的に、特定の皮膚構造蛍光を検査するためフィルタ処理されることがあ
る。別の実施例では、ＬＥＤによって供給されるような単色または準単色光が目標とされ
る発蛍光団を励起するため使用されることがある。本実施例では、より深い層の蛍光が励
起されることがある。本実施例における反射または再放射光は、特定の蛍光を分離するた
めさらにフィルタ処理されることがある。別の実施例では、照明光の変化する波長は、皮
膚の内部の様々な深さから生物物理学的特性の検出を可能にすることがある。その上、血
液中に見られる様々な形のヘモグロビンのようなある一定の発色団は特定の吸収域を有す
るので、異なる色の光を用いて作成されたデータの処理は、偏光感度がある発色団分布に
関する情報を与えることになる。波長依存性は、いくつかの方式、すなわち、１）単一波
長または複数の単一波長の光で順次に照明し、結果として得られる各画像を別々に収集す
る方式、または２）白色光で照明し、検出中または処理中のいずれかにおいて個別の波長
または個別の波長の集まりに関して反射または再放射光を検査する方式で取得されること
がある。アルゴリズム１５０は、分光学的な偏光に基づく画像を形成するために、光の１
若しくはそれ以上の波長を処理し解析するいずれかの方法によって取得されたデータから
情報を取得するため使用されることがある。実施形態では、両方の技術の組み合わせは、
皮膚の表面からの反射の除去を可能にする。
【０１５０】
　実施形態では、フィルタ処理は、紫外、赤外、近赤外、可視などに属する波長のような
波長の範囲をフィルタで除去するために利用されることがある。フィルタは、デジタルフ
ィルタでもアナログフィルタでもよい。例えば、捕捉された画像は、解析のための画像を
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処理するためにデジタルフィルタ技術を利用できるソフトウェアによって処理されること
がある。例えば、ソフトウェアを使用すると、特有のカットオフ周波数、単一波長の集合
、サンプリング間隔などのあらゆるデジタフィルタ・パラメータが選択されることがある
。例えば、限定されることなく、デジタルフィルタは、波長４０５、４５８、４８８、５
３２、５８０、および６３３ｎｍの反射光を分離するため使用されることがある。別の実
施例では、装置１０８の光学系に一体化されているフィルタのようなアナログフィルタが
捕捉されたままの画像をフィルタ処理するため使用され、または外部アナログフィルタの
ようなアナログフィルタが記憶、送信、操作、処理などがなされた画像をフィルタ処理す
るため使用されることがある。画像のフィルタ処理は、基礎となる構造および／または特
定の偏光のパターンの画像の取得につながることがある。画像のフィルタ処理は、反射ま
たは再放射光の電気成分と磁気成分の分離をもたらすことがある。フィルタ処理された画
像はアルゴリズム的解析の対象とされることがある。フィルタ処理は、特定の光の波長を
分離することにより、皮膚表面反射に起因する反射を除去する。例えば、脂腺は、ある一
定の光の波長だけが解析のため分離されるとき、画像の中に明るいスポットとして現れる
ことがあり、異なる光の波長の分離は画像化された領域内のすべての毛穴の可視化を可能
にする。よって、より深い層からの蛍光は分離されることがある。画像処理は、腺の計数
、サイズ、活動、脂腺の内側の皮脂／他の物質の量、毛穴の内側の皮脂／他の物質の量、
腺の内部の内容物の年齢、毛穴の内部の内容物の年齢、腺を取り囲む炎症過程の量などを
含む脂腺および毛穴の変化を計数し測定するため使用されることがある。異なる画像源か
らの複数の画像が解析のため結合されることがある。解析の結果、座瘡の傾向、脂性、黒
光り、粘性などのような皮膚健康状態の関数、診断、予後診断が得られる。解析は、他の
皮膚特徴を判定するためにカラー画像処理（例えば、ＲＧＢ解析）と組み合わされること
がある。
【０１５１】
　本発明の観点では、ホストシステム１０４は、アルゴリズム１５０、データ統合１５２
、解析ツール／ＡＰＩ１５４、皮膚状態１５８、エキスパート相談１２８などを有するこ
とがある。皮膚状態１５８は、装置１０８によって行われるテスト１６０、事前診断１６
２、および監視１６４と、ユーザ入力と、エキスパート相談１２８と、他の入力１１２と
、解析１５４と、アルゴリズム１５０などに基づく皮膚のデータオブジェクトまたは特徴
付けでもよい。皮膚状態１５８は、すべての基礎となるデータおよびユーザ情報と共に、
皮膚健康状態レコード１２１に記憶されることがある。実施形態では、ホストコンピュー
タ１０４はサーバ・アーキテクチャを有することがある。ホストシステムは技術にとらわ
れなくてもよい。ホストシステム１０４は、１若しくはそれ以上のクラウドコンピューテ
ィング、サービス指向アーキテクチャ、分散オブジェクトなどを有することがある。
【０１５２】
　実施形態では、エキスパート相談１２８は、解析、助言、評価アドバイスなどを提供す
ることがある。収集された皮膚画像データおよび事前診断は、医者の診断、保険、血液分
析などのような他の関連したデータに加えて、解析、助言、または評価アドバイスを取得
するために、ユーザまたは実行者によって、または他のユーザによって、エキスパートに
照会されることがある。エキスパートは、地理的に離れた場所に位置している場合があり
、非常に様々なスキルを有することがある。例えば、皮膚画像データおよび解析は、別の
ユーザの要求時に、インドにいるハーブ専門家と共有されることがあり、ユーザは、エイ
ジング専門家の経験から最も適したスキンケア処置を学習するため、フランスにいるエイ
ジング専門家と画像データが共有されることを要求することがある。エキスパートの相談
解析は、皮膚履歴レコード１２１の一部としてホストシステム１０４上に保持されること
があり、ユーザによって都合のよい時にアクセスされることがあり、または他のユーザと
共有されることがある。
【０１５３】
　実施形態では、システム１０４は、低コスト、迅速、かつ、安全な形式で離散的かつ正
確に皮膚解析を実行するため、家庭、臨床または医療環境、スパおよびサロン、化粧品カ
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ウンタおよび化粧品販売などに置かれることがある。実施形態では、装置１０８は、解析
１５４、皮膚状態１５８のレコード維持を実行し、遠隔の実行者またはアルゴリズム１５
０からの照会／解析を取得するなどのために、ユーザインターフェイス１０２、オンライ
ンプラットフォーム１２９、モバイルプラットフォーム１２４などと統合することがある
。家庭設置型システム１０４は、アドバイスを与える有資格者または無資格者である実行
者が、画像化装置１０８または第三者装置１０９によって取得されることがある化粧また
は化粧以外のコンディションを解析し、質問票、アップロードされた画像などに基づいて
製品、処方、ダイエット、ライフスタイルなどに関するアドバイスおよび助言を与えるこ
とを可能にする。システムは、実行者がクライアントの化粧的な皮膚健康状態を体系化し
、クライアントの処方を追跡し、製品を助言し、クライアントのオンラインアドバイザに
なることなどを可能にする個人事業のためカスタム化が可能であるスタータ・ウェブサイ
トから成ることがある。これは、実行者がコメント、画像、質問、および／または、関心
事などを解析し、ライフスタイル改善のためのアドバイス、相談を与え、追跡することを
可能にするため、解析および装置プラットフォームを利用することになる。スパ／サロン
設置型システムにより個人用の皮膚資産が可能になる。例えば、スパはこの装置を所有し
、装置は、皮膚コンディションを表示するため適した大型ディスプレイに供給するために
画像を捕捉することがあり、その後、実行者は処置の効果をシミュレーションできること
がある。ユーザは、皮膚状態１５８を仲間または他のスパ常連客と比較し、それらの人の
ため効果があったこと、またはそれらの人が購入した物に基づいて助言を作成することが
ある。望ましい改善は、含有物と、ユーザの皮膚のため最も効果的な製品／処方１１８と
に相関させられることがある。処方１１８は、ハードウェア主導型の個人用のスキンケア
評価１２２、および／または、順位付けおよび格付け１３８を介して共有する皮膚および
製品経験タイプ判定１３０、および／または、製品効果および経験に関するコメント（例
えば、匂い、味、感触、風合い、色など）の集まりに基づいて、ユーザが自分の皮膚のた
め最も良く作用する製品系列を学ぶことを可能にさせる機能でもよい。処方１１８は、ユ
ーザの個々のニーズに最も良く適するであろう製品に関するユーザの集団的な入力、およ
びエキスパートの入力に基づく動的な助言でもよい。
【０１５４】
　スパ／サロン設置型システム１０４は、皮膚状態１５８に基づいて製品／サービス助言
を作成し、助言に基づいてワンクリック・ショッピングを提案してＳＫＵ追跡を可能にさ
せ、例えば、契約関係を介してウェルネスパッケージを提案し、スパからスパへ、家庭か
らスパなどへ処方をポートする機能を提供し、実行者が処置の長さを合わせるのに役立つ
ような処方／アドバイスの体系化を可能にさせ、目標とされる治療の進展を可能にさせ、
クライアントへの明瞭、視覚的な通信を可能にさせ、製品／サービスの効果レポートを作
成することなどがある。レポートは、他のユーザとの相関、処方１１８に関するフィード
バック、処方１１８の修正、皮膚サイクル監視などに基づくか、またはこれらを含むこと
がある。皮膚科医、一般医、メタボリストなどのような医療実行者設置型システムは、事
前診断を可能にすること、実行者のスケジューリングシステムと連結すること、サービス
の見積を可能にすること、フォローアップ追跡を可能にすることがある。化粧品販売また
は小売店設置型システム１０４は、在庫の片づけを可能にする製品在庫との統合を可能に
することがある。ハンドヘルド／携帯装置１０８は、化粧カウンタで、ドラッグストアの
中で、家庭または商業メークアップショー／パーティなどで使用されることがある。ユー
ザは、ホルスタ、充電器などのような装置のための周辺機器／付属品を購入することがあ
る。ユーザは走査使用毎に料金を支払うことがあり、または登録制の走査サービスを受け
ることなどがある。システム１０４は、ヘルスクラブ、ジム、リゾートなどに設置される
ことがある。化粧品製造／テスト用に設置されたシステムは、皮膚状態に基づく製品設計
、特有の消費者をターゲットとするスキンケア見本などを可能にする。システム１０４は
、家畜の皮膚、および皮膚以外の関心事を監視するために獣医に設置されることがある。
システム１０４は、医療コンディションの迅速な評価、緊急スキンケアのトライアージな
どを可能にするため、病院、ＥＲ、軍環境などに設置されることがある。システム１０４
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は、果実、野菜、および他の類似した農産物への適用を可能にするため農業用に設置され
ることがある。システム１０４は、創傷管理、戦場診断、およびトライアージなどを可能
にするため、戦場シナリオ、または宇宙飛行、飛行、水中、海中などのような質素な環境
に設置されることがある。システム１０４は、あらゆる物質および物質の特定の組成を比
較することを可能にするため研究所に設置されることがある。光の電気特性の読みの使用
に基づいて、ユーザは、画像化された物質間の類似点または相違点を判定できることがあ
る。
【０１５５】
　実施形態では、皮膚状態１５８の判定は、解析１５４の利用を含むことがある。実施形
態では、捕捉されたデータは、医者、皮膚科医、スパ従業員、臨床試験実行者、エステテ
ィシャン、美容師、栄養士、化粧品販売員などのような実行者によって解析されることが
ある。実行者は、アルゴリズム１５０、エキスパート相談１２８、データベース１１５な
どを用いて、捕捉時に視覚的にデータ解析することがある。実施形態では、実行者は、デ
ータ捕捉の場所から離れていることがある。実施形態では、アルゴリズム１５０は、自動
的またはユーザ、実行者などの制御の下のいずれかで、分光光学的に分解された画像を取
得するために、反射または再放射光を処理および解析１５４するため使用されることがあ
る。例えば、領域の磁気的特性の分光光学的画像だけを取得するため、アルゴリズム１５
０は、流域の電気的特性をもつ反射偏光光と、関心領域の電磁気的特性をもつ反射散乱光
との間の差を使用して、関心領域の画像を作成するため使用されることがある。アルゴリ
ズム１５０は、１）皮膚健康状態を獲得するために画像化証拠を解析すること、２）皮膚
健康状態を判定された健康状態のため最も適することがある含有物、薬剤、および／また
は、製品と相関させること、３）皮膚健康状態を皮膚健康状態コミュニティの中の仲間と
相関させること、４）皮膚健康状態および／または他の同様のユーザ使用経験に基づいて
個人用の製品を助言および設計すること、５）皮膚健康状態の測定可能な変化を観察する
ことなどのため、ルールベースのソフトウェアおよびプロセスでもよい。アルゴリズム１
５０は自動化されることがある。アルゴリズム１５０は、癌の疑いの程度、発疹解析など
のような医療的な関心事を解析１５４するため使用されることがある。アルゴリズム１５
０は、医療的、非医療的、または化粧的な処方１１８の効果、吹き出物回避処方１１８、
日焼け防止効果、疥癬防止クリームなどのような非医療的な関心事を解析１５４するため
使用されることがある。アルゴリズム１５０は、望ましい改善をユーザの皮膚健康状態を
改善または維持する含有物および最も有効な脂得品と相関させるため役立つことがある。
アルゴリズム１５０は、入射角、光源の波長および強度、反射または再放射光の様子、フ
ィルタパラメータなどに基づいて画像化された皮膚構造を判定するためキャリブレーショ
ンスケールを利用することがある。アルゴリズム１５０は、皮膚顕微鏡効果、ルミネセン
ス効果、分光学的効果などを判定するため役立つことがある。すべてのアルゴリズム１５
０に対して、入力、出力、およびアルゴリズム１５０を変調する関数的パラメータが存在
することがある。実施形態では、解析１５４は、散乱白色光を使用した物質の物理的デー
タおよび／または画像、単一波長または複数の単一波長を使用した物質の物理的データお
よび／または画像、ある一定の角度の偏光された反射または再放射光を使用した物質の物
理的データおよび／または画像、散乱白色光とある一定の角度の偏光された反射または再
放射光との間の差を使用して生成された物質の物理的データおよび／または画像、単一波
長または複数の単一波長とある一定角度の偏光された反射または再放射光との間の差を使
用して生成された物質の物理的データおよび／または画像などのうちの少なくとも１つの
検査を含むことがある。アルゴリズム１５０は、装置１０８または第三者ハードウェア１
０９によって作成されたデータおよび画像と共に使用されることがある。アルゴリズム１
５０は、画像捕捉装置または技術を使用し、非偏光光、偏光光、単色光、散乱光、白色光
、複数の単一波長光などのようなあらゆる種類の入射角を利用して捕捉されたデータおよ
び画像と共に使用されることがある。実施形態では、捕捉されたデータまたは画像は、本
明細書中に記載されているように、アルゴリズム的な解析の対象とされることがある。
【０１５６】
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　実施形態では、アルゴリズム１５０は、人工神経回路網、非線形回帰、またはファジィ
論理に基づくことがある。例えば、アルゴリズム１５０は、分類のための確立論的な枠組
みに基づいて皮膚病変診断において使用されることがある。強度、サイズ、個数などのよ
うな数値データと、白色、灰色、暗色などのような記述的なデータとの２種類のデータが
神経回路網または非線形回帰に入力されることがある。ファジィ論理は、構造化された記
述的データを数値フレームワークにおいて直接的に符号化する。連想メモリに基づいて、
学習アルゴリズム１５０、適応制御系挙動、ニューラルおよびファジィ機械インテリジェ
ンスが、収集された画像から得られる入力データと、生物物理学的な皮膚状態１５８との
間の対応付けを可能にすることがある。
【０１５７】
　実施形態では、アルゴリズム１５０は、生物物理学的かつ時空間的なデータに基づく画
像のフラクタル解析またはマルチフラクタル解析に基づくことがある。皮膚のデジタル画
像データおよび分光学的データの両方が、ハウスドルフ次元（フラクタル特性）およびコ
ロモゴロフ・エントロピー（Ｋエントロピー）を使用して解析されることがある。その後
、分光学的データは、時空間的セルに分割され、マルチフラクタル・オブジェクトとして
解析され、皮膚構造（表皮および真皮）の関数的不調和のレベルに関する情報を生じる。
これらの２つの解析の構造的データは、両者間に１対１の対応関係を決定するために相関
させられることがある。皮膚のデジタル画像データと分光学的データとの間にフラクタル
相関が確立されると、デジタル画像データのマルチフラクタル解析によって皮膚構造の関
数的状態に関する情報を取得することが可能になる。
【０１５８】
　実施形態では、アルゴリズム１５０はデータ統合の解析１５４を目的とすることがある
。例えば、アルゴリズム１５０は、画像が引き続く解析を信頼できるようにするため十分
に高い詳細度で捕捉されたかどうかを判定できることがある。
【０１５９】
　実施形態では、アルゴリズム１５０は、皮膚特徴を解析し、皮膚の生物物理学的特性を
取得し、皮膚状態１５８を判定するため役立つことがある。皮膚状態１５８は、基本とな
る皮膚構造と時間に基づく変動との結合を捕捉することがある。いくつかの変形が予測で
きるが、いくつかは、感染、熱傷、ホルモン失調などの一過性のコンディションに基づく
ことがある。アルゴリズム１５０は、メラニン細胞／メラニンと、ヘモグロビンと、ポル
フィリンと、ケラチンと、カロチンと、コラーゲンと、エラスチンと、皮脂と、皮脂腺活
動と、毛穴（汗および皮脂）と、皺と、水分と、弾性と、明度と、派生物、塩、合成物の
ような上記のすべての形態などの構造、形態、濃度、個数、サイズ、状態、段階などのよ
うな様子を測定できることがある。アルゴリズム１５０は、水分レベルと、堅さと、小皺
と、皺の数および段と、毛穴サイズと、開いている毛穴の割合と、皮膚弾性と、皮膚割線
と、染みと、皮膚色と、乾癬と、アレルギー反応と、赤領域と、一般的皮膚疾患および感
染と、腫瘍、日光皮膚炎、発疹、擦過傷、にきび、座瘡、虫刺され、疥癬、出血、怪我、
炎症、光損傷、色素沈着、トーン、刺青、火傷率／火傷分類、ほくろ（母斑群、母斑）、
皮膚病変の様子（構造、色、寸法／非対称性）、黒色腫、皮膚外観疾患および皮膚病変、
セルライト、おでき、水疱疾患、先天性皮膚症候群の管理、（亜）皮膚真菌症、肝斑、血
管コンディション、酒さ、くも状静脈、肌理、皮膚潰瘍、創傷治癒、術後追跡、メラニン
細胞性病変、非メラニン細胞性病変、基底細胞癌、脂漏性角下症、皮脂（脂性）、爪およ
び／または髪関連の関心事などのようなユーザの他の皮膚関連の関心事とのような臨床的
、医療的、非医療的、および化粧的な兆候の定量評価を行うため使用されることがある。
アルゴリズム１５０は、髪、爪、生物学的物質、ガス状物質、食物、ワイン、水、液体、
金属、非金属、プラスチック、ポリマーなどの物理的特性および組成を解析し、取得する
ためにも役立つことがある。手動によって、またはアルゴリズム１５０によって判定され
るかのいずれかによって、目標とされる波長または複数の波長が特定のエンドポイント測
定のため利用されることがある。
【０１６０】
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　特定の波長または複数の波長のいずれかが入射光のため選択されることがあり、特定の
波長または複数の波長が、本明細書中に記載されているように、フィルタ処理によって分
離されることがある。アルゴリズム１５０は、反射または再放射光の特性に基づいて特有
の皮膚構造の存在、欠如、構造、形態などを判定することがある。例えば、アルゴリズム
１５０は、光が偏光された軸／角度を検出し、これを皮膚構造の下にある個々の蛋白質の
標識放射スペクトルと比較する。各皮膚構造は、皮膚構造の中に存在する（複数の）分子
の電気的寄与および磁気的寄与に基づく固有の標識パターンを有する。アルゴリズム１５
０は、本明細書中に記載されているように、固有の偏光信号の電気成分および磁気成分を
特定し、解析し、分離することがある。信号は、皮膚構造の中の集合的な配置状態と相関
することがある。この信号を標準的なキャリブレーション信号と比較することにより、下
にある皮膚構造の様子が判定されることがある。標準的なキャリブレーション信号は、皮
膚構造／分子とそれらの特定の観察の波長とのカタログによって供給されることがある。
カタログは、本明細書中に記載されている技術、または何らかの他の分光学的技術によっ
て作成されることがある。例えば、皮膚の中の水分レベルを判定するため、アルゴリズム
１５０は、反射偏光光と反射散乱光との間の比率を判定し、比率を水分レベルと相関させ
ることがある。理想的には、１００％近くの偏光光は反射光から生成されることがあるが
、９５％の偏光と５％の散乱のように反射または再放射光の一部が散乱光である場合、散
乱光の量は水分のレベルと相関させられることがある。入射非偏光光は、皮膚構造と相互
作用し、反射または再放射光の偏光の量の変化をもたらすことがある。この偏光された反
射または再放射光の強度は測定されることがある。この偏光は１００％と同程度であるこ
とがあるが、反射偏光強度はいくつかの場合に１００％未満であることもある。入射角お
よび画像化される物質は、反射または再放射光の偏光のため可能な最大強度を判定するの
に役立つことになる。特有の入射角に対し最大値１００％の最大偏光量が存在することが
あるが、０～１００％の偏光された偏光範囲の量が皮膚構造によって反射された光から予
想されることがあることが理解されるべきである。反射の差の根本的な原因は、皮膚の中
の捕捉された水と自由な水との比率に起因することがある。弾性を判定するため、アルゴ
リズム１５０は関心領域当たりのエラスチンの濃度を判定することがある。明度を判定す
るため、アルゴリズム１５０は水分レベルと皮膚色とを単一の客観的な評価に結合するこ
とがある。客観的な指標は、エキスパート格付けスケールまたは他の外部指標と相関させ
られることがある。堅さ／締まりを判定するため、アルゴリズム１５０は、関心領域の中
のコラーゲンおよびエラスチンの濃度の評価を（腺の数、開／閉の割合、詰まり／充填の
レベルによって測定されるような）皮脂腺の活動と結合することがある。アルゴリズム１
５０は、変化する波長と、強度と、反射率、励起／放射などのような分光学的技術とをオ
ーバーレイできることがある。アルゴリズム１５０は、非偏光光、偏光光、またはこれら
の組み合わせを使用して装置１０８または他の画像化装置によって収集された画像を処理
および解析１５４できることがある。アルゴリズム１５０は、熱電磁（ＴＥＭ）画像また
は電磁（ＥＭ）画像、入射偏光光を用いて収集された画像、従来的な皮膚顕微鏡画像、分
光学的に分解された画像、従来型の画像、ハーモナイズされた光画像などのような多数の
異なるタイプの画像を処理および解析１５４できることがある。アルゴリズム１５０は、
長時間に亘る皮膚状態１５８の変動指標を計算できることがある。皮膚状態１５８の判定
は、本明細書中に記載されているように様々の指標およびエンドポイントのための皮膚の
画像の処理および解析に加えて、ライフスタイル、喫煙経歴、運動習慣、ダイエット、ア
レルギー反応などのようなユーザ入力情報および第三者情報をさらに含むことがある。例
えば、ユーザは、服用していることがある投薬、最近の太陽光への過度の露出、月経サイ
クルの中の段階などのような事例情報を入力することがある。
【０１６１】
　図３５を参照すると、一実施形態において、アルゴリズム１５０は、１）「角度付き白
色光」または偏光反射を引き起こすのに十分な角度で入射する白色光、および２）「角度
なし白色光」または偏光反射を実質的に引き起こさない角度で入射する白色光で撮られた
デジタル画像のスペクトル畳み込みを有する。上記の論考は、一次サンプルとしての皮膚
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に焦点を当てているが、皮膚、髪の毛、生体物質、食品、液体、ワイン、金属材料、非金
属材料などを含む、共有原子価効果、イオン効果、および水素結合効果によって特徴付け
られる物質などのどのようなサンプルも、アルゴリズム１５０に対するサンプルとするこ
とができることが理解されるべきである。簡潔に言えば、サンプルのデジタル画像は、角
度なし光で捕捉され（３５０２）および角度付き光で捕捉され（３５０４）、青および赤
色チャネルヒストグラムが、各画像に対して生成されて（３５０８）（３５１０）、光の
相対強度に対して正規化され、および色チャネルヒストグラムは、波長スケールに相互に
関連付けられる（３５１２、２５１４）。スペクトル畳み込みは、２つの工程で進行する
。第１の工程は、赤および青色チャネルの各々の場合に、角度なし光の場合の色チャネル
ヒストグラムから、角度付き光の場合の色チャネルヒストグラムを減じること（３５１８
）を含む。２つの複合ヒストグラム、すなわち、青色チャネル複合ヒストグラムと、赤色
チャネル複合ヒストグラムとが生成される。スペクトル畳み込みの第２の工程は、赤チャ
ネル複合ヒストグラムから、青チャネル複合ヒストグラムを減じること（３５２０）を含
む。次に、図３６～４３の論考を通して図３５を参照し続けて、アルゴリズムの様々な工
程を詳細に説明する。
【０１６２】
　図３６を参照すると、前述したような画像化に適した何らかの物質とすることができる
サンプル３６０４は、角度なし白色光３６０８および角度付き白色光３６１０で照らすこ
とができる。本明細書において前述したように、入射角を変えることは、様々な皮膚構造
に対する光の貫通深さに影響を及ぼす。皮膚内の特定の既知の深さに対応する各皮膚構造
に対しては、偏光反射を引き起こす入射角がある。画像化装置によって捕捉された（３６
０２）反射光または再放射光、偏光（３６１４）および／または拡散（３６１２）を分析
することにより、反射に関与する内在する皮膚構造に関する情報を得ることができる。「
角度付き白色光（３６１０）」という用語は、偏光反射を引き起こすのに十分な角度でサ
ンプルへ向けられる入射白色光を意味する。「角度なし白色光」という用語は、該サンプ
ルに対して、特定の角度で向けられておらず、拡散している入射白色光を意味する。この
場合、角度なし白色光は、反射白色光、偏光、またはこれらの組み合わせを引き起こす可
能性がある。一実施形態において、角度なし白色光によって生成された反射偏光は、角度
付き白色光によって生成された偏光とは異なる特性である可能性がある。
【０１６３】
　次に、図３７を参照すると、図３７ＢにおけるＭａｘｗｅｌｌの色三角が、白色光の本
質の理解を容易にすることができる。Ｍａｘｗｅｌｌの色三角は、特定の波長に関連する
完全な可視色スペクトルを描いたものである。ＲＧＢ色空間に対する数学的座標系を確立
するために、図３７Ａに示す、直線を用いた単純化したバージョンを使用する。外側の三
角形の各頂点は、理想的な色、すなわち、頂点から時計回りに、理想的な緑、赤、または
青に対応する。Ｍａｘｗｅｌｌの三角形の辺に沿って、３つの色成分のうちの２つの混合
が、可能性のある比率ごとに生じる。辺から中心へ移動するにつれて、第３の原色が、次
第に重要になる。「等エネルギ」点Ｅにおける中心付近で、３つの頂点の各々に向かって
伸びている放射軸と共に、真の白色が見える。全明度の赤、緑、および青の混合が、この
真の白色を生ずる。従って、白色光を表す箇所を含む、該三角形上の各箇所は、赤、緑、
および青のうちの少なくとも１つの混合の結果である。例えば、実線の円３７０２は、純
粋な／紺青色と純粋な白色間の色の箇所を表す。同様に、点線の円３７０４は、純粋な／
濃い赤色と純粋な白色間の色の箇所を表す。白色紙のデジタル写真を用いると、内部の三
角形３７０８によって示すように、該座標系を認証することができる。内部の三角形３７
０８は、その辺が、元の座標系の色空間ラインの限界と平行である場合に、該座標系を認
証する。それらが平行でない場合には、該座標系は無効となる。
【０１６４】
　次に、図３８を参照すると、各色チャネルの場合のＲＧＢヒストグラムが、各画像に対
して生成されている。ＲＧＢデジタル画像は、３つの色チャネル、すなわち、赤、緑、お
よび青を有する。これらのチャネルの各々は、別々に検査して分析することができる。青
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色チャネルヒストグラムは、角度なし白色光で撮られた画像に対して生成され、別の青色
チャネルヒストグラムは、角度付き白色光で撮られた画像に対して生成されている。同様
に、赤色チャネルヒストグラムは、角度なし白色光で撮られた画像に対して生成され、別
の赤色チャネルヒストグラムは、角度付き白色光で撮られた画像に対して生成されている
。例えば、図３８に示すように、各色チャネルに対して該ヒストグラムを生成するために
、自動システムを用いることができる。単純に、ユーザが検査したいと思うチャネルを指
定することにより（３８０４）、当該チャネルに対してヒストグラム３８０２を生成する
ことができる。該ヒストグラムは、光の相対強度に対して正規化することができる。入射
光の強度に対して、該ヒストグラムを正規化することは、異なる画像から生成されたヒス
トグラムを処理できるようにするのに重要である。次に、図３９を参照すると、ＲＧＢ色
チャネルヒストグラムが、特定の波長スケールと相互に関連付けられて、ＲＧＢ色チャネ
ル・スペクトル・プロットが生成されている。
【０１６５】
　次に、図４０Ａおよび４０Ｂを参照すると、画像のペアからのデータが、２つの工程で
数学的に結合されている。第１の工程においては、角度付き白色光で撮られた画像から生
成された青色チャネル・スペクトル・プロット４００４が、角度なし白色光で撮られた画
像から生成された青色チャネル・スペクトル・プロット４００２から減じられて、青色チ
ャネル複合スペクトルプロットが生成されている。２つのスペクトルプロット４００２、
４００４は、先ず、図４０Ａにおいて重ね合わせられた後、図４１Ａにおいて減じられる
。同様に、角度付き白色光で撮られた画像から生成された赤色チャネル・スペクトル・プ
ロット４００８が、角度なし白色光で撮られた画像から生成された赤色チャネル・スペク
トル・プロット４０１０から減じられて、赤色チャネル複合スペクトルプロットが生成さ
れている。２つのスペクトルプロット４００８、４０１０は、先ず、図４０Ｂにおいて重
ね合わせられた後、図４１Ｂにおいて減じられる。この減算は、該スペクトルプロットを
波長によって整列させることにより容易にすることができ、また、正規化された強度を各
波長で数学的に減じることができる。例えば、角度付き白色光からの青チャネル・スペク
トル・プロットの場合の強度が、４７０ｎｍで０．００５であり、かつ角度なし白色光か
らの青チャネル・スペクトル・プロットの同じ波長での強度が０．００３である場合、結
果として生じるスペクトルプロットは、４７０ｎｍで－０．００２の強度を有するであろ
う。該スペクトルプロットにおける特定の強度および波長は、内在する物質および該物質
が光にさらされた角度の固有の特性を反映する。
【０１６６】
　次に、図４２を参照すると、２つの色チャネル複合正規化スペクトルプロットが結合さ
れて、該サンプルの固有のスペクトル特性がもたらされている。
【０１６７】
　該正規化された複合青チャネル・スペクトル・プロットは、該正規化された複合赤チャ
ネル・スペクトル・プロットから減じられる。該スケールは、赤色画像と青色画像間の波
長の違いとして決められ、両色の最も暗い箇所から始まる。このスケールは、Ｍａｘｗｅ
ｌｌの色三角に対する数学的座標系に基づいている。例えば、図４３を参照して、Ｍａｘ
ｗｅｌｌの色三角の下方部分が図４３Ｂにプロットされて示されており、図４３Ａに示す
色三角上の位置とのプロットの対応部分が矢印で示されている。プロットの位置１は、Ｍ
ａｘｗｅｌｌの色三角における理想の青に対応し、位置２は、真の白に対応し、位置３は
、理想の赤に対応する。位置１と位置３は、該複合スペクトルプロットを畳み込んでスペ
クトル特性を得た場合には位置がそろい、そのため、畳み込みヒストグラム上の単位スケ
ールは、波長の違い（例えば、５００～４００ｎｍと７００～４００ｎｍ）である。
【０１６８】
　得られたスペクトル特性は、ピークおよび谷の数、ピークの振幅および形状、ならびに
中間部の構造およびパターン等の多くの特徴に対して分析することができる。様々な数学
的、視覚的、およびアルゴリズム処理法を、該スペクトル特性を処理および分析するのに
用いることができる。様々なサンプルの場合に得られたスペクトル特性は、固有のもので
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あり、例えば、図４４Ａにおけるスペクトル特性は、明色皮膚の場合であり、一方、図４
４Ｂにおけるスペクトル特性は、暗色皮膚の場合である。
【０１６９】
　一実施形態において、該アルゴリズムは、金属組成、純度、および強度等を同定するた
めに用いることができる。例えば、該スペクトル特性は、金属を区別するのに用いること
ができる。図４５Ａにおけるスペクトル特性は、純金属、アルミニウムの場合であり、一
方、図４５Ｂにおけるスペクトル特性は、金属、ＰｂＭｎＴｅの合金の場合である。また
、該スペクトル特性は、異なる組成を有する同様の物質を区別するのにも用いることがで
きる。例えば、図４５Ｂおよび図４５Ｃにおけるスペクトル特性は、どちらもＰｂＭｎＴ
ｅ合金の場合であるが、図４５Ｂの合金は、図４５Ａにおけるものと比較して、異なる組
成からなる。
【０１７０】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、水の水質、組成、純度等を分析するのに
用いることができる。例えば、図４６Ｂに示す、高純度水の場合のスペクトル特性と比較
して、ろ過した水の場合のスペクトル特性が、図４６Ａに示されている。
【０１７１】
　該スペクトル特性は、スペクトル特性を特定の皮膚状態に対して正規化するために、反
射光スペクトルから、光源光に起因するスペクトル的貢献を減じることによって、さらに
向上させることができる。例えば、図５１～図５４におけるスペクトル特性は、反射光ス
ペクトル特性から、光源スペクトル特性を減じることによって正規化することができる。
光源スペクトル特性を減じることにより、結果として生じるスペクトル波形は、入射光と
の相互作用による皮膚内の変化のみに対して正規化される。このように、ある構造、組成
、または状態を検知することに対して影響を受けやすくする可能性がある、特定の種類の
入射光を用いることができる。いくつかの実施形態において、角度なし光の場合のＲＧＢ
ヒストグラムからの、角度付き光の場合のＲＧＢヒストグラムの減算に対するスペクトル
特性を計算して、当該物質の場合の最終的なスペクトル特性から減じるのに用いることが
できる。
【０１７２】
　他の畳み込み、例えば、黄色チャネルまたは他の色のチャネルの場合の畳み込みも可能
である。加えて、所定の畳み込みも可能である。
【０１７３】
　次に、図５１を参照すると、正の強度５１０１は、物質の特徴に基づく、特定の波長に
おける最終的な反射または放射を表し、一方、負の強度５１０２は、光源光のスペクトル
特性からの最終的な吸収を表す。負の強度５１０２は、物質の特徴に基づく特定の波長に
おける光源光の吸収がないことを示している。該光源は、分析のための特定の波形を作り
出すために、特定の生物物理学的または物質の基準を検査する用途のために選択すること
ができる。
【０１７４】
　次に、図５２を参照すると、特定の生物物理学的基準に基づいて具体的に選択された光
源のスペクトル特性を用いて、皮膚状態１５８の変化を測定することが可能である。図５
２は、良性／正常が予想される組織と、病変組織の違いに対する実施例を示すＰＢ（Ｓ－
Ｏ）の比較を示す。例えば、図５２における４６２ｎｍ～４８５ｎｍの範囲内での、該ス
ペクトル図内での吸収または放射等の変化は、組織プロセス、組織活動の追加的な変化、
または皮膚の変化状態を示す他の分子の存在に相当する可能性がある。これらの変化を測
定することにより、皮膚の健全な、および罹患した、、または荒れた状態を判断すること
が可能である。放射および／または吸収に基づく健全な組織の特性評価は、光源光の選択
に基づいている特定の参照波長５２０９で判断することができる。例えば、特定の光源光
を用いた健全な組織のスペクトル特性５２０１は、スペクトル範囲５２０５において、吸
収または放射がほとんどないか、または全くないことを示している。該スペクトル図は、
ライン５２０３における参照波長の右の通常のスペクトル特性５２０６を示す。加えて、
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ライン５２０４における参照波長の左側の領域５２０７における特性は、再放射または放
射による罹患特性を示し、一方、ライン５２０４の右側の領域５２０８は、吸収５２１０
を示す。波長４６２ｎｍ～４８５ｎｍに対応する領域５２０７は、組織プロセスの追加的
な変化、活動、または皮膚の変化状態を示した他の分子の存在による追加的な活性を示す
。また、ピーク、谷、曲線のサイズおよび形状、周波数、間隔、波長の違いの特定の部分
等も、分子の濃度、病患の進行段階、皮膚特性等に相当する。
【０１７５】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、特定の生物物理学的または物質の特徴に
対する増大した選択性により、反射した偏光のみを用いることができる。例えば、図５３
を参照すると、反射した偏光および／または放射された偏光のスペクトル特性５３０２は
、単純な白色光の畳み込み５３０１よりもかなり強く、ある生物物理学的特性の影響を受
けやすくなる可能性がある。図５３は、悪性色素細胞病変の場合のスペクトル特性を示す
。偏光スペクトル特性５３０２における放射５３０５を示すスペクトル図は、非偏光スペ
クトル特性５３０１における放射５３０３を示すスペクトル図よりもかなり高い。同様に
、偏光スペクトル特性５３０２における吸収５３０６を示すスペクトル図は、非偏光スペ
クトル特性５３０１における放射５３０４を示すスペクトル図よりもかなり深い。
【０１７６】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、健全なおよび不健全な、または悪性の皮
膚を分析するのに用いることができる。例えば、図５４には、健全な皮膚および非色素性
皮膚の場合のスペクトル特性５４０１および５４０２、健全な色素性皮膚の場合のスペク
トル特性５４０３および５４０４、および悪性色素性皮膚の場合のスペクトル特性５４０
５および５４０６が示されている。偏光（下部）および白色光（上部）のスペクトル特性
畳み込みは共に、比較のために示されている。通常の健全な皮膚のスペクトル特性５４０
１および５４０２は、指示対象波長４８５ｎｍ周辺の光源光スペクトルに対して、吸収ま
たは放射が非常に少ないことを示している。
【０１７７】
　同様に、健全で良性の色素性皮膚病変５４０３および５４０４は、参照波長４８５ｎｍ
の左または右側に対して、吸収または放射が非常に少ないことを示している。しかし、色
素性皮膚は、指示対象波長周辺の吸収および放射効果を、該スペクトル図のピークおよび
谷の大きな振幅および転移によって明確に示している。
【０１７８】
　実施形態においては、これらの分光学的方法は、試験基質が感光性成分を含有する場合
の様々な分析試験にとって有用となる可能性がある。
【０１７９】
　一実施形態においては、ピーク、谷、曲線、周波数、間隔、波長の違いの特定の部分等
の物質またはサンプルの特性の変化を追跡するために、波形の要素をタグ付けして、経時
的に追跡することができる。
【０１８０】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、自動測定のために、皮膚画像化装置また
は金属試験装置等の、表面分析を実施する統合装置の一部として組込むことができる。一
実施形態において、アルゴリズム１５０は、リモートの分析システムの一部であってもよ
く、それにより、表面画像化装置が画像を捕捉して処理センターに送信することができ、
そこで、アルゴリズム計算を行うことができる。
【０１８１】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、毛嚢の健康、組成等を判断するために、
髪の毛の分析に用いることができる。
【０１８２】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、偽造貨幣に対して用いることができる。
例えば、各一連の設備および／または通貨に対して固有の特性を付与することができる。
【０１８３】
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　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、制汗効果の分析にとって有用である可能
性がある。いくつかの場合においては、腋の下の臭気を、リンパ腫、アポクリン汗腺、多
汗症、化膿性汗腺炎、または他の汗に関連する医学的問題等の病気または他の病状の目安
とすることができる。アルゴリズム１５０は、個人の具体的な汗腺の活動および種類に基
づいて、消臭効果を判断する際に有用である可能性がある。アルゴリズム１５０は、腋の
下、脚、手のひら等に位置する汗腺の活動を測定することを可能にする。該アルゴリズム
分析は、汗腺の分類を可能にし、また、治療のための適切な製品／成分の提案を可能にす
ることができる。アルゴリズム１５０は、汗腺の活動に関する影響に基づく制汗効果を判
断することができる。
【０１８４】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、狂牛病等の獣医学的状態を判断するのに
有用である可能性がある。例えば、病気が発症している可能性のある牛の舌、または、粘
膜部若しくは皮膚領域を画像化することは、アルゴリズム１５０を用いて、病状の発見を
可能にする。本願明細書に記載されているような白色光による画像化は、紫外線による画
像化と組み合わせて、狂牛病の病状発見を容易にすることができる。
【０１８５】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、皮膚線条の進行や縮小等の術後の外見の
心配を観察するのに有用となる可能性がある。
【０１８６】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、授乳中の女性の乳腺からの分泌物を予測
および観察するのに有用となる可能性がある。該アルゴリズム分析に基づいて、母乳の産
生が少なくなることが予測された場合、母乳の産生を増やすように提案を行うことができ
る。
【０１８７】
　実施形態では、皮膚状態１５８を判定するアルゴリズム１５０は、皮膚状態１５８と、
処方１１８、局所的および／または系統的な療法、回避ルーチン、ダイエットなどの効果
との測定、追跡および監視を実現し易くすることがある。例えば、皮膚状態１５８は、合
間に測定されることがあり、現在の指標が皮膚健康状態変化を判定するために前の指標と
比較されることがある。本明細書にさらに記載されているように、アルゴリズム１５０か
らの結果は、処方１１８の状況にフィードバックおよび修正を加えるために助言エンジン
に入ることがある。
【０１８８】
　実施形態では、皮膚状態１５８を決定するアルゴリズム１５０は診断を可能にすること
がある。診断は、重大な兆候と重大ではない兆候とを識別することにより早期診断でもよ
い。例えば、アルゴリズム１５０は、軽微熱傷と、治療を必要とする第３度熱傷とを識別
できることがある。画像を捕捉するための装置１０８の使用は、ユーザが画像を遠隔評価
のため実行者に容易に送信すること、皮膚コンディションの経過を追跡すること、画像を
皮膚顕微鏡データベース１１５の中の画像のような前の画像、他のユーザ画像、または第
三者画像と即座に比較すること、履歴的な知識を要しない即時の診断を行うことなどを可
能にする。履歴データおよびモデリングツール１３２の結果は、アルゴリズム１５０、実
行者、またはアルゴリズムを利用する実行者のいずれかによる解析を支援するために画像
と比較されることがある。さらに、画像に加えて、痛みのレベル、熱の感覚、痒みなどの
ような問題点を記述する音声、映像、またはテキストの事例の形式のユーザ入力は、診断
を判定するため画像を解析するのに役立つことがある。アルゴリズム１５０は、医療的お
よび健康コンディションを解析する分光分析と併せて使用される、生物医学的解析でもよ
い主成分分析（ＰＣＡ）のような非線形回帰を可能にすることがある。アルゴリズム１５
０は、診断のための簡単なパターン解析を可能にすることがある。アルゴリズム１５０は
、皮膚病変の熱伝導性コンディションおよび伝導性コンディションを判定できることがあ
る。実施形態では、アルゴリズム１５０は、コラーゲンとポルフィリンの変化の関係に関
して画像を検査することにより、ポルフィリンではなくコラーゲンの変化は普通の病変か
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ら多発性病変への変化を示唆することがあるので、メラニン細胞病変を診断できることが
ある。皮膚状態１５８は、様々なタイプの病変の兆候のテーブルと比較されることがある
。実施形態では、アルゴリズム１５０はＵＶ損傷を診断できることがある。ＵＶ損傷は皺
のない皮膚でさえ存在することがあるので、ＵＶ損傷は従来の表面的な外観から評価する
ことが困難であることがある。しかし、ＵＶ損傷は、メラニン生成物の増加、表在性血管
の大域的な分布、損傷および数、ヘモグロビン数の変化、表皮の厚さの変化、コラーゲン
の量および大域的な分布の変化などに関して皮膚構造を検査することにより評価されるこ
とがある。実施形態では、病変は皮膚病変の最終的な解析における主要な因子ではないこ
とがあるので、診断は病変の境界を処理することを必要としないことがある。実施形態で
は、アルゴリズム１５０は口腔癌を診断できることがある。
【０１８９】
　実施形態では、皮膚状態１５８を判定するアルゴリズム１５０は、化粧品製造検証また
は皮膚臨床試験を可能にすることがある。例えば、皮膚状態１５８は、医療品、非医療品
、スキンケア品、または化粧品の適用前に判定されることがあり、画像の時間経過系列は
、医療品、非医療品、スキンケア品、および化粧品の効果を追跡するため捕捉されること
がある。
【０１９０】
　実施形態では、皮膚状態１５８を記憶し、取り扱い、統合し、解析する方法が存在する
ことがある。皮膚状態１５８は、装置１０８自体、ＰＣ、中央サーバ、サロンレコード、
電子医学レコード、医療リポジトリ、化粧品臨床研究データベース１１５、モバイル装置
などに記憶されることがある。装置１０８は、本明細書中でさらに説明されるように、画
像、解析１５４、皮膚状態１５８、データ、追跡履歴、ユーザプロファイルなどをアップ
ロード、配信、共有、および／または、ポートするために、ユーザインターフェイス１０
２、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４などと通信す
ることがある。例えば、ユーザは、皮膚状態１５８を決定するために、皮膚の画像を捕捉
し、この画像を解析１５４のためのモバイルプラットフォーム１２４へアップロードする
ため、携帯装置に内蔵された装置１０８を使用することがある。これに応答して、ユーザ
は、ユーザの皮膚状態１５８が与えられた場合、日焼け防止のための個人用の処方１１８
を受信することがある。処方１１８を判定するため使用されることがある他の因子は、現
在のＵＶ指数、日時、場所、ユーザが好む日焼け防止製品の種類などでもよい。同じ実施
例では、ユーザは、皮膚状態１５８判定を既に獲得していることがあり、既に判定され記
憶された皮膚状態１５８が与えられた場合、新しい画像をアップロードする必要はなく、
モバイルプラットフォーム１２４からの処方１１８の助言を単に要求するだけである。皮
膚状態１５８が判定されると、皮膚状態は、ユーザインターフェイス１０２、オンライン
プラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４などのいずれかの要素による
アクセスが可能であり、および／または、いずれかの要素と一体化されることがある。ユ
ーザは、実行者レコード１８０の一部として皮膚状態１５８を共有することを選択するこ
とがある。
【０１９１】
　実施形態では、皮膚状態１５８を判定するアルゴリズム１５０は仲間の間の相違点およ
び類似点の解析を可能にする。アルゴリズム１５０は、皮膚状態１５８、または性別と、
年齢と、民族性と、喫煙、屋外労働などのような行動と、ダイエットと、処方１１８と、
他の識別因子のような他の基準の観点から最も類似しているユーザの仲間を判定する。ア
ルゴリズム１５０は、皮膚状態１５８および比較のためのデモグラフィック情報にアクセ
スするため、オンラインプラットフォーム１２０、第三者データベース１１５、または第
三者サービスプロバイダ１１１とインターフェイスを取ることができることがある。例え
ば、ユーザは、同じ皮膚の色の３０歳台半ばの他の女性がファウンデーションとして使用
しているものを知りたいことがある。アルゴリズム１５０を利用することにより、ユーザ
は、自分自身の皮膚の色を判定し、検索基準に従って仲間を特定し、仲間の処方１１８に
関する詳細、または特定の検索問い合わせ１０３の結果を閲覧できることがある。アルゴ
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リズム１５０は、仲間グループと相対的な皮膚の格付けを可能にすることがある。アルゴ
リズム１５０を使用して、ユーザの皮膚状態１５８は、長時間に亘って皮膚状態１５８を
監視するために以前に定められた皮膚状態１５８と比較される。ユーザの皮膚状態１５８
は、皮膚状態１５８がユーザに最も近い仲間を特定するために、他の個人または個人のグ
ループの皮膚状態１５８と比較されることもある。類似した個人またはグループのような
仲間が特定されると、システムは、仲間に効果があるスキンケア製品および／またはスキ
ンケア処方を表示することがある。同様に、年齢、性別、場所、風土、皮膚色、民族性な
どのうちの少なくとも１つの比較のようなユーザ間の比較はシステムによって行われるこ
とがある。実施形態では、装置１０８はユーザからのデータを捕捉し、皮膚状態１５８を
判定するので、情報は、仲間特定および製品助言プロセスをさらに高めるためにアルゴリ
ズム１５０へフィードバックされることがある。
【０１９２】
　実施形態では、皮膚状態１５８を判定するアルゴリズム１５０は、予測／シミュレーシ
ョンツール１３２を可能にすることがある。皮膚状態１５８を判定した後、アルゴリズム
１５０は、エイジングの経過をシミュレートし、スキンケア処置効果とスキンケアおよび
化粧品処方１１８とをシミュレートし、皮膚コンディションの経過をシミュレートするこ
となどが可能である。図６を参照すると、ユーザは、シミュレーションツール１３２にア
クセスするためユーザインターフェイス１０２を使用することがある。実施例では、顔全
体の画像が使用されることがあるが、シミュレーションツール１３２はあらゆるサイズの
関心領域を作成するため使用されることが理解されるべきである。起動画像を選択または
捕捉した後、ユーザは、ユーザが実行したいと思うシミュレーションの種類を示唆するこ
とがある。例えば、エイジングだけのシミュレーション、またはエイジングおよび処置効
果のシミュレーションを実行したいことがある。シミュレーションツール１３２は、全体
的な外観、皺の数、弾性、明度、水分、製品使用シミュレーションなどに関するデータを
返すことがある。例えば、出力は、一方の半分に元の顔を含み、もう一方の半分に新しい
シミュレーションされた出力を含む分割画像を含むこともある。
【０１９３】
　実施形態では、皮膚状態１５８を判定するアルゴリズム１５０は皮膚サイクル監視１４
０を可能にすることがある。定められた間隔で皮膚を監視することにより、循環的な性質
をもつ皮膚コンディションは監視されること、予測されること、先手を打って阻止される
ことなどがある。例えば、季節、天候、花粉数、ホルモンレベル、環境コンディションな
どと関連付けられた皮膚コンディションが皮膚サイクルモニタ１４０によって特定され監
視されることがある。
【０１９４】
　実施形態では、アルゴリズム１５０は、画像と関連付けるために検索可能および／また
は索引付け可能なタグを作成するため使用されることがあり、画像タグ付けをうまく利用
することがある。画像は、皮膚状態、皮膚コンディション、性別、民族性、年齢、処方、
処置などに関係する情報のような画像の内容に関係する情報でタグ付けされることがある
。情報は、アルゴリズム的な解析、ユーザ入力、画像の目視検査などによって収集される
ことがある。アルゴリズム１５０は、検索項目として画像と関連付けられた情報を使用し
て検索１０３を実行するため使用されることがある。実施形態では、情報は、例えば、ユ
ーザプロファイルの中のエントリとして、画像とは別個に記憶されることがあり、または
画像と関連して記憶されることがある。実施形態では、検索１０３は、画像または情報の
中の類似点または相違点を特定するために、他のユーザまたは第三者データベース１１５
からの情報または画像に対して実行されることがある。例えば、ユーザは、コンディショ
ン経過として期待されることを判定するために類似した皮膚コンディションをもつ仲間を
検索するため情報を使用することがある。別の実施形態では、エキスパートからのアドバ
イスまたは助言のための検索１０３または問い合わせは、製品情報１９０、ウェルネス情
報１９２、スキンケア処方１１８、第三者エキスパート１０５などに対して実行されるこ
とがある。例えば、ユーザは、ユーザの皮膚コンディションに対する製品の効果を示唆す
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る製品情報１９０を検索するために情報を使用することがある。実施形態では、検索１０
３は、製品の入手可能性の判定、製品の在庫、製品の価格などを判定するために実行され
る。例えば、ユーザは、ユーザのため効果がある特定の製品に関して店舗カタログを検索
するために情報を使用することがある。実施例では、ユーザは、青白い皮膚であり、特に
青白い皮膚のため処方された日焼け製品の在庫を特定することに関心があることがある。
実施形態では、画像自体が検索問い合わせ１０３として使用されることがある。例えば、
画像自体が皮膚画像のデータベース１１５を検索するため使用されることがある。実施形
態では、システム１０４に入力された画像および情報は、強化された診断のための新しい
アルゴリズム１５０を開発するため利用されることがある。例えば、アルゴリズム１５０
は、リウマチ様関節炎のような皮膚発現を伴う皮膚以外の特定の疾患のため開発されるこ
とがある。
【０１９５】
　実施形態では、アルゴリズム１５０は製品特徴を解析するため役立つことがある。例え
ば、アルゴリズム１５０は、製品含有物を採り上げ、製品を特有の皮膚状態１５８に見込
まれる効果と照合できることがある。
【０１９６】
　一実施形態において、アルゴリズム１５０は、ＲＧＢ色解析を用いることができる。
【０１９７】
　該アルゴリズムは、皮膚フォトタイプを判断する際に、標準的なＲＧＢ解析および皮膚
構造との相関を利用することができる。皮膚フォトタイプを判断するためのパラメータの
計算は速く、該皮膚フォトタイプは、単純な皮膚および審美パラメータ分類ルーチンを用
いて、非常に短時間で獲得することができる。
【０１９８】
　本発明の例示的な実施形態は、皮膚特性および審美的特徴を判断する方法およびシステ
ムに関する。該方法およびシステムは、最小限のエラーおよび速度的に有効な皮膚分析を
提供する。本発明の手法は、ＲＧＢ表色系において取得されたデジタル画像の皮膚フォト
タイプを判断する方法およびシステムについて記載している。
【０１９９】
　本発明の例示的な実施形態において、色解析を用いて、皮膚特性および審美的特徴を判
断する方法は、取得したデジタル画像に対して、ＲＧＢ表色系で画素ごとに皮膚画像の色
を解析する工程を含む。装置依存のＲＧＢ表色系で得られた色は、後の色解析で利用され
ることになる装置非依存の標準ＲＧＢ表色系（ｓｔａｎｄａｒｄ　ＲＧＢ　ｃｏｌｏｒ　
ｓｙｓｔｅｍ：ｓＲＧＢ）に変換される。取得したデジタル画像に対して、ｓＲＧＢ表色
系で画素ごとに皮膚画像の色を解析する該工程は、写真に現れる最も頻度の高い色のテー
ブルを生成することによって、人の皮膚の一部の写真を解析することを有する。
【０２００】
　本発明のこの実施形態において、該ｓＲＧＢ表色系は、画像解析に用いられている。他
の皮膚特性（例えば、弾力性、メラニン、オイル濃度等）、黒色腫、皮膚関連腫瘍、およ
び皮膚関連疾患の判断は、ＹＩＱ、ＹＣｂＣｒ、Ｌ＊ａ＊ｂ＊、Ｌ＊ｕ＊ｖ＊、およびＨ
ＳＬ／ＨＳＶ等の様々な表色系に基づく画像解析を要する可能性がある。現在のアルゴリ
ズム１５０の能力向上は、これらの表色系と、提示したｓＲＧＢ解析との相関関係との少
なくとも一方を含むことができる。このことは、本発明の徹底的な改善および現在の結果
ならびに追加的な実施形態につながると思われる。この画像解析の方法は、人の皮膚関連
の問題とは別に、動物、製品、プラント、またはその表面をデジタル画像によって分析す
る必要のある他の何らかの物質であろうが何らかの要素に対して適用可能である。
【０２０１】
　色解析を用いた皮膚特性および審美的特徴を判断する方法は、装置依存のＲＧＢ表色系
で得られた色を、装置非依存の標準ＲＧＢ表色系（ｓＲＧＢ）に変換した後に、取得した
デジタル画像に対してＲＧＢ表色系で、皮膚画像の色を画素ごとに解析することに対応し
て、最も頻度の高いｓＲＧＢ色のサンプルを生成する工程を含む。取得したデジタル画像
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に対して、皮膚画像の色をＲＧＢ表色系で解析することに対応して、最も頻度の高いｓＲ
ＧＢ色のサンプルを生成する該工程は、複数のｓＲＧＢ明度を保存することを有する。
【０２０２】
　色解析を用いた皮膚特性および審美的特徴を判断する方法は、取得したデジタル画像に
対して生成されたｓＲＧＢ色サンプルに関する推定パラメータ（期待値および標準偏差）
と共にガウス確率分布を用いて、Ｒ、Ｇ、およびＢ成分の色分布をモデリングする工程を
含み、生成されたｓＲＧＢ色サンプル上の色を、ガウスの正規分布によって近似すること
をさらに含む。本発明の例示的な実施形態によれば、生成されたｓＲＧＢ色サンプル上の
色を、ガウスの正規分布で近似する工程は、該生成されたｓＲＧＢ色サンプル上の色を、
複数のガウスの正規分布の重ね合わせによって近似することを有する。
【０２０３】
　色解析を用いた皮膚特性および審美的特徴を判断する方法は、推定された分布モデルパ
ラメータ色に対応して、決定木ユニットを介して皮膚のフォトタイプを生成する工程を含
む。該皮膚のフォトタイプは、補正Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類、または、他の何らかの
適用可能な色分類子に従って生成される。本発明の例示的な実施形態によれば、補正Ｆｉ
ｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類に従って皮膚のフォトタイプを生成する該工程は、色白の肌から
浅黒の肌におよぶ肌質スケールに従って、該皮膚のフォトタイプを生成することを含む。
【０２０４】
　本発明の例示的な実施形態によれば、写真解析を用いた皮膚フォトタイプ判断のための
システムは、人の構成要素および獣医学的要素に対する審美的特徴の判断のためのサブシ
ステムを含む。該審美的特徴は、髪の毛、爪および肌に関する特徴をさらに含む。
【０２０５】
　本発明の例示的な実施形態によれば、人のからだの皮膚サンプルの画像は、何らかのデ
ジタルカメラによって捕捉することができる。取得した人の皮膚のデジタル画像サンプル
は、ＲＧＢ表色系で画素ごとに解析することができる。装置依存のＲＧＢ表色系から、装
置非依存の標準ＲＧＢ表色系（ｓＲＧＢ）への色の変換後に、該画像上に現れる最も頻度
の高いｓＲＧＢ色のテーブルを生成することができる。一実施例によれば、生成されるテ
ーブルは、人の皮膚の画像上に現れる最も頻度の高い２５６色から成ることができる。該
画像から得られた色サンプルは、ガウスの正規分布（または、いくつかのガウスの正規分
布の（基準化した）重ね合わせ）によって近似することができる。従って、取得したデジ
タル画像の各々に対する（重み付け手段を用いた）期待値および（正確な期待値が分から
ない／推定された場合に、不偏（ｎ－１）法を用いた）標準偏差の推定を評価することが
できる。該皮膚のフォトタイプは、推定された期待値および標準偏差を備えた決定木を介
して判断することができる。Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類は、色白から浅黒までおよぶ肌
質スケールに従って、皮膚フォトタイプを分類することができる。
【０２０６】
　図５８を参照すると、フローチャート５８００は人の皮膚の一部の取得したデジタル画
像の皮膚フォトタイプを判断するプロセスを図面で示す。該プロセスは、人の皮膚の一部
の画像が捕捉されるブロック５８１０で始まる。画像捕捉装置は、デジタルカメラ等とす
ることができる。処理フローは、取得したデジタル画像の解析が、ＲＧＢ表色系で画素ご
とに行われる論理ブロック５８２０へ進む。ブロック５８３０において、装置依存のＲＧ
Ｂ表色系からの全ての色を、装置非依存のＲＧＢ表色系（ｓＲＧＢ）へ変換した後に、該
取得したデジタル画像上に現れる最も頻度の高い色のテーブルを、量子化法を用いて生成
することができる。本発明の一実施例によれば、ブロック５８４０において、値０から２
５５の間の範囲で生成された複数のｓＲＧＢ色の値／サンプルを、さらなる解析のために
保存することができる。この値の範囲は、０～１の範囲よりも、肌質判定のためにより都
合がよいことが証明されている。一方から他方への変換は、単に、２５５の値を割ること
によって行うことができ、逆もまた同様である。次の段階５８５０および５８６０におい
ては、サンプル上の色の近似が、ガウスの正規分布によって行われ、ブロック５８６０に
おいて、推定期待値および標準偏差が評価される。最後に、ブロック５８７０において、
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取得したデジタル画像の皮膚のフォトタイプが、決定木を用いた補正Ｆｉｔｚｐａｔｒｉ
ｃｋ分類に従って判断される。
【０２０７】
　本発明の例示的な実施形態によれば、該決定木は、該皮膚のフォトタイプを判断する際
に、該推定された期待値および標準偏差が、Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類／表記値の値に
等しくなるアルゴリズムとすることができる。このアプローチの効果は、皮膚の区分／検
出のためのパラメトリック皮膚分布モデリングに関する研究で理解することができる。
【０２０８】
　図５９を参照すると、人の皮膚のサンプルの取得したデジタル画像の画素描いた図が示
されている。該人の皮膚のサンプルの画像は、白色放射光の下で捕捉される。該画像は、
白色放射光の下で、デジタルカメラ等によって捕捉することができる。該画像捕捉装置に
結合されたアナライザは、取得したデジタル画像を、ＲＧＢ表色系で画素ごとに解析する
ことができる。（ＲＧＢからｓＲＧＢへの表色系変換の後の）取得したデジタル画像のｓ
ＲＧＢでの画素ごとの解析は、皮膚フォトタイプを判断するためだけに限定されず、他の
皮膚特性（例えば、弾力性、メラニン、オイル濃度等）、黒色腫、および皮膚腫瘍／疾患
等の分類のような他の目的にとっても有用である可能性がある。
【０２０９】
　人の皮膚のサンプルから捕捉されたデジタル画像は、通常、ＲＧＢ表色系で与えられる
。一つの態様において、皮膚のフォトタイプを判断するアルゴリズム１５０を採用する本
発明の手法は、この表色系に依存するが、ｓＲＧＢ表色系への変換により装置非依存であ
る。最終的なカラーオフセットを補正できるように、デジタルカメラ等の該画像捕捉装置
の較正を考慮に入れなければならない。本発明の手法におけるカラーオフセット補正は、
従来技術における既知の何らかの手法によって実施することができ、また、カラーオフセ
ット補正は、皮膚フォトタイプを判断する際に、本発明の手法において用いられるソフト
ウェアでも実施することができる。
【０２１０】
　図６０を参照すると、量子化後の人の皮膚の一部の取得したデジタル画像の画素を描い
た図が示されている。該人の皮膚のサンプルの画像は、白色放射光の下で捕捉される。該
画像は、白色放射光の下で、デジタルカメラ等によって捕捉することができる。該画像捕
捉装置に結合されたアナライザは、取得したデジタル画像を、ＲＧＢ表色系で画素ごとに
解析することができる。（ＲＧＢからｓＲＧＢへの表色系変換の後の）取得したデジタル
画像のｓＲＧＢでの画素ごとの解析は、皮膚フォトタイプを判断するためだけに限定され
ず、他の皮膚特性（例えば、弾力性、メラニン、オイル濃度等）、黒色腫、および皮膚腫
瘍／疾患等の分類のような他の目的にとっても有用である可能性がある。カラー量子化ま
たはカラー画像量子化は、通常、新たな画像が、可能な限り元の画像と視覚的に同じにな
るように、１つの画像内で使用されている異なる色の数を減らすプロセスである。カラー
量子化は、通常、メモリの制限による限られた数のカラーを単に表示することができる装
置上で、多くの色で画像を表示するために重要であり、また、特定の種類の画像の有効な
圧縮を可能にする。
【０２１１】
　撮影画像には画像量子化法を適用できる。アナライザに結合されたサンプリング装置を
使用すれば、人の皮膚の一部から取得したデジタル画像に最も頻繁に現れる２５６色のテ
ーブルを生成できる。デジタル画像から取得した色サンプルはｓＲＧＢ表色系で保存でき
る。本発明の例示的実施形態によると、ｓＲＧＢ表色系では生成された色サンプルを０～
２５５の値の範囲で保存できる。皮膚タイプ判定にあたっては０～１の範囲の区間よりこ
の値範囲の方が好都合であることが分かっている。
【０２１２】
　そこでサンプリング装置に結合された近似装置を使用し、ガウス正規分布（または少数
ガウス正規分布の（スケール）重ね合わせ）によりサンプルの色を近似する。さらにサン
プリング装置に結合された近似装置により、期待値の推定（加重平均を使用）と標準偏差
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像ごとに計算してもよい。
【０２１３】
　図６１および図６２には本手法のアルゴリズム１５０の使用、図６３にはＲＧＢ色解析
のためのアルゴリズム１５０がそれぞれ図示されている。
【０２１４】
　図６１を参照すると、Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋにより皮膚フォトタイプがタイプＩＩＩ
に分類される患者を撮影した写真のうちの１枚における標準Ｒ、Ｇ、およびＢ色のヒスト
グラム／分布と、そのガウス正規近似／包が見られる。関連推定値は例えばμＲ（赤の期
待値）＝１７１．１３０４、μＢ（青の期待値）＝１３５．３０４７とする。皮膚フォト
タイプを判定するため、これらの推定値を後述する決定木と比較する。皮膚のフォトタイ
プは補正Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類に従って判定する。皮膚フォトタイプの判定にあた
っては非常に色白（皮膚タイプＩ）から非常に色黒（皮膚タイプＶＩ）に至るＦｉｔｚｐ
ａｔｒｉｃｋ皮膚タイプテスト質問票（皮膚タイプスケール）がしばしば使われる。
【０２１５】
　皮膚科学者はＦｉｔｚｐａｔｒｉｃｋ分類スケールを使って人の顔色と日光に対する耐
性を分類している。本発明の例示的実施形態によると、Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋスケール
はＩからＶＩにかけて皮膚タイプを分類する。
【０２１６】
　タイプＩ－非常に白い皮膚またはそばかすのある皮膚、日光暴露により常に日焼けする
（非常に色白。髪が赤または金色で眼が青色の人々にしばしば見られる）
【０２１７】
　タイプＩＩ－白い皮膚、日光暴露により大抵は日焼けする（色白。髪が赤または金色で
眼が青、緑、うす茶色の人々にしばしば見られる）
【０２１８】
　タイプＩＩＩ－白またはオリーブ色の皮膚、日光暴露により日焼けすることがある（色
白。髪や眼の色は問わない）
【０２１９】
　タイプＩＶ－茶色の皮膚、日光暴露により日焼けすることは稀（地中海系の人々に一般
的）
【０２２０】
　タイプＶ－焦げ茶色の皮膚、日光暴露により日焼けすることは非常に稀（中東系の人々
に一般的）
【０２２１】
　タイプＶＩ－黒色の皮膚、日光暴露により日焼けすることは決してない
【０２２２】
　皮膚の画像は、デジタルカメラ、ビデオカメラなどの撮影装置を用いて白色光のもとで
撮影する。アナライザは、人の皮膚の一部／サンプルを撮影した画像をピクセル単位で解
析する。アナライザに結合されたサンプリング装置は、撮影画像で最も頻繁に現れる２５
６色のテーブルを生成する。デジタル画像から取得した色サンプルはｓＲＧＢ表色系で保
存する。ｓＲＧＢ表色系では生成された色サンプルが０～２５５の値の範囲で保存される
。サンプリング装置に結合された近似装置は、期待値の推定（加重平均を使用）と標準偏
差（正確な期待値は不明／推定であるため不偏（ｎ－１）法を使用）を取得したデジタル
画像ごとに計算する。近似装置に結合された決定木により皮膚フォトタイプを判定する。
この画像処理では、ＲとＢの期待値から以下の決定木により皮膚フォトタイプを判定でき
ることがある。本発明の例示的実施形態を以下に示す。
【０２２３】
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【数１】

【０２２４】

【数２】

【０２２５】
　上記の式は、プログラムされたニューラルネットワークを用いて解析された画像から求
めたものである。
【０２２６】
　図６２は、Ｆｉｔｚｐａｔｒｉｃｋにより皮膚フォトタイプがタイプＶＩに分類される
患者の写真のうち１枚
における標準Ｒ、Ｇ、およびＢ色のヒストグラム／分布と、そのガウス正規近似／包を示
す図である。本発明の例示的実施形態によると、ここでの関連推定値はμＲ（赤の期待値
）＝１８９．７１７３、μＢ（青の期待値）＝１０３．５３７である。皮膚のフォトタイ
プを判定するため、これらの推定値を上述した決定木と比較する。
【０２２７】
　図６３を参照すると、ｓＲＧＢ表色系における標準ＲおよびＢ色の数学的期待値の推定
値により皮膚フォトタイプを判定するアルゴリズム１５０を図示するフローチャート６３
００が見られる。このフローチャートは本手法により開発されたアルゴリズム１５０を説
明するものであり、論理ブロック６３１０ではデジタルカメラなどを用いて人の皮膚の一
部の写真を白色光のもとで撮影する。論理ブロック６３２０では、撮影したデジタル画像
をＲＧＢ表色系の中でピクセル単位で解析する。論理ブロック６３３０では量子化法を使
用し、撮影した画像をｓＲＧＢ表色系の中でピクセル単位で解析する。画像から得た色サ
ンプルは、ガウス正規分布（または少数ガウス正規分布の（スケール）重ね合わせ）によ
り近似できる。それにより、期待値の推定（加重平均を使用）と標準偏差不偏（ｎ－１）
法（正確な期待値は不明／推定であるため）を取得したデジタル画像ごとに評価してもよ
い。そこで、論理ブロック６３３０では、決定木により皮膚のフォトタイプを判定する。
【０２２８】
　当業者なら本手法の種々実装から様々な利点が提供されることを理解するであろう。第
一に、本手法では標準的な環境条件下で通常の低価格デジタル写真撮影機器を用いて皮膚
のフォトタイプを判定する。第二に、撮影されたデジタル画像で行われる解析を化粧品の
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推奨ならびに内科若しくは外科目的に役立てることができる。第三に、画像量子化アルゴ
リズムと期待値の推定および標準偏差の計算は迅速であり、簡素な手順により皮膚フォト
タイプを短時間で簡単に判定できる。第四に、他の皮膚特性（弾性、メラニン、脂質濃度
など）、黒色腫、皮膚腫瘍または疾患などの分類に解析を役立てることもできる。
【０２２９】
　実施形態では、実行者、ユーザ、サービスプロバイダ１１１などによる新しいアルゴリ
ズム１５０の開発は、だれでも装置１０８のための新しいアルゴリズム１５０およびＡＰ
Ｉ１５４を開発するために使用できるソフトウェア開発キットによって可能にされること
がある。
【０２３０】
　図３を参照すると、実施形態では、画像を収集し、皮膚解析を実行し、所見を通信し、
フォローアップをスケジューリングする工程は、必要に応じて、装置１０８を使用するユ
ーザによる画像捕捉で始まる。ユーザは、質問にさらに回答し、ユーザ入力画像、化粧品
処方、関心領域などに関する付加的な詳細事項を提供することがある。ユーザインターフ
ェイス１０２を使用して、データは、例えば、ネットワーク、インターネット、無線方式
などを介する通信方法によって、アナリスト３０４または解析１５４のためのコンピュー
タへ通信されることがある。ある一定の実施形態では、データが収集され、または通信さ
れるとき、決済システム３０２がユーザによってアクセスされることがある。図示された
実施例では、保険会社がデータにアクセスすることがあるが、決済は、ユーザによる１回
払い、ユーザによる会費のような利害関係があるエンティティ、第三者サービスプロバイ
ダ１１１、プラットフォーム１２０、１２４、実行者などによって実行または要求される
ことがある。入力されたデータは、アナリストによって、リアルタイムでソフトウェアに
よって、ソフトウェアアシスタンスによって支援されたアナリストなどによって解析され
ることがある。初期解析はデータ完全性を判定することでもよい。データが完全性テスト
を通過しない場合、データはユーザへ通信して戻される。アナリストの評価は、コンディ
ションのタイプおよび／または助言されたケア／処置を判定するためにアルゴリズムを使
用するソフトウェアによって支援されることがある。履歴的な解析およびデータと、モデ
リングツールとは、アナリストの評価を支援するため使用されることがある。関係者（特
に、会社職員、支払プロバイダ、医者、医療関係者、ユーザ）は、解析、および／または
、フォローアップのためのユーザ専用詳細事項、または要求されることがある他のアクシ
ョンを受信することがある。解析１５４は、システムによって記憶３０８されるか、およ
び／または、承認３１０のため実行者へ提出されることがある。実施形態では、記憶３０
８は、実行者承認３１０を必要とすることがある。重大性のテスト３１２は、ユーザとの
通信の適切な方法の選択を判定することがある。テスト３１２の結果が肯定である場合、
ユーザは、電話、インスタント・メッセージなどのような好ましい通信方法によって直ち
に通知されることがある。テスト３１２の結果が否定である場合、ユーザは同様に通知さ
れることがあるが、通知は、電子メールまたは郵便物などによる緊急性の低いルートを取
ることがある。いずれにしても、ソフトウェアツールは、評価に基づいて、適切な通信方
法および媒体を助言することがあり、そして、通信されるべき情報／メッセージを用いて
プリセットされたテンプレートをポピュレートすることがある。その上、通知は、いずれ
の手段においても、実行者利用可能性の通知をさらに含むことがある。解析１５４は、実
行者利用可能性／スケジューリングツールを始動させることがある。例えば、重大性３１
２に関する結果をユーザへ送信する前に、実行者利用可能性が評価され、同時に送信され
ることがある。ユーザは、約束時刻を取得し確認するため、利用可能性およびスケジュー
リングツールにアクセスすることがある。
【０２３１】
　実施形態では、皮膚解析システム１０４のためのユーザインターフェイス１０２は、装
置１０８とインターフェイスを取り、画像を記憶し、アルゴリズム１５０を開発し、任意
の個数の関心領域からの画像と、画像捕捉間の間隔と、投影された次の画像の捕捉日付と
を追跡することにより皮膚状態１５８を追跡し、所見を実行者へ通信し、シミュレーショ
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ンツール１３２と、皮膚タイプ判定ツール１３０と、皮膚サイクルモニタ１４０と、実行
者利用可能性／スケジューリングツールなどと相互作用するため使用されることがある。
【０２３２】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、装置１０８、コンピュータ、サーバ
、キオスク端末など、オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１
２４などの上で動くアプリケーションとして作動することがある。本明細書中に記載され
ているユーザインターフェイス１０２のありとあらゆる態様は、あらゆる環境の中で動く
ユーザインターフェイス１０２に適用可能である。
【０２３３】
　実施形態では、装置のためのユーザインターフェイス１０２は、本明細書中でさらに記
載されるように、例えば、通信装置のキーパッド、装置１０８に配置された一連のボタン
、スイッチなどに内蔵されるように、装置１０８と一体化されることがあり、またはコン
ピュータ、インターネット、イントラネット、モバイル通信装置、オンラインプラットフ
ォーム１０２、モバイルプラットフォーム１２４などの上で動くソフトウェアのように装
置１０８の外部にあることがある。ユーザインターフェイス１０２は、拡大率、光源、光
強度、光の波長、光の角度、光の電気的特性および磁気的特性、センサの位置決め、画像
捕捉の間隔、画像サイズ、データ記憶、データ送信などのような装置１０８の設定を変更
するため使用されることがある。
【０２３４】
　図５を参照すると、ユーザインターフェイス１０２は、捕捉された画像を日付、関心領
域、皮膚状態などによって体系化し、索引付けすることがある。例えば、限定されること
なく、図５に示されているように、同じ関心領域から捕捉された４枚の画像は、系列の中
の番号によって索引付けされる。実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、画像
化されている皮膚上の視野をリアルタイムで表示し、同時に、ユーザによって取得される
か、または提出された画像でユーザインターフェイス１０２をポピュレートすることがあ
る。ユーザインターフェイス１０２は、最初の画像、最新の画像、次の画像などを追跡す
ることがある。ユーザインターフェイス１０２は、本明細書中に記載されているように、
ユーザが画像をシャッフルし、シミュレーション１３２の基礎として画像を使用すること
を可能にすることがある。ユーザインターフェイス１０２は次の画像捕捉の催促を設定す
るため使用されることがある。ユーザインターフェイス１０２は画像および皮膚状態１５
８のレポートを作成するため使用されることがある。ユーザインターフェイス１０２は実
行者へレポートを送信するために使用されることがある。実施形態では、ユーザインター
フェイス１０２は皮膚タイプテストを始めるために使用されることがある。実施形態では
、ユーザインターフェイス１０２は、身体の形を描画することがある。ユーザが、例えば
、指示装置を用いて、身体の描画と相互作用するとき、画像化された身体の部分は、画像
がポップアップするか、またはそうでなければ、アクセスされるように、画像とリンクさ
れることがある。ユーザインターフェイス１０２は、プロンプトに応答してユーザからデ
ータを取得するため適合することがある。ユーザインターフェイス１０２は、捕捉された
画像の完全性をチェックするためにアルゴリズム１５０を利用することがある。ユーザイ
ンターフェイス１０２は、画像を捕捉し、画像に関連してユーザ入力を提供する際にユー
ザを指導することがある。
【０２３５】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、ホストハードウェア１０８または第
三者ハードウェア１０９と相互作用することがある。ハードウェア１０８、１０９は、ユ
ーザインターフェイス１０２を介してコンピュータ、オンラインプラットフォーム１２０
、モバイルプラットフォーム１２４などと接続し、ユーザが様々な皮膚健康状態、コンデ
ィションおよびタイプのパラメータを測定できる画像を捕捉することを可能にする画像化
装置を有することがある。ハードウェア装置１０８、１０９は、独立型装置でもよく、ま
たは医療または非医療用途のコンピューティング装置を介して接続しても、またはコンピ
ューティング装置に内蔵されてもよい。ユーザインターフェイス１０２は、ハードウェア
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装置１０８、１０９のための接続工程を指導することがある。装置１０８、１０９は、作
成された画像、レポートおよび助言を記憶し、画像のリポジトリをすべて皮膚健康状態レ
コード１２１の一部として維持することがある。装置は、皮膚健康状態レコード１２１の
系統的な記憶を可能にすることがある。第三者ハードウェア１０９は、水分センサ、化粧
品解析機、皮膚顕微鏡、カメラ、Ｘ線機械、ＭＲＩ、医療レコードプロバイダおよびソフ
トウェア、ウェブカメラ、通信装置などのような装置を有することがある。第三者ハード
ウェア１０９は、ユーザがよりより解析を取得し、このようなデータの集合を他のエキス
パートまたはユーザと共有することを可能にするためシームレスにシステム１０４に接続
することがある。
【０２３６】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２はタイプ判定１３０を可能にすることが
ある。特徴は、ユーザの皮膚の皮膚特徴および皮膚状態１５８を判定するために捕捉され
ることがある。民族性、皮膚色、場所因子、環境因子（例えば、花粉数、天候など）、お
よびライフスタイル因子のような広範な遺伝的パラメータは、ユーザの皮膚状態１５８を
判定するために画像および皮膚健康状態データに加えて収集されることがある。皮膚状態
１５８は、最も効果的な製品の助言を与えることを可能にするため製品経験順序付けおよ
び格付け１３８と相関させられることがある。
【０２３７】
　ユーザインターフェイス１０２は処方１１８を表示することがある。処方１１８は、ユ
ーザがハードウェアまたはコミュニティ主導型の個人用のスキンケア評価１６０および／
またはタイプ判定１３０と、製品効果および経験（例えば、匂い、味、感触、風合い、色
など）に関する格付けおよび順位付け１３８および／またはコメントによる製品経験共有
とに基づいて、ユーザの皮膚のため最も良く働く製品および製品使用パターンを学習する
ことを可能にする。処方１１８は、ユーザの個別のニーズに最もよく適するであろう製品
に関するユーザの集合的な入力とエキスパートの入力とに基づく動的な助言でもよい。
【０２３８】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２はシミュレーションツール１３２を可能
にすることがある。ユーザは、画像をアップロードし、様々な皮膚パラメータ（例えば、
皮膚の中の水分レベル、コラーゲンレベル、年齢など）をモデル化し、画像の変化を観察
できることがある。付加的に、ユーザは、画像上の様々な製品および処方１１８（スキン
ケア、化粧、医療、ネイルケア、ヘアケアなど）の影響をモデル化できることがある。シ
ミュレーションツール１３２は、モデル化された変化と現在の画像との比較を表示するた
め、ユーザが画像全体または画像の分割された半分の変化を見ることを可能にする。ユー
ザの画像は、最良の外観のため自動的または手動で最適化されることがあり、その外観を
取得するための製品または処方１１８が提供されることがある。シミュレーションツール
１３２は、消費者が有名人、著名人、平均的ユーザなどのような他の選択されたユーザ、
または非ユーザの皮膚特徴または状態１５８をモデル化することをさらに可能にする。
【０２３９】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２はデイリーレポート１３４を可能にする
。デイリーレポート１３４は、ユーザの皮膚状態１５８に基づいて、非常にカスタム化さ
れ、そして、ユーザに最も関連したユーザ情報を提供するレポートでもよい。デイリーレ
ポート１３４は、ユーザに関連した環境因子およびライフスタイル因子に基づいて追従さ
れるべきスキンケア処方１１８を一覧に掲載し、新しい製品情報１９０を指示し、現在の
スキンケア・シェルフ１１４および順位付け１３８または順位付け１３８の変化を表示し
、ユーザまたはエキスパート１０５からユーザに最も関連した製品についてフィードバッ
クすることなどがある。デイリーレポート１３４は、臨床試験および今度の結果、新製品
リリースおよび状況、イベント、日々の天気予報のような皮膚に影響を与える様々な因子
、ＵＶ指数、温度、花粉数などに関する情報と、ユーザに価値観を与える他のデータとを
含むことがある。デイリーレポート１３４は推奨された用法プロトコルに基づいて、製品
の保存期限が近付いているか、または補充が必要かどうかレポートすることがある。デイ
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リーレポート１３４は、ユーザインターフェイス１０２、書類、電子メール、ＳＭＳ、Ｒ
ＳＳ、映像、または何らかの他の通信媒体によってユーザに提供されることがある。
【０２４０】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は購入予定品リスト１３４を可能にする
ことがある。購入予定品リスト１３４は、ユーザが、ウェブサーフィンをしているか、ま
たはそうでなければ、製品情報１９０にアクセスしているときに、ドラッグ・アンド・ド
ロップ機能または他の選択メカニズムを使用して、製品を選択し、スキンケア・シェルフ
１１４の一部に追加することができる関数でもよい。ユーザは、他の人が購入予定品リス
ト１３４を参照できるように、この関数を他のユーザ、友人、および／または、家族と共
有できる。他のユーザは、その後、購入予定品リスト１３４から製品を選択し、製品を購
入し、ユーザへ送付できる。
【０２４１】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は順位付けおよび格付け１３８を可能に
する。順位付けおよび格付け１３８は、様々な製品特徴に関して、様々な格付けされてい
るもの、および順位付けされているものに対して実行されることがある。製品経験は、デ
ータベースに記憶されるべき簡単な格付けおよび順位付け１３８フォーマットとテキスト
形式コメントデータとでユーザから収集されることがある。この順位付けおよび格付け１
３８はリアルタイムでもよく、そして、例えば、同じ年齢、同じ性別、同じ皮膚タイプ、
同じ民族性、地理、水分レベルなどの特性のいずれかをもつユーザのような類似したユー
ザまたは仲間に基づいて、ユーザに最も関連しているものを表示するため同期することが
ある。これらの格付けおよび順位付け１３８は、動的な順位付けおよび格付け１３８でも
よい。ユーザには、順位付けされているもの／格付けされているものの総数、および／ま
たは、重み付けされたパーセントスコア式順位付けまたは格付け１３８のいずれかが表示
される。順位付けおよび格付け１３８は、認められた効果、匂い、手触り、感触、風合い
、製品を吸収する能力、製品によって残される染み、使いやすさなどの特徴のいずれかを
含む。ユーザは、ユーザの画像をアップロードし、他のユーザまたはエキスパート１０５
からの異なる製品助言に対する効果／外観の順位付けおよび格付け１３８を取得すること
がさらに可能である。例えば、限定されることなく、ユーザは、データおよび／または画
像をアップロードし、インドのハーブ専門家、日本のエイジング専門家などからのより優
れた製品に関する格付けおよびフィードバックを要求することがある。様々な製品の順位
付けおよび格付け１３８を提供するユーザは、そのユーザ自身が他のユーザによって格付
けされることがある。このことは、最も有効かつ公平なユーザの選択と、潜在的なエキス
パート１０５の特定の支援とを可能にすることがある。非常に格付けの高いユーザから構
成される小さい選択グループは、独占的な書き込み／発表、および順位付け／格付けの特
権が与えられることがある。
【０２４２】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は皮膚サイクルモニタ１４０を可能にす
ることがある。この皮膚サイクルモニタ１４０は、最後の画像が収集されたときを指示し
、皮膚が再生するために要する時間のような時間間隔、または何らかの他の間隔に基づい
て、次の走査をカウントダウンすることがある。現在までのところ、皮膚は２８日毎に再
生すると考えられている。皮膚サイクルモニタ１４０は、来るべき走査スケジュールを指
示するために、年齢、環境変化、および他の因子を考慮に入れる。
【０２４３】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、ウェルネス／ヘルス１４２を可能に
することがある。ユーザインターフェイス１０２は、ライフスタイルデータを収集し、ユ
ーザの特有の皮膚状態１５８および特徴に基づいて、（睡眠、休息、運動などのような）
ライフスタイル、および（ビタミン、食品、製品使用法などのような）健康に関する助言
をさらに提供することがある。ウェルネスおよびヘルスモジュール１４２は、ユーザが個
人用の最良当てはめヘルスおよびウェルネススケジュールおよび処方１１８を取得するこ
とを可能にする。
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【０２４４】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２はゲーム１４８を可能にすることがある
。ユーザは、ユーザが様々な製品をモデル化し、異なるヘアスタイルを試し、異なるヘア
スタイルおよび衣料品をモデル化することなどを可能にさせるゲーム１４８をプレイでき
ることがある。ユーザは、製品選択を簡単なプロセスにするため、他のユーザまたはコン
ピュータと相互作用することがある。このプロセスは、ユーザ嗜好および外観に関する情
報を収集するため使用される可能性もある。
【０２４５】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２はギフト案内１４４を可能にすることが
ある。ユーザの皮膚状態１５８に基づいて、個人用のギフトアドバイスがユーザのネット
ワークの中の他の人に提供されることがある。
【０２４６】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、タッチ・スクリーン・ユーザ・ナビ
ゲーションの中に内蔵されることがある。タッチ・スクリーン・システムは、ユーザが視
覚的外観を取得し、シミュレーションツール１３２へ進み、ピクチャ方向を変更し、ドラ
ッグ・アンド・ドロップを行うなどのように、ユーザインターフェイス１０２の様々な部
分へ進むことを可能にするため利用されることがある。タッチ・スクリーン・ナビゲーシ
ョンは、ハードウェア装置１０８がコンピューティングプラットフォームに接続されてい
るとき、特に役立つことがある。ユーザインターフェイス１０２は、皮膚レコード１２１
のための付加的な情報を提供するために、他の装置１０９からの情報、および／または、
皮膚顕微鏡、血液レポート、生体検査レポートなどのような評価を収集し、調整すること
をさらに可能にすることがある。
【０２４７】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、購入／見本ポータルを可能にするこ
とがある。ユーザインターフェイス１０２は、ユーザが製品を選択し、購入を完了するか
、または見本が予め入力された住所へ配送されるように要求することを可能にさせる購入
／見本ポータルを含むことがある。ポータルは、様々なソーシャル・ネットワーキング・
プラットフォーム１８８において、およびオンラインプラットフォーム１２０、モバイル
プラットフォーム１２４、コンピュータ、ラップトップ、携帯電話機、および他のモバイ
ル装置、医療用装置などのような様々なコンピューティングプラットフォームを介して利
用できることがある。
【０２４８】
　実施形態では、ユーザインターフェイス１０２は、スケジューリングおよびデータ共有
機能を可能にすることがある。ユーザは、特有のエキスパートまたは実行者とのミーティ
ングをオンラインでスケジュールし、意欲があれば、皮膚状態１５８または皮膚レコード
１２１の特定の部分と、履歴の一部分または全体そのままとをエキスパートまたは実行者
と共有することが可能である。選択およびスケジューリングプロセスを支援するための格
付けされたエキスパートおよび実行者と、利用可能性と、他の基準とは、ユーザに指示さ
れることがある。エキスパートは、実行者間、医者同士の間、医者とスパ、スパとスパな
どのようなエキスパート間で特有のデータの集合をさらに共有できることがある。
【０２４９】
　装置、特徴形状およびデータのような他の入力１１２は、ユーザの美容、化粧、または
皮膚、髪、爪などに関係した医療的関心事に関する個人用の評価を取得するために、ユー
ザによって提出されたデータを補強するため、または主要なデータとして使用されること
がある。例えば、ある一定の装置は、規格品で市販され、購入され、独自開発されること
がある。
【０２５０】
　実施形態では、ウェアラブルモニタ１８２は、システム１０４およびユーザインターフ
ェイス１０２への入力１１２でもよい。ウェアラブル皮膚健康状態モニタ１８２は、環境
および皮膚健康状態の変化のリアルタイム追跡を可能にすることがある。これらの装置は
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、身体に直接着用可能であるか、または衣料品、衣服、および／または、ユーザによって
携行される装飾品の中に統合される。実施例では、ユーザは、ＵＶレベルを監視し、ユー
ザによって使用される製品によって認められた日焼け防止レベルが設定された目標レベル
を下回る場合に警報を発する装置を所持している。これらのウェアラブルモニタ１８２は
、独立したユーザインターフェイス１０２を有するか、または他の入力装置を使用して個
人用のパラメータのためプログラム可能である。ウェアラブルモニタ１８２は、心拍、血
圧、運動レート、水分消費量、脂肪カウンタ、カロリー計などのような様々な物理的パラ
メータを捕捉することもある。モニタ１８２は水分補給レベルを評価できることもある。
【０２５１】
　実施形態では、ソーシャルネットワーク１８８は、システム１０４およびユーザインタ
ーフェイス１０２への入力１１２でもよい。ビューティ・ソーシャル・ネットワーク１８
８は、個人的、私的、および社会的な対話式環境において、美容または医療的な関心事に
関する情報を知ることおよび共有することに興味があるユーザの集団でもよい。意図は、
ユーザがこのような関心事について議論するために他のユーザを招き、そして、他のユー
ザにリンクし、情報１９０、１９２を取得し、製品、処方、エキスパート、実行者、他の
順位付けされたもの／格付けされたものなどの順位付け、格付け、および見直しを実行し
、購入を完了し、購入予定品リスト１１９にアクセスし、ギフト案内１４４にアクセスし
、ゲーム１４８をプレイし、デイリーレポート１３４を見直すことなどが行われ、その間
中に、ネットワーク内の他のユーザと経験を共有するビューティ・ソーシャル・ネットワ
ーク１８８を作成することである。
【０２５２】
　実施形態では、製品情報１９０は、システム１０４およびユーザインターフェイス１０
２への入力１１２でもよい。製品情報１９０のデータベースは、製品、名称、クレーム、
製造者情報、順位付けおよび格付け１３８、パッケージング情報、画像、用法パラメータ
、製品開発履歴または予測、特別な扱い、次回の変更、安全性情報、有効性情報、匂い、
味、色、風合い、価格、製造場所、ブランド情報、消費者フィードバックおよび経験、な
らびに、ユーザの皮膚、髪、爪などのための最良の美容的または医療的な結果を得るため
に、ユーザの個別の嗜好またはコンディションに合う最良製品の選択に役立つように取得
および／または維持されることがある他のパラメータを含むことがある。付加的に、マッ
サージ、美顔、髪染めなどのサービス指向製品に関する類似した情報は、脂肪吸引、皺取
り処置、レーザー脱毛、およびユーザの見栄えを良くし、皮膚状態１５８を改善または維
持するなどに役立つことに関連したその他の美容的、化粧的、および／または、医療的な
処置のような処置に関する情報と共に同様に取得されることがある。製造業者は、製品情
報１９０を登録し、処置流通ルートにある製品、臨床試験にある製品に関する情報などを
寄稿する。ユーザは、製品を順位付けおよび格付け１３８することがある。データベース
更新ユーティリティは、新製品情報１９０、小売店在庫などでデータベースを更新するこ
とがある。
【０２５３】
　実施形態では、ウェルネス情報１９２は、システム１０４およびユーザインターフェイ
ス１０２への入力１１２でもよい。主として、限定されることなく、ヘルスおよびウェル
ネスを支援し維持する非処方薬剤、サプリメント、およびその他の消耗品（例えば、ビタ
ミン、プロテインシェイク、サプリメントなど）のような様々な製品の影響のようなヘル
スおよびウェルネス情報１９２が捕捉されることがある。付加的に、ライフスタイル助言
に関する情報（例えば、特定の年齢グループ／民族などのための睡眠、休息、ダイエット
、および運動助言）が収集され、全体的なヘルス、ウェルネス、および美容／化粧の最適
な個人用の解決策およびサービスを可能にし、提供するために、ユーザ嗜好および特徴と
相関させられることがある。
【０２５４】
　実施形態では、プラグイン・ウェブ・キャプチャ１９４は、システム１０４およびユー
ザインターフェイス１０２への入力１１２でもよい。インターネット・ウェブ・ブラウザ
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およびバスケットまたはリポジトリのためのソフトウェア・コンポーネント・プラグイン
は、ブラウズされたウェブページ上のグラフィック・オブジェクトを認識し、ユーザがグ
ラフィック・オブジェクトを選択し、スキンケア・シェルフ１１４を含むページのような
ウェブ・ブラウザのページへのバスケットまたはリポジトリにドラッグ・アンド・ドロッ
プすることを可能にすることがある。このグラフィック・オブジェクトは、遠隔的にアク
セスされるか、またはプラグイン・モジュール１９４の一部分としてユーザのＰＣに存在
している、若しくは、コンピューティングプラットフォーム上の常駐ソフトウェアプログ
ラムの一部分として、標準的な参照テーブルを介して認識されるであろう。グラフィック
・オブジェクトは、スキンケア製品若しくはクリームのような商品の画像、またはウェブ
電子商取引サイトの一部として他のオブジェクトを含むことがある。一旦認識されると、
プラグイン１９４は、ピクチャを強調し、プラグインが認識されたことをユーザに通知す
るか、または付加的な情報または照会先を提供することがある。プラグイン１９４は、ブ
ランド名、商号、ジェネリック医薬品名、商標などをさらに認識する。
【０２５５】
　実施形態では、バーコード・スキャン１９８は、システム１０４およびユーザインター
フェイス１０２への入力１１２でもよい。様々な製品上のバーコード情報は、追跡、特定
、価格判定、および他の関連したデータの集合の中で、特に、類似した置換製品を特定す
る他の製品情報１９０、または他の同類の製品情報、用法助言、他のユーザ経験、価格付
けおよび配送情報との相関付けを支援するために捕捉されることがある。バーコード・ス
キャナ１９８は、ハンド・ヘルド・ユーザ装置１０８の一部分でもよく、独立型システム
でもよく、手動エントリメカニズムなどでもよい。
【０２５６】
　実施形態では、従来型の情報／質問票１０１は、システム１０４およびユーザインター
フェイス１０２への入力１１２でもよい。ユーザおよび製品に関する情報１０１は、動的
な質問および静的な質問を介して捕捉されることがある。年齢、性別、場所、個人的なラ
イフスタイル習性、喫煙習慣、睡眠パターン、皮膚乾燥／脂性および水分レベル、製品好
き嫌い、匂い、味、吸収、汚染傾向などのようなパラメータに沿った他の製品に関する経
験は、ユーザのサービス製品、システム１０４、またはユーザインターフェイス１０２と
の相互作用の様々な時点に散在している質問および回答と、ゲームおよび他の対話型ツー
ルとを使用して簡単な方法で捕捉されることがある。情報１０１は、ユーザから直接的に
、または仲介を介して捕捉されることがあり、コンピュータ・データ・ポピュレーション
によって自動的に、アルゴリズム１５０の出力として、またはエキスパートの評価に基づ
いてエキスパートによって増強されることがある。情報１０１は、クイズ、バッジ・アン
ド・ウィジット・ベース形式、オン・ザ・フライ、適応的な調査質問などによって取得さ
れることがある。情報１０１は、「どれくらいの頻度で買い物に出掛けますか（Ｈｏｗ　
ｏｆｔｅｎ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｇｏ　ｓｈｏｐｐｉｎｇ）？」、「化粧品を買い物するのは
いつですか（Ｗｈｅｎ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｓｈｏｐ　ｆｏｒ　ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ）？」、
「通常は出掛ける場所はどこですか（Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｔｙｐｉｃａｌｌｙ　
ｇｏ）？」、「なぜその場所ですか（Ｗｈｙ　ｔｈａｔ　ｓｐｏｔ）？」、「誰と一緒に
買い物をしますか（Ｗｈｏ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｓｈｏｐ　ｗｉｔｈ）？」、「なぜですか（
Ｗｈｙ）？」、「友人にアドバイスを求めるとき、友人に何を求めますか（Ｗｈａｔ　ｄ
ｏ　ｙｏｕ　ａｓｋ　ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄｓ　ｗｈｅｎ　ａｓｋｉｎｇ　ｆｏｒ　ａ
ｄｖｉｃｅ）？」、「化粧品に関する新製品／情報を目指して出掛ける場所はどこですか
（Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｇｏ　ｆｏｒ　ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ／　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　ａｂｏｕｔ　ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ）？」、「オンラインで買い物するので
はなく、百貨店へ出掛ける必要があるのはいつですか（Ｗｈｅｎ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｈａｖ
ｅ　ｔｏ　ｇｏ　ｔｏ　ａ　ｄｅｐｔ　ｓｔｏｒｅ，ｖｓ．ｂｕｙｉｎｇ　ｏｎｌｉｎｅ
）？」、「友人から何かを直ちに知りたくなるのはいつですか（Ｗｈｅｎ　ｗｏｕｌｄ　
ｙｏｕ　ｗａｎｔ　ｔｏ　ｋｎｏｗ　ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ　ｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙ　ｆ
ｒｏｍ　ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄｓ）？」、「友人に何を求めますか（Ｗｈａｔ　ｄｏ　
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ｙｏｕ　ａｓｋ　ｆｒｏｍ　ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄｓ）？」、「どのようにして携帯電
話を選びますか（Ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｃｈｏｏｓｅ　ａ　ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ
）？」、「携帯電話のメニューに関して気にかけることは何ですか（Ｗｈａｔ　ｄｏ　ｙ
ｏｕ　ｃａｒｅ　ａｂｏｕｔ　ｍｅｎｕｓ　ｏｎ　ａ　ｃｅｌｌ　ｐｈｏｎｅ）？」、「
新しい携帯電話を手に入れるのはいつですか（Ｗｈｅｎ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｇｅｔ　ａ　ｎ
ｅｗ　ｃｅｌｌ　ｐｈｏｎｅ）？」などの質問票によって取得されることがある。
【０２５７】
　実施形態では、第三者エキスパート１０５は、システム１０４およびユーザインターフ
ェイス１０２への入力１１２でもよい。システム１０４は、実行者と、医者と、医療エキ
スパートと、エステティシャンと、スケジューラと、製品含有物エキスパートと、美容師
と、ハーブ、アユルベーダおよびホメオパシーのエキスパートと、ヘルスおよびウェルネ
スのエキスパートと、メディアエキスパートと、写真増強エキスパートなどのような様々
のエキスパートをユーザと接続し、相互に接続することがある。ユーザは、個人用のアド
バイスを取得するためにシステムを介して、地理的に異なる場所に位置しているこのよう
なエキスパート１０５に質問を向けることができる。エキスパート１０５は、収集された
ユーザのデータおよび特徴を供給されることがあり、エキスパート評価のレコードはレコ
ード１２１に維持されることがある。エキスパートによって供給された助言は、購入／見
本要求などのためユーザへ提供されることがある。エキスパートは、エキスパートコミュ
ニティの範囲内、またはユーザとの議論または照会のためのある一定の事例またはデータ
の集合に警告を与えることができる。
【０２５８】
　実施形態では、第三者ハードウェア１０９は、システム１０４およびユーザインターフ
ェイス１０２への入力１１２でもよい。システムは、既存の画像化解決手段、カメラ装置
、コンピュータ、照明システム、万歩計のようなスポーツ装置などのような様々な第三者
ハードウェア１０９と接続することがある。
【０２５９】
　実施形態では、第三者サービスプロバイダ１１１は、システム１０４およびユーザイン
ターフェイス１０２への入力１１２でもよい。第三者サービスプロバイダ１１１は、ユー
ザが医療的または化粧的／美容的なニーズなどに関して自分の髪、皮膚、爪などのための
最良の個人用の製品またはサービス選択を行えるようにシステム１０４に統合されること
がある。第三者サービスプロバイダ１１１は、病院、医者、スパ、サロン、エステティシ
ャン、美容師、化粧カウンタ、ドラッグストア、化粧品販売担当員およびウェブサイト、
順位付けおよび格付けサービス、製品情報データベース、試験室、雑誌および情報プロバ
イダ、保険会社、ソーシャル・ネットワーキング・サイト、ヘルスおよびウェルネスサー
ビス、写真増強サービスなどを含むことがある。例えば、皮膚関心事に基づいて、医者の
ためのスケジューリングシステムが統合され、スケジューリング選択肢がオンラインでユ
ーザに提案され、同時に、ユーザとの担保範囲を確認するため保険プロバイダと接続する
。その上、コンディションに関する事前評価、カウンタを介して、または処方箋のいずれ
かによって予め定められた履歴的な医療品および／または化粧品の利用可能性、および／
または、助言されたサービスは、ユーザのための選択プロセスを便利かつ簡単にするため
に捕捉されることがある。
【０２６０】
　図７を参照すると、皮膚状態１５８、スキンケア目標、および皮膚に影響を与える環境
因子に基づいてスキンケアのための助言を提供するシステムは、個人の皮膚状態１５８を
取得することと、皮膚状態１５８によって個人を分類することと、スキンケア目標を達成
する際に効果がある製品および処方を助言することとを有する。システムは、コンピュー
タベース、インターネットベース、ネットワークベースなどでもよい。システムは、皮膚
サービスのコミュニティ主導型設備でもよい。実施形態では、助言は、類似した皮膚状態
を用いて他のユーザを特定し、他のユーザに効果的である製品または処方を特定すること
に基づいて行われることがある。実施形態では、助言は、製品情報１９０、ウェルネス情
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報１９２、第三者データベース１１５、エキスパート１０５、サービスプロバイダ１１１
などに基づいて行われることがある。図７に示されているように、ユーザは、初期画像を
捕捉し、この場合には水分のような特定のエンドポイントのための解析を実行する。シス
テムは、所与の水分レベル、皮膚状態１５８などに効果がある水分レベルに基づいてある
一定の製品を自動的に助言することがある。付加的に、システムは、最高ケア、標準ケア
、低いケアのような様々なスキンケア処方１１８に基づいて皮膚状態１５８の投影を実行
することがある。実施形態では、画像は装置１０８または第三者ハードウェア１０９を使
用して捕捉されることがある。画像は、いずれかの画像捕捉装置または技術を使用し、非
偏光光、偏光光、単色光、散乱光、白色光、複数の単一波長光などのようないずれかの入
射光を利用して捕捉されることがある。いずれかの捕捉画像が皮膚状態１５８を取得する
ために使用されることがある。
【０２６１】
　スキンケア・システムのスキンケア助言ページの実施形態は、ユーザが現在使用してい
る製品のレポートと、皮膚状態１５８を取得するためのユーザ入力と、助言要求などを含
むことがある。ユーザが現在使用している製品に関するレポートは、順位付けまたは格付
け１３８を含むことがある。例えば、ユーザがユーザインターフェイス１０２にアクセス
するとき、ユーザは、自分の現在の処方１１８と、使用されている現在の製品または療法
と、あるいは、過去に使用された製品または処方１１８とを用いて自分の経験を判定する
ために適応的な質問票にアクセスすることがある。例えば、ユーザは、「どのような効果
があるか（Ｈｏｗ　ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｉｓ　ｉｔ）？」、「どのような香りか（Ｈｏ
ｗ　ｉｓ　ｉｔｓ　ｆｒａｇｒａｎｃｅ）？」、「どの程度吸収するか（Ｈｏｗ　ｄｏｅ
ｓ　ｉｔ　ａｂｓｏｒｂ）？」、「吹き出物の原因になるか（Ｄｏｅｓ　ｉｔ　ｃａｕｓ
ｅ　ｂｒｅａｋｏｕｔｓ）？」、「どのような感触か（Ｈｏｗ　ｄｏｅｓ　ｉｔ　ｆｅｅ
ｌ）？」、「この製品は十分な価値があると思うか（Ｄｏ　ｙｏｕ　ｔｈｉｎｋ　ｔｈｉ
ｓ　ｐｒｏｄｕｃｔ　ｉｓ　ｏｆ　ｇｏｏｄ　ｖａｌｕｅ）？」などのような質問に応答
するように要求されることがある。当然ながら、順位付けおよび格付けは、質問によって
促される必要はなく、単に事例でもよく、質問以外のフォーマットで配置されてもよく、
ドロップダウンメニューなどに配置されてもよい。皮膚状態１５８を取得するため、ユー
ザは、性別、年齢、民族性、場所、皮膚色、環境因子などのような様子に関係するデータ
を入力することがある。実施形態では、装置１０８または第三者ハードウェア１０９から
取得された画像の解析１５４は、皮膚状態１５８を判定するためさらに使用されることが
ある。ユーザ入力、画像の解析、またはこれらの組み合わせのいずれかから導出された皮
膚状態１５８に基づいて、ユーザは、ウェルネス１９２、処方１１８、エキスパート１１
５、サービスプロバイダ１１１、および製品情報１９０を格納するデータベースに接続す
ることにより、ユーザの皮膚状態１５８のため最も良く効く製品および処方１１８を判定
できることがあり、情報は、製品含有物、製品クレーム、製品標識、製品組み合わせ、製
品用法プロトコル、製品格付けおよび順位付け１３８などを含むことがある。順位付けお
よび格付け１３８を組み入れることにより、コミュニティ主導型助言が、年齢、皮膚色、
場所、民族性、環境因子などに関して調節された皮膚関連製品のため作成されることがあ
る。実施形態では、ユーザは、水分、保護、浄化、色調、美容、アンチエイジング、皺防
止、皮膚引き締め、深い浄化、毛穴縮小、酒さ処置、剥離、明るい皮膚、日焼け、日焼け
防止、セルフタン、座瘡処置、にきび防止、明度改善、皮膚再生、染み処置、目尻の皺の
処置、脱毛、瘢痕処置などのような皮膚目標の選択を含む助言要求を実行することがある
。実施形態では、皮膚目標は、システム１０４によって自動的に選択されることがある。
自動選択は皮膚状態１５８の様子に基づくことがある。例えば、解析１５４が、皮膚が激
しく乾燥していることを明らかにする場合、システムは、激しく乾燥している皮膚のため
の加湿製品を助言することがあり、またはシステムは製品の中で探すべき含有物を助言す
ることがある。ユーザは、例えば、製品を電子ショッピングカート１１３に入れることに
より、助言ページから直接的に製品を購入できることがあり、または買い物のための別の
サイトに向けられることがある。実施形態では、ユーザはさらなる買い物のため製品を購
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入予定品リスト１１９に追加することがある。実施形態では、ユーザは、用法シナリオ（
例えば、午前中、午後、夜など）の意図（例えば、仕事、楽しみなど）によって、ユーザ
がユーザの特定の皮膚特徴１３０に基づく論理的な形式で自分の製品および処方１１８を
体系化することができる処方１１８へのインターフェイス、または描画でもよいスキンケ
ア・シェルフ１１４に製品を追加することがある。ビューティシェルフ１１４は、様々な
人（例えば、医者、皮膚科医、エステティシャン、スパ専門家、ユーザ全体、エキスパー
ト、最も類似している人など）による助言のための複数の画面を有することがある。ビュ
ーティシェルフ１１４は、個人用の製品の配置でもよい。ユーザは、ウェブをたどり、新
製品を見つけ、そして、自動的にポピュレートされた助言を有するときに、製品をドラッ
グ・アンド・ドロップ（または、追加するため選択）することがある。この機能は、ウェ
ブをたどっている間に関心のある製品を強調するプログラムを含むことがある。ビューテ
ィシェルフ１１４は、ソーシャル・ネットワーキング・サイト、および他の個人的なペー
ジ、および／または、ツールバーに独立して置かれることが可能であるアプリケーション
でもよい。ビューティシェルフ１１４は、購入日付および購入履歴と、製品期限切れ警告
と、他の用法更新情報とをさらに知らせることがある。ウェブサイトから行われた購入は
、ユーザのビューティシェルフ１１４に自動的に加わり、同時に、オフライン購入のため
のマニュアルエントリもまた可能になる。
【０２６２】
　実施形態では、ユーザは、助言ページから直接的に助言製品または非助言製品の見本を
取得できることがある。ショッピングカート１１３は、スキンケア・シェルフ１１４と一
体化する機能でもよい。ユーザは、個人用の助言を使用し、購入用または見本配送用のい
ずれかの製品を選択できることがある。ユーザは、住所、出荷方法、クレジットカード番
号などのような個人情報を要求されることがあり、その情報はショッピングカート１１３
によって保持されることがある。ショッピングカート１１３は、製品が強調され、後で購
入するためショッピングカート１１３の中へドラッグされるように、ユーザインターフェ
イス１０２の一部として、またはウェブページ上のプログラムとして、ツールバーに存在
することがあるスキンケア・シェルフ１１４と類似した形式で、独立したプログラムでも
よい。製品をカート１１３にドラッグすることは、データベース全体に亘って、および様
々なウェブサイト全体に亘って、製品の最良価格、場所、および利用可能性と、消費者経
験、順位付けおよび格付けなどのための問い合わせをさらに開始することがある。
【０２６３】
　図９を参照すると、スキンケア・システムの製品格付けページが描かれている。助言を
取得するため、ユーザは、ユーザの医療品、非医療品、化粧品、およびスキンケア製品の
経験に応答するように要求され、それによって、データ収集を安価に拡大することがある
。例えば、ユーザは、製品を特定し、効果評価と、製品、事例情報、用法情報などの順序
付けおよび格付け１３８を提供することがある。この情報は、さらなる助言を精緻化する
ために、ウェルネス１９２、処方１１８、および製品情報１９０のデータベースに記憶さ
れることがある。実施形態では、製品経験に対するユーザ応答は、自動的にまたは要求時
に、友人および／または他のユーザと共有されることがある。
【０２６４】
　図１０を参照すると、スキンケア・システム１０４のユーザインターフェイス１０２の
ホームページ１０００が描かれている。ユーザは、ユーザプロファイルの中に、または皮
膚レコード１２１の一部分として記憶される、名前、性別、年齢、職業、ＩＤ、住所、電
話番号、電子メールアドレス、決済情報、新しい関係ユーザなどのようなデモグラフィッ
ク情報を入力するように促されることがある。ホームページは、皮膚レコード１２１、ま
たは画像化された領域、画像化された日付、および解析の状態の一覧を表示することがあ
る。タスクが皮膚履歴／レコード１２１において終了すると、アイコンがステータス（Ｓ
ｔａｔｕｓ）の近くに表示されることがある。ユーザは、ホームページ１０００から新し
いスキン・ヘルス・テスト（Ｓｋｉｎ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｔｅｓｔ）を開始できるか、また
は新しい皮膚関心事を提出できることがある。ユーザは、関心のある第三者へ解析１５４
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を転送し、皮膚の様子、皮膚履歴／レコード１２１、画像解析などに関する質問をエキス
パートに要求し、決済情報および履歴を見ることなどが可能である。
【０２６５】
　図１１を参照すると、皮膚健康状態テストのウェルカムページ１１００が描かれている
。ウェルカムページは、皮膚健康状態テストに関する情報、弾性、皺／小皺、光損傷、輝
き／明度などのようなテスト対象であるエンドポイントを提供することがある。皮膚健康
状態テストの解析を使用して、システムはユーザの皮膚処方１１８の個人用の評価を提供
することがある。ユーザはウェルカムページ１１００から皮膚健康状態テストを開始する
ことがある。
【０２６６】
　図１２を参照すると、スキンケア・システムの質問票ページ１２００が描かれている。
質問票は、後続の画像解析のため役立つことがある関連した皮膚履歴を捕捉することがあ
る。質問は、複数の選択形式で、または自由回答式質問として尋ねられることがある。例
えば、質問は、顔、手、首、足、胴などを含む応答を伴う「製品をどこに使用しますか（
Ｗｈｅｒｅ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｕｓｅ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕｃｔ）？」であることがある
。別の質問は、保護するため、治すため、潤いを与えるため、および他のスキンケア目標
を含む応答を伴う「なぜ製品を使用しているのですか（Ｗｈｙ　ａｒｅ　ｙｏｕ　ｕｓｉ
ｎｇ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕｃｔ）？」であることがある。別の質問は、皺／小皺を除去
するため、輝き／明度を改善するため、柔らかさ／弾性を増加させるため、および他のス
キンケア目標を含む応答を伴う「なぜ製品を使用するつもりなのですか（Ｗｈｙ　ａｒｅ
／ｗｉｌｌ　ｙｏｕ　ｂｅ　ｕｓｉｎｇ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕｃｔ）？」であることが
ある。他の質問は、定期を含む応答を伴う「製品をどれだけの期間使用しているのですか
（Ｈｏｗ　ｌｏｎｇ　ｈａｖｅ　ｙｏｕ　ｂｅｅｎ　ｕｓｉｎｇ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕ
ｃｔ）？」、「どれくらいの頻度で製品を適用しますか（Ｈｏｗ　ｏｆｔｅｎ　ｄｏ　ｙ
ｏｕ　ａｐｐｌｙ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕｃｔ）？」、「いつ製品を適用しますか（Ｗｈ
ｅｎ　ｄｏ　ｙｏｕ　ａｐｐｌｙ　ｙｏｕｒ　ｐｒｏｄｕｃｔ）？」などであることがあ
る。収集される他の情報は、ユーザがどのようにして通知を選ぶか、製品がどこで購入さ
れたか、ユーザが製品の季節的な用法を採用しているかどうかなどであることがある。質
問票ページ１２００から、ユーザは皮膚健康状態テストを開始することがある。
【０２６７】
　図１３を参照すると、スキンケア・システムの皮膚画像捕捉ページ１３００が描かれて
いる。実施例では、ユーザインターフェイス１０２は、画像を捕捉するために装置１０８
にアクセスすることがあるが、他の装置１０９がシステム内で使用されると都合がよいこ
とがあることが理解されるべきである。ページ１３００は、画像化される領域のリアルタ
イムビューを表示することがある。ユーザは、前に画像化された領域の正確な画像を取得
できるように位置決めツールを利用できることがある。画像が捕捉され、提出されると、
アルゴリズム１５０は画像の完全性を検証することがある。解析のため適した画像が捕捉
されると、ユーザは解析ページ１４００へ進むことがある。
【０２６８】
　図１４を参照すると、棒グラフ付きのスキンケア・システムの結果ページが描かれてい
る。アルゴリズム１５０は、本明細書中で既に記載されているように、画像を解析し、皺
、弾性、明度、堅さ、締まりなどの測定を提供するため使用されることがある。実施形態
では、指標は定量的指標でもよい。最初の解析は、追跡の目的のための基本線であると見
なされることがある。指標毎に、ユーザは、自分の年齢、皮膚状態、性別、民族性、また
は他のカテゴリのための基本線と比較されることがある。例えば、グラフは、各グラフ上
の１本目の棒にユーザに対する読みを描き、同じ年齢の人々の平均ベースラインを２本目
の棒に描いている。目視から明白であるように、ユーザは、この場合、平均より優れてい
る。これらの結果は、説明を簡略化するため、カラー符号化されることがある。結果ペー
ジ１４００は、各指標の説明を含むことがある。ユーザは、指標のそれぞれに対し、ある
一定のコンディションが引き起こされる原因、皮膚コンディションを改善するためのヒン



(67) JP 5771007 B2 2015.8.26

10

20

30

40

50

トおよび秘密のようなより多くの情報（Ｍｏｒｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を要求でき
ることがある。ユーザには、いつ領域を再走査するか、どの製品を使用するか、どの処方
１１８を利用するかなどに関する命令が与えられることがある。望ましい改良は含有物と
相関させられることがあり、ユーザの皮膚のため最も効果のある製品が助言されることが
ある。ユーザは、ユーザ、画像、画像の時間順、画像から導出された情報、助言、製品、
処方１１８などに関する情報を収容することがある皮膚レコード１２１にアクセスし、お
よび／または、皮膚レコードを編集することがある。ユーザはレポートを取得するために
レポート設備にアクセスすることがある。
【０２６９】
　図１５を参照すると、トレンド解析付きのスキンケア・システムの結果ページが描かれ
ている。スキンケア製品または処方の効果を追跡する方法は、ベースライン皮膚健康状態
評価を取得することと、スキンケア目標、製品、および処方のうちの少なくとも１つに基
づいて監視間隔を助言することと、第２の皮膚健康状態評価を取得することと、スキンケ
ア目標へ向かう経過を判定するために第２の評価をベースライン評価と比較することと、
選択的に、皮膚健康状態評価を改善するために処方１１８または製品を最適化することと
を有することがある。後続の画像が捕捉され、システム１０４へ提出されるとき、トレン
ド解析が実行されることがある。後続の画像は、製品および／または処方１１８の効果を
追跡し、最終的に、ユーザにアドバイスし、ユーザの皮膚処方１１８、製品および／また
はコンディションを最適化するために使用されることがある。トレンド解析１５０２は、
処方１１８の間に中間皮膚状態１５８を判定するために役立つことがある。トレンド解析
１５０２は、ベースライン読み取り値、ユーザと同じ年齢の人の健康な皮膚に対する平均
読み取り値、および皮膚コンディションのタイプ毎の個別の指標を表示することがある。
経過は長期に亘って示されることがある。２８日間の皮膚サイクルに亘る、処置タイムフ
レームに亘る、季節毎の、周期的に１年に亘るなどのような時系列の画像は、皮膚状態１
５８の経過を追跡するために捕捉されることがある。データは、ピクチャにデータを含む
絵を表す図、グラフを表す図、トレンドを表す図、数値を表す図、テキストを表す図など
に表現されることがある。経過は、ユーザがテストのはじめに指定した関心事／スキンケ
ア目標によって並び替えられることがある。ユーザは、次の画像を取得すべきとき、処方
１１８を継続すべき期間の長さ、処方１１８の変更の仕方が通知され、製品または処方１
１８の効果に関して再び保証され、有用な秘密などを受信することがある。ユーザは、皮
膚レコード１２１を閲覧し、および／または、編集することがある。ユーザは、過去の画
像を閲覧し、将来の経過のシミュレーション１３２を実行できることがある。ユーザは、
レポートを取得するためにレポート設備にアクセスすることがある。
【０２７０】
　図１６を参照すると、スキンケア・システムの概要画面が描かれている。現在の指標、
スキンケア目標に接近する経過、製品評価、処方１１８の評価、処方１１８または製品使
用の継続、修正または中止に関するアドバイスの時間間隔に亘る全体的な解析が示されて
いる。ユーザは、ステップ単位の解析を閲覧するか、または完全なレポートを取得するこ
とがある。提案された処方１１８の最後のような間隔で、レポートは、ユーザの皮膚状態
１５８が長期に亘ってどのように変化したか、ユーザの皮膚が処方１１８を開始したとき
より健康的であるかどうか、製品または処方１１８が初期目標、処方１１８／製品効果に
関するフィードバックなどを達成したかどうかに関する情報を含むことがある。現在の皮
膚状態１５８が与えられると、新しい製品または処方１１８が助言されることがある。例
えば、システムは、現在の皮膚状態１５８が与えられると、ユーザの明度を高めるために
特定の含有物を探すことを助言することがある。レポートは、画面に表示されること、印
刷されること、外注されることなどがある。レポートは、進行中の処置および相談のため
実行者と共有されることがある。
【０２７１】
　図１７を参照すると、スキンケア・システムの弾性概要ページ１７００が描かれている
。各標識のステップ単位の解析がなされることがある。例えば、弾性指標のステップ単位
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の解析は図１７に示されている。概要ページ１７００は、別個の概要ページ１７００上の
各表示のため、例えば、棒グラフの中に、ある間隔に亘って捕捉されたデータの全部を描
くことがある。図１７は弾性概要ページを描いているが、概要ページは、ありとあらゆる
関心事に関係したデータを要約することが理解されるべきである。スキンケア目標の達成
へ向かう経過は、データおよびデータの解析によって、またはユーザ入力から知らされる
ことがある。スキンケア目標を達成する際にユーザの製品または処方１１８の評価が行わ
れることがある。将来のニーズを達成することを可能にする製品または処方１１８が知ら
されることがある。システムは、定められたスキンケア目標を達成する際に、他のユーザ
により使用された製品、または利用された処方１１８を知らせることもある。
【０２７２】
　一実施形態においては一時点か一定期間にわたって得たデータを他のスキンケア・シス
テム・ユーザや開業医などと共有できる。一実施形態においてはデータをデータオブジェ
クトとしてスキンケア・システムのオンラインプラットフォーム１２０かモバイルプラッ
トフォーム１２４のユーザと共有できるほか、ブログに投稿したり、ｅメールで第三者に
送信できる。実施形態によってはデータはドラッグ・アンド・ドロップできるデータオブ
ジェクトである。例えば、図１５に示されるリンクルトレンド解析１５０２を図６８のよ
うに友人と共有したり、ブログやフォーラムに投稿し図６９のようにユーザがデータにつ
いて議論したり、図７０のようにコンテンツの一部としてユーザがこれを議論することが
できる。
【０２７３】
　一部の実施形態においては皮膚状態１５８と、スキンケア目標と、皮膚に影響をおよぼ
す環境要因とに基づきスキンケアについて助言を提供するシステムでは、オンラインプラ
ットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、ソーシャル・ネットワーキング
・インターフェイスなどでのツールやアルゴリズム１５０の相互作用により、製品や処方
の助言を受け取ったり、製品や処方１１８の効果を追跡できる。このシステムは地理的に
離れた消費者、製造業者、製品情報、エキスパート、サービスプロバイダ、美容・医療分
野の関係者を結び、消費者の皮膚、毛、または爪に関する問い合わせや悩みついてパーソ
ナルな評価を提供するオンライン１２０またはモバイル１２４の通信プラットフォームで
ある。オンラインプラットフォーム１２０、モバイルプラットフォーム１２４、またはソ
ーシャル・ネットワーキング・インターフェイスにはユーザインターフェイス１０２があ
る。実施形態によっては装置１０８からのデータや画像を使用せず、オンラインプラット
フォーム１２０上で作動するアルゴリズム１５０によってスキンケア評価が提供される。
つまりユーザはオンラインプラットフォーム１２０に参加するにあたって装置１０８から
のデータを必要としない。このオンラインプラットフォーム１２０は単独の皮膚健康評価
およびスキンケア助言ツールである。ただし実施形態によっては、オンラインプラットフ
ォーム１２０で皮膚健康評価とスキンケア助言を提供するにあたって画像データも使用す
ることがある。ユーザインターフェイス１０２はオンラインプラットフォーム１２０と連
係する。例えばユーザは皮膚健康解析、監視、助言のためシステムのオンラインプラット
フォーム１２０にアクセスし、皮膚健康を監視し、画像化装置１０８またはその他の装置
１０９またはモニタ１８２からデータをダウンロード、処理、解析、追跡、蓄積し、解析
／ＡＰＩ１５４から、または仲間から、製品および／または処方の助言を受け取り、仲間
とともに皮膚状態１５８を処方１１８と比較し、製品情報１９０を受け取り、製品を購入
し、スキンケア・シェルフ１１４に助言を追加し、処方１１８、順位付け、有効期限、費
用、スキンケア目標、時刻、頻度、友人などによりスキンケア・シェルフ１１４を整理し
、スキンケア・シェルフ１１４で製品／処方に関するコミュニティの格付け、順位付け、
コメントを閲覧し、製品を順位付け／格付けし、製品、処方、仲間の製品および／または
処方などについてコメントを残し、新製品の通知や製品リコールを受け取り、デイリーレ
ポート１３４を受け取り、ソーシャルネットワーク１８８とやり取りする。ユーザインタ
ーフェイス１０２によりユーザは簡単に画像を撮影、提出し、データを入力し、履歴を追
跡し、助言と解析を得、皮膚、毛、および／または爪の美容／化粧または医療問題にかか
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わる買い物をすることができる。オンラインプラットフォーム１２０にはユーザインター
フェイス１０２があり、これがユーザを案内する一方で皮膚レコード１２１を保管するデ
ータリポジトリと履歴追跡ツールとしての役割を果たすほか、ユーザが自身のコンディシ
ョンに関する情報を論理的に整理するのに役立つ。
【０２７４】
　ユーザインターフェイスは一実施形態においてスキンケア・シェルフ１１４を有する。
このスキンケア・シェルフ１１４はユーザが自身の具体的な皮膚特徴１３０／皮膚状態１
５８に基づき製品と処方１１８を用法シナリオ（午前中、午後、夜など）、意向（仕事、
楽しみなど）、スキンケア目標（潤い、輝き、保護など）などにより論理的に整理するた
めの構造である。スキンケア・シェルフ１１４は様々な者（開業医、医師、皮膚科医、ス
パ専門家、ユーザ全般、エキスパート、最も類似する人など）による助言のため複数の「
ページ」を有することがある。スキンケア・シェルフ１１４では製品、処方１１８、およ
び／または情報１９０、１９２を自分なりに配置できる。ユーザはウェブを移動しながら
新しい製品が見つかると製品をドラッグ・アンド・ドロップ（または選択して追加）でき
るほか、助言は自動的に挿入される。これはウェブを移動しながら関心を寄せる製品を強
調する機能を含む。例えばプラグイン１９４を使用することでユーザはインターネット上
のどの場所からでも情報を取り込むことができる。例えばユーザは美容雑誌に掲載された
イメージチェンジに関する記事のウェブページへアクセスし、そのイメージチェンジの製
品を自身のスキンケア・シェルフ１１４および／またはショッピングカート１１３に入れ
ることを望むかもしれない。ユーザは追加の製品情報１９０を得るため、処方１１８に加
えるため、購入するため、サンプルを請求するため、製品名をクリックし、スキンケア・
シェルフ１１４およびショッピングカート１１３の内少なくとも一方まで製品をドラッグ
する。スキンケア・シェルフ１１４はソーシャル・ネットワーキング・サイト１８８やそ
の他のパーソナルページおよび／またはツールバーに単独で存在するアプリケーションで
あってもよい。スキンケア・シェルフ１１４は、購入日、購入履歴、製品有効期限通知、
使用に関するその他の最新情報を表示することもある。一実施形態においてはウェブサイ
ト外で行われた購入が自動的にユーザのシェルフ１１４へ追加されるほか、オフライン購
入の手動入力も可能である。
【０２７５】
　ユーザインターフェイス１０２は一実施形態においてモバイルプラットフォーム１２４
と連係する。このユーザインターフェイス１０２は携帯電話機、ラップトップ、デジタル
カメラ、医療用装置など様々なモバイル装置１８４のプラグ・アンド・プレイをサポート
する。例えば携帯電話機はユーザが皮膚の画像を撮影し、データを入力／捕捉し、ウェブ
を通じて無線またはケーブル経由でユーザインターフェイス１０２へ接続し、シームレス
な接続とデータ転送を可能にする装着品または内蔵機能を有する。モバイル装置を利用す
れば様々な場所で画像やデータを得、コミュニティから様々な情報を入手できる（例えば
浜辺でサンスクリーンの効果を測定、製品のフィードバック、最良価格、最寄の物理的販
売場所、クーポンなどを得るための特定の場所の画像、製品画像、バーコード画像）。ユ
ーザはデータを共有したり、製品に関する質問を他のユーザに瞬時に尋ねることもできる
。モバイル装置は内部充電される内蔵レンズシステムか単独装着されるレンズシステムに
よりバッテリー電力と装置の光源を使って画像を撮影し、内蔵通信手段を用いて画像を送
信できる。
【０２７６】
　図１８を参照すると、オンラインプラットフォーム１２０のユーザインターフェイスが
マップとして図示されている。ホームページはユーザのプロフィール、ユーザの好み、そ
の他の基準に応じてテーマや雰囲気を変えることができる。例えば面白みのあるもの、シ
リアスなもの、病院のようなものなどがある。ユーザはこのユーザインターフェイスから
製品をレビューし、逸話を寄稿し、レポートし、レポートをレビューし、製品、皮膚タイ
プ別にブログをレビューし、自身のビューティシェルフ１１４を訪ねることができる。情
報には自由にアクセスできる、登録によりアクセスできる、または部分的に自由にかつ登



(70) JP 5771007 B2 2015.8.26

10

20

30

40

50

録により部分的にアクセスできる。製品とページはどれもビューティシェルフ１１４を通
じてリンクできる。
【０２７７】
　例えば図１９は、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのレビューページを
図示するものである。ユーザはユーザインターフェイスの上部にまたがるメニューからレ
ビュー（Ｒｅｖｉｅｗｓ）、体験（Ｅｘｐｅｒｉｎｅｃｅ）、助言（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄ
ａｔｉｏｎ）、自分専用情報（Ｉｎｆｏ　Ｆｏｒ　Ｍｅ）、チェックアウト（Ｃｈｅｃｋ
ｏｕｔ）などにアクセスできる。ユーザインターフェイスにはユーザの年齢、性別、所在
地、皮膚タイプ、皮膚色、皮膚目標、写真など、ユーザプロフィールの一部を表示できる
。ユーザが使用している製品や処方１１８とそのレビュー、格付け、コメントをユーザイ
ンターフェイスに表示することもできる。ユーザプロフィールにアクセスする他のユーザ
は使用中の製品または処方１１８についてコメントし、製品または処方１１８を格付けし
、別の製品または処方１１８を推奨することができる。ユーザインターフェイスは製品ま
たは処方１１８の選択にあたってユーザを援助するツールを提示できる。例えばツールは
、自身の皮膚を記述するにあたってユーザを案内する質問票やウィザードの形をとっても
よい。ユーザは年齢、性別、皮膚タイプ（脂性、敏感さ）、皮膚色、目標、現在のブラン
ドまたは製品、現在の処方１１８などを提供できる。実施形態によってはユーザインター
フェイスが画像化装置１０８と連係することで皮膚タイプおよび／または色が自動的に検
出される。ユーザはユーザインターフェイスから各自のビューティシェルフ１１４にアク
セスすることもできる。
【０２７８】
　図２０を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのレビューペー
ジが図示されている。このレビューページは図１９に図示されたコンパクト表示とは異な
るレイアウトで表示されている。
【０２７９】
　図２１を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスの体験ページが
図示されている。ユーザはこの体験ページで製品や処方１１８の体験を詳しく報告できる
。例えばユーザは質問に答えるなどして製品または処方１１８の有効性に言及できる。質
問は、例えば「効果はどの程度ありますか（Ｈｏｗ　ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｉｓ　ｉｔ）
？」、「どんな感じですか（Ｈｏｗ　ｄｏｅｓ　ｉｔ　ｆｅｅｌ）？」、「香りはどうで
すか（Ｈｏｗ　ｉｓ　ｉｔｓ　ｆｒａｇｒａｎｃｅ）？」、「吸収の具合はどうですか（
Ｈｏｗ　ｄｏｅｓ　ｉｔ　ａｂｓｏｒｂ）？」、「吹き出物はできますか（Ｄｏｅｓ　ｉ
ｔ　ｃａｕｓｅ　ｂｒｅａｋｏｕｔｓ）？」などでよい。体験ページでは、ユーザは年齢
、性別、ニックネーム、場所、写真、皮膚タイプ、目標等のユーザプロフィールを更新す
ることもできる。ユーザはほかのユーザに体験を尋ねたり、ｅメール、ＭＭＳ、ＳＭＳ、
電話番号、モバイル装置、ソーシャルネットワークなどへリクエストを出すことによって
一般的な問い合わせを行うことができる。
【０２８０】
　図２２を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスの助言ページが
図示されている。この助言ページには所定の目標を達成するにあたって効果が期待される
製品や処方１１８を表示できる。ブランドおよび製品または処方１１８をユーザコミュニ
ティからの格付けやユーザからのコメントとともに表示できる。ユーザは、現在使用中の
製品または処方１１８より優れていると考える製品を指摘できる。ユーザは製品または処
方１１８が現在使用しているものより良いと考える場合に、その製品または処方１１８を
後ほど検討するためビューティシェルフ１１４に蓄積できる。
【０２８１】
　図２３を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスの自分専用情報
（Ｉｎｆｏ　Ｆｏｒ　Ｍｅ）ページが見られる。スキンケア・システムのユーザコミュニ
ティをソートするには自分に類似する人々（Ｐｅｏｐｌｅ　Ｌｉｋｅ　Ｍｅ）アルゴリズ
ム１５０を使用する。このアルゴリズム１５０は、ユーザプロフィールの内容に基づく全
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ての基準、任意に選択された基準、または皮膚色と皮膚タイプの組み合わせなどに沿って
最も類似するユーザを判定する。ユーザコミュニティの中でユーザに最も類似する部分集
合がアルゴリズム１５０によって判定されたら、ユーザはコミュニティのデータを見るこ
とができる。例えば部分集合全体にとって最も効果がある製品や、特定の問題、特定の時
間帯、特定の季節などに最も効果がある製品を見つけ出すことができる。ユーザプロフィ
ールで指定された場所の天候と、ＵＶ等級と、場所／天候／環境を踏まえたアドバイスも
自分専用情報（Ｉｎｆｏ　Ｆｏｒ　Ｍｅ）ページに表示できる。自分専用情報（Ｉｎｆｏ
　Ｆｏｒ　Ｍｅ）ページで新製品の発売をユーザに通知することもできる。ユーザは効果
を基準にして製品をソートできる。
【０２８２】
　図２４を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスのビューティシ
ェルフ１１４部分の一例が見られる。ユーザによって使われている製品または処方１１８
は、使用する時間帯、効果、費用、有効期限などで分類できる。各項目をクリックすると
効果、成分、推奨用途、有効期限、追加購入のためのリンク、製品または処方１１８につ
いてブログに書くためのリンク、レビューを読み書きするためのリンク、製造業者のサイ
トへ至るリンク、店舗限定クーポンに至るリンクなど、製品や処方１１８に関するさらな
る詳細が表示される。図２５はスキンケア・システムのユーザインターフェイスのビュー
ティシェルフ１１４部分のもうひとつの例を図示するものである。図２６は、スキンケア
・システムのユーザインターフェイスのビューティシェルフ１１４の代替表示を図示する
ものである。この例で、友人は製品や処方１１８についてコメントしたり、代わりの製品
や処方１１８を提案できる。ユーザは価格通知、新製品発売通知、新規ユーザコメント通
知などの受け取りを選ぶこともできる。
【０２８３】
　図２７を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスの登録ページが
図示されている。ユーザによる情報入力が可能で、目標を指定でき、セキュリティコード
を入力でき、皮膚の悩み、色、および／またはタイプを入力でき、サンプルを登録できる
。加えてユーザは、スキンケア・システムからＲＳＳフィードへフィードを追加する意向
や、スキンケア・システムからソーシャル・ネットワーキング・サイトへのアプリケーシ
ョンを指示できる。ユーザはオプションとしてサンプルや製品の通知を選ぶこともできる
。
【０２８４】
　図２８を参照すると、スキンケア・システムのユーザインターフェイスの助言ページの
もうひとつの実施形態が見られる。同性、同年代で皮膚のタイプや悩みが類似する人の数
など、このページにはユーザのカテゴリに該当する人々を表示できる。最も人気のある製
品、最も評判が高い製品、レビュー済みの製品、格付け済みの製品、ブログに書かれた製
品などを目標ごとに推奨できる。
【０２８５】
　図６４を参照し、ユーザインターフェイスにはフレンドツールバーを設けることもでき
る。フレンドツールバーは、例えばプラグインの使用により現在のウェブサイトや任意の
ウェブサイト上を浮遊する。友人は画像をアップロードでき、画像６４０８はフレンドツ
ールバー６４０２に表示される。ホームキー６４０４がツールバー６４０２の一部をなし
ており、ここでツールバー全体をホームキーまで縮小できる。友人のビューティシェルフ
１１４への新製品追加や新しいレビューの執筆など、友人に関連する通知があるとツール
バー６４０２の友人の画像の横にフラグ通知６４１０が表示される。ボトムバー６４１２
は友人をシャッフルしたり、ツールバー６４０２に関係する他のオプションにアクセスす
るために使用する。図６５を参照し、ユーザが閲覧しているウェブページをスクロールす
るとツールバー６４０２は自動スクロール６５０２することができる。図６６を参照し、
フレンドツールバー６４０２ではドラッグ・アンド・ドロップ機能６６０２を使ってオブ
ジェクトを友人と共有できる。例えば図６６のようにブログのタイトルを友人の画像まで
ドラッグし、ドロップすることでブログ投稿を共有できる。同様に、図６７のように製品
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を友人の画像までドラッグし、ドロップすることで６７０２、友人に製品を勧めることが
できる。友人の画像にポインタを重ねると、友人のユーザプロフィール、ビューティシェ
ルフ１１４、レビュー、ブログなど、友人に関するさらなる情報がポップアップやダイア
ログなどの形で現れる。
【０２８６】
　図２９を参照すると、モバイルプラットフォーム１２４上のスキンケア・システムのモ
バイル・ユーザ・インターフェイスのモバイル・コンテンツ・マップが図示されている。
図示されたコンテンツ・マップには、モバイルプラットフォーム１２４のホームページか
らアクセスできるコンテンツの一例が見られる。例えばホームページから始まって、リス
トから製品を識別またはスキャンし、モバイル装置でインターネットを使用し検索できる
。例えば製品のバーコードをスキャンすると製品の価格、レビュー、格付けなどが返って
くる。ユーザ自身のための品物や友人への贈り物など、ユーザの探し物を手伝うことがで
きる。製品は目標、問題、皮膚タイプ、皮膚色などに基づき検索できる。モバイル・スキ
ンケア・システムは上位１０製品など製品の一覧を返すほか、格付け、目標への影響、安
全性、レビューなど、製品に関する情報を返すことができる。サンチェック（Ｓｕｎｃｈ
ｅｃｋ）アプリケーションにアクセスすると、場所やアドバイスによるＵＶ情報のほかに
、既に述べたようにモバイル装置に内蔵の画像化装置１０８で撮影された画像に基づくＵ
Ｖ情報が提供される。
【０２８７】
　図３０を参照すると、「この製品はどれだけ素晴らしいか（Ｈｏｗ　Ｇｏｏｄ　Ｉｓ　
Ｔｈｉｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔ）メッセージ」の流れが図示されている。この例ではバーコー
ドをスキャンして製品情報を得るか、バーコードの数字を手動で入力するか、リストから
製品を選択できる。システムは製品の名前、格付け、成分、一般格付け、特定の悩みに関
する格付け、友人の格付け、価格、製品がどこで見つかるかなど、製品情報を返す。モバ
イル装置が使用可能ならモバイルプラットフォーム１２４で購入を始められる。
【０２８８】
　図３１を参照すると、「私は何を探すべきか？（Ｗｈａｔ　Ｓｈｏｕｌｄ　Ｉ　Ｌｏｏ
ｋ　Ｆｏｒ）メッセージ」の流れが図示されている。メッセージの流れは、検索する品物
が贈り物かユーザのためのものかを指示し、ピックリストを更新するオプションをユーザ
に提供するところから始まる。贈り物の場合は、あらかじめ受取人が記載されたリストか
ら受取人を選択するか、新たな受取人を指定できる。時機を指定できる。受取人、時機、
および入力されるその他の基準に基づき、製品に関する情報、価格、場所、およびモバイ
ルプラットフォーム１２４で購入するオプションと併せて製品が推奨される。ユーザは探
し物のときにドロップダウンメニューなどから目標を指定し、推奨製品の一覧を受け取る
ことができる。製品を選択したユーザは店舗に製品を配置することをリクエストしたり、
モバイルプラットフォーム１２４で購入に着手することができる。
【０２８９】
　図３２を参照すると、サンチェック（Ｓｕｎｃｈｅｃｋ）メッセージの流れが図示され
ている。最初のメッセージは、ユーザの所在地、天候、ＵＶ指数、太陽光影響等級、最大
暴露時間指示、および太陽光の中で現在時間を測定するためのタイマについての情報を含
む。該当する太陽光保護指数レベルや最大推奨暴露時間などの情報をもとにアドバイスを
生成できる。
【０２９０】
　図３３を参照すると、警告メッセージフローが描かれている。ユーザは、モバイルプラ
ットフォーム１２４上の他のユーザにリンクしてよく、これにより、他のユーザが製品の
検討や評価を要求すると、警告がユーザに送られるようにすることが可能である。ユーザ
は検討、評価、チャットメッセージ、ＳＭＳ、ＭＭＳ、電話、ボイスメール等を用いて応
答してよい。
【０２９１】
　図３４を参照すると、オプションメッセージフローが描かれている。モバイルプラット
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フォーム１２４ホームページ３４０２から、オプションを選択してよい。オプション３４
０４は、友達リスト、ピックリスト、警告、アドレス／ロケーション等であってよい。例
えば、友達リスト３４０８にアクセスして、フォローする友達を選び出したり、警告を受
信したり等するようにしてよい。友達リストは、友達がオンラインの状態であるかを示し
てよい。警告３４１０は、モバイルプラットフォーム１２４上に設定されてもよく、例え
ばユーザに対して、友達が何か新しいものを購入したときに通知したり、友達にとって良
い新商品が入手可能になったときに通知したり、等が可能である。アドレス／ロケーショ
ン／支払いセットアップにより、ユーザがモバイルプラットフォーム１２４から購入を開
始できるようにしてよい。
【０２９２】
　本明細書に記載の方法およびシステムを、コンピュータソフトウェア、プログラムコー
ド、および／または命令をプロセッサ上で実行するマシンにより、部分的または全体的に
展開してよい。プロセッサは、サーバ、クライアント、ネットワークインフラストラクチ
ャ、モバイル・コンピューティング・プラットフォーム、ステーショナリ・コンピューテ
ィング・プラットフォーム、または他のコンピューティングプラットフォームの一部であ
ってよい。プロセッサは、プログラム命令、コード、バイナリ命令等を実行することが可
能なあらゆる種類の計算デバイスまたは処理デバイスであってよい。プロセッサは、格納
されているプログラムコードまたはプログラム命令の実行を直接的または間接的に容易に
することが可能な、信号プロセッサ、デジタルプロセッサ、組み込みプロセッサ、マイク
ロプロセッサ、またはコプロセッサ（数学コプロセッサ、グラフィックコプロセッサ、通
信コプロセッサ等）のようなあらゆる変形例等であるか、あるいはこれらを含んでよい。
加えて、プロセッサは、複数のプログラム、スレッド、およびコードの実行をイネーブル
してよい。プロセッサの性能を向上させ、かつアプリケーションの同時操作を容易にする
ように、スレッドを同時に実行してよい。実装の方法で、本明細書に記載の方法、プログ
ラムコード、プログラム命令等を、１若しくはそれ以上のスレッドにおいて実施してよい
。スレッドは他の複数のスレッドを生じさせてよく、該複数のスレッドは、互いに関連付
けられた優先順位が付されていてよい。そして、プロセッサは、優先順位に基づくか、あ
るいはプログラムコード中に与えられた命令に基づく他の順番に基づいて、これらのスレ
ッドを実行してよい。プロセッサは、本明細書または他の箇所に記載の方法、コード、命
令、およびプログラムを格納するメモリを含んでよい。プロセッサは、本明細書または他
の箇所に記載の方法、コード、および命令を格納可能なインターフェイスを介して、記憶
媒体にアクセスしてよい。計算デバイスまたは処理デバイスにより実行可能な方法、プロ
グラム、コード、プログラム命令、または他のタイプの命令を記憶するための、プロセッ
サに関連付けられた記憶媒体は、これらに限定されるものではないが、１若しくはそれ以
上のＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、メモリ、ハードディスク、フラッシュドライブ、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、キャッシュ等を含んでよい。
【０２９３】
　プロセッサは、マルチプロセッサの速度および性能を向上させることが可能な１若しく
はそれ以上のコアを含んでよい。実施形態において、プロセスは、２若しくはそれ以上の
独立コアを組み合わせた（ダイと呼ばれる）、デュアル・コア・プロセッサ、クアッド・
コア・プロセッサ、他のチップレベルマルチプロセッサ等であってよい。
【０２９４】
　本明細書に記載の方法およびシステムを、サーバ、クライアント、ファイアウォール、
ゲートウェイ、ハブ、ルータ、または他のこのようなコンピュータおよび／若しくはネッ
トワーキングハードウェア上のコンピュータソフトウェアを実行するマシンにより、部分
的または全体的に展開してよい。ソフトウェアプログラムは、サーバと関連付けられてよ
く、該サーバは、ファイルサーバ、プリントサーバ、ドメインサーバ、インターネットサ
ーバ、イントラネットサーバ、および、二次サーバ、ホストサーバ、分散サーバ等の他の
変形例を含んでよい。サーバは、１若しくはそれ以上のメモリ、プロセッサ、コンピュー
タ読取可能媒体、記憶媒体、ポート（物理的および視覚的）、通信デバイス、ならびに、
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有線または無線の媒体を介して他のサーバ、クライアント、マシン、およびデバイスにア
クセス可能なインターフェイス等を含んでよい。本明細書および他の箇所に記載の方法、
プログラム、またはコードを、サーバにより実行してよい。加えて、本出願に記載の方法
の実行に必要な他のデバイスを、サーバに関連付けられたインフラストラクチャの一部と
みなしてよい。
【０２９５】
　サーバは、これらに限定されることはないが、クライアント、他のサーバ、プリンタ、
データベースサーバ、プリントサーバ、ファイルサーバ、通信サーバ、分散サーバ等を含
む他のデバイスに対するインターフェイスを提供してよい。さらに、この結合および／ま
たは接続により、ネットワークにわたるプログラムの遠隔実行を容易にすることが可能で
ある。これらのデバイスの一部または全てのネットワーキングにより、本発明の範囲から
逸脱することなく、１若しくはそれ以上のロケーションにおけるプログラムまたは方法の
並列処理を容易にすることが可能である。加えて、インターフェイスを介してサーバに取
り付けられるデバイスのいずれかは、方法、プログラム、コード、および／または命令を
記憶することが可能な少なくとも１つの記憶媒体を含んでよい。中央リポジトリは、さま
ざまなデバイス上で実行されるプログラム命令を提供してよい。この実施において、遠隔
リポジトリが、プログラムコード、命令、およびプログラム用の記憶媒体として機能して
よい。
【０２９６】
　ソフトウェアプログラムがクライアントに関連付けられてよく、該クライアントは、フ
ァイルクライアント、プリントクライアント、ドメインクライアント、インターネットク
ライアント、イントラネットクライアント、および、二次クライアント、ホストクライア
ント、分散クライアント等の他の変形例を含んでよい。クライアントは、１若しくはそれ
以上のメモリ、プロセッサ、コンピュータ読取可能媒体、記憶媒体、ポート（物理的およ
び視覚的）、通信デバイス、ならびに、有線または無線媒体を介して他のクライアント、
サーバ、マシン、およびデバイスにアクセス可能なインターフェイス等を含んでよい。本
明細書および他の箇所に記載の方法、プログラム、またはコードは、クライアントによっ
て実行されてよい。加えて、本出願に記載の方法の実行に必要な他のデバイスを、クライ
アントに関連付けられたインフラストラクチャの一部とみなしてよい。
【０２９７】
　クライアントは、これらに限定されることはないが、サーバ、他のクライアント、プリ
ンタ、データベースサーバ、プリントサーバ、ファイルサーバ、通信サーバ、分散サーバ
等を含む他のデバイスへのインターフェイスを提供してよい。さらに、この結合および／
または接続により、ネットワークにわたるプログラムの遠隔実行を容易にすることが可能
である。これらのデバイスの一部または全てのネットワーキングにより、本発明の範囲を
逸脱することなく、１若しくはそれ以上のロケーションにおけるプログラムまたは方法の
並列処理を容易にすることが可能である。加えて、インターフェイスを介してクライアン
トに取り付けられたデバイスのいずれかは、方法、プログラム、アプリケーション、コー
ド、および／または命令を記憶することが可能な少なくとも１つの記憶媒体を含んでよい
。中央リポジトリは、様々なデバイス上で実行されるプログラム命令を提供してよい。こ
の実施において、遠隔リポジトリは、プログラムコード、命令、およびプログラム用の記
憶媒体として機能してよい。
【０２９８】
　本明細書に記載の方法およびシステムを、ネットワークインフラストラクチャにより部
分的または全体的に展開してよい。ネットワークインフラストラクチャは、当該技術分野
で公知の、計算デバイス、サーバ、ルータ、ハブ、ファイアウォール、クライアント、パ
ーソナルコンピュータ、通信デバイス、ルーティングデバイス、ならびに他の能動的およ
び受動的なデバイス、モジュール、および／またはコンポーネント等の要素を含んでよい
。ネットワークインフラストラクチャに関連付けられた計算および／または非計算デバイ
ス（複数の場合あり）は、他のコンポーネントとは別に、フラッシュメモリ、バッファ、
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スタック、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の記憶媒体を含んでよい。本明細書および他の箇所に記載の
処理、方法、プログラムコード、命令を、１若しくはそれ以上のネットワークインフラス
トラクチャの要素により実行してよい。
【０２９９】
　本明細書および他の箇所に記載の方法、プログラムコード、および命令を、複数のセル
を有するセルラネットワーク上で実施してよい。セルラネットワークは、周波数分割多元
接続（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ：ＦＤ
ＭＡ）ネットワークまたは符号分割多元接続（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ：ＣＤＭＡ）ネットワークのいずれかであってよい。セルラネット
ワークは、モバイルデバイス、セルサイト、基地局、リピータ、アンテナ、塔等を含んで
よい。セルネットワークは、ＧＳＭ、ＧＰＲＳ、３Ｇ、ＥＶＤＯ、メッシュ、または他の
ネットワークのタイプであってよい。
【０３００】
　本明細書および他の箇所に記載の方法、プログラムコード、および命令を、モバイルデ
バイス上で、あるいはモバイルデバイスを介して、実施してよい。モバイルデバイスは、
ナビゲーションデバイス、セル方式携帯電話、携帯電話、携帯情報端末、ラップトップ、
パームトップ、ネットブック、ポケットベル、電子書籍端末、音楽プレーヤ等を含んでよ
い。これらのデバイスは、他のコンポーネントとは別に、フラッシュメモリ、バッファ、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、および１若しくはそれ以上の計算デバイス等の記憶媒体を含んでよい。
モバイルデバイスに関連付けられた計算デバイスを、格納されているプログラムコード、
方法、および命令を実行すべくイネーブルしてよい。あるいは、モバイルデバイスを、他
のデバイスと協働して命令を実行するように構成してよい。モバイルデバイスは、サーバ
と連動し、かつプログラムコードを実行するように構成された基地局と通信してよい。モ
バイルデバイスは、ピアツーピアネットワーク、メッシュネットワーク、または他の通信
ネットワーク上で通信してよい。プログラムコードを、サーバと関連付けられ、かつサー
バに組み込まれた計算デバイスによって実行される記憶媒体に格納してよい。基地局は、
計算デバイスと記憶媒体とを含んでよい。記憶装置は、基地局と関連付けられた計算デバ
イスによって実行されるプログラムコードおよび命令を格納してよい。
【０３０１】
　コンピュータソフトウェア、プログラムコード、および／または命令を、マシン読取可
能媒体に格納し、かつ／またはこれらをマシン読取媒体に対してアクセスしてよく、該マ
シン読取可能媒体は、以下のものを含んでよい。すなわち、いくらかの時間間隔を計算す
るために使用されるデジタルデータを保持するコンピュータコンポーネント、デバイス、
記録媒体；ランダム・アクセス・メモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ：
ＲＡＭ）として知られる半導体記憶装置；光学ディスクや、ハードディスク、テープ、ド
ラム、カード、および他のタイプのような磁気記憶装置の形態等、通常はより永久的な記
憶用のマスストレージ；プロセッサレジスタ、キャッシュメモリ、揮発性メモリ、不揮発
性メモリ；ＣＤ、ＤＶＤ等の光学記憶装置；フラッシュメモリ（例えばＵＳＢスティック
またはＵＳＢキー）、フロッピーディスク、磁気テープ、穿孔テープ、パンチカード、ス
タンドアロンＲＡＭディスク、Ｚｉｐドライブ、取り外し可能なマスストレージ、オフラ
イン等の取り外し可能な媒体；ダイナミックメモリ、スタティックメモリ、読み書き記憶
装置、更新可能な記憶装置、読み出し専用、ランダムアクセス、シーケンシャルアクセス
、ロケーション参照可能、ファイル参照可能、内容参照可能、ネットワーク付属の記憶装
置、ストレージ・エリア・ネットワーク、バーコード、磁気インク等の、他のコンピュー
タメモリ。
【０３０２】
　本明細書に記載の方法およびシステムは、ある状態から他の状態へと、物理的および／
または無形のアイテムを変換してよい。本明細書に記載の方法およびシステムは、ある状
態から他の状態へと、物理的および／または無形のアイテムを表現するデータを変換して
もよい。
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【０３０３】
　図面全体を通じてフローチャートおよびブロック図におけるものを含み、本明細書に記
載されかつ描写される要素は、要素間の論理的境界を暗示する。しかし、ソフトウェアま
たはハードウェアエンジニアリングの実践によれば、描写される要素およびその機能を、
プロセッサを有するコンピュータ実行可能媒体によりマシン上で実施してよく、該プロセ
ッサは、モノリシックソフトウェア構造として、スタンドアロン・ソフトウェア・モジュ
ールとして、または外部ルーチン、コード、サービス等を利用するモジュールとして、ま
たはこれらのいずれかの組み合わせとして格納される、プログラム命令を実行することが
可能である。そして、かかる実施は全て、本願の開示内容に含まれ得る。かかるマシンの
例は、これらに限定されるものではないが、携帯情報端末、ラップトップ、パーソナルコ
ンピュータ、携帯電話、他のハンドヘルド計算デバイス、医療設備、有線または無線の通
信デバイス、トランスデューサ、チップ、計算機、衛星、タブレットＰＣ、電子書籍、ガ
ジェット、電子デバイス、人工知能を有するデバイス、計算デバイス、ネットワーキング
機器、サーバ、ルータ等を含んでよい。さらに、フローチャートおよびブロック図に描か
れる要素または他のあらゆる論理コンポーネントを、プログラム命令を実行することが可
能なマシン上で実施してよい。このように、上述の図面および説明は、開示のシステムの
機能的な態様を述べているが、これらの機能的態様を実施するためのソフトウェアの特定
の配置については、明示的に述べられているか、あるいは文脈から明らかでないかぎり、
これらの説明から推測すべきではない。同様に、上記において特定および記載された様々
な工程は、変形可能であり、かつ工程の順番は、本明細書に開示された技術の特定の用途
に適合可能であることが理解されるであろう。かかる変形および修正は全て、本開示の範
囲内であることが意図される。したがって、様々な工程の順番の描写および／または説明
は、特定の用途によって必要とされるか、または明示的に述べられるか、若しくは文脈か
ら明らかでないかぎり、これらの工程の実行の特定の順番を要すると理解されるべきでは
ない。
【０３０４】
　上記に記載の方法および／または処理、ならびにその工程を、ハードウェア、ソフトウ
ェア、または特定の用途に適したハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせにおいて
実現してよい。ハードウェアは、汎用コンピュータ、および／または、専用計算デバイス
、若しくは特殊な計算デバイス、若しくは特殊な計算デバイスの特定の態様若しくはコン
ポーネント、を含んでよい。処理を、１若しくはそれ以上のマイクロプロセッサ、マイク
ロコントローラ、組み込みマイクロコントローラ、プログラマブルデジタル信号プロセッ
サ、またはその他のプログラマブルデバイスにおいて、内部および／または外部メモリと
共に実現してよい。処理を、さらに、あるいは代わりに、特定用途向け集積回路、プログ
ラマブル・ゲート・アレイ、プログラマブル論理アレイ、または、電子信号を処理するよ
うに構成可能な他のあらゆるデバイス若しくはデバイスの組み合わせにおいて実体化して
もよい。さらに、１若しくはそれ以上の処理を、マシン読取可能媒体上で実行可能なコン
ピュータ実行可能コードとして実現できることも理解されるであろう。
【０３０５】
　コンピュータ実行可能コードを、上記のデバイス、ならびに、プロセッサのヘテロジニ
アスな組み合わせ、プロセッサアーキテクチャ、若しくは異なるハードウェアおよびソフ
トウェアの組み合わせ、またはプログラム命令を実行することが可能な他のあらゆるマシ
ン、のいずれか１つにおいて動作すべく格納、編集、または解釈することが可能な、Ｃの
ような構造化プログラミング言語や、Ｃ＋＋のようなオブジェクト指向プログラミング言
語、または他の高水準若しくは低水準プログラミング言語（アセンブリ言語、ハードウェ
ア記述言語、ならびにデータベースプログラミング言語および技術を含む）を用いて生成
してよい。
【０３０６】
　このように、一態様において、上記に記載の各方法およびそれらの組み合わせを、これ
らの工程を１若しくはそれ以上の計算デバイスの実行の際に行う、コンピュータ実行可能
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において実体化してよく、数多の方法で、デバイス中に分散してよく、あるいは全ての機
能を、専用のスタンドアロンデバイスまたは他のハードウェアに統合してよい。他の態様
において、上記に記載の処理に関連付けられた工程を行うための手段は、上記に記載のハ
ードウェアおよび／またはソフトウェアのいずれかを含んでよい。かかる順列および組み
合わせの全ては、本願の開示内容の範囲内に含まれることが意図される。
【０３０７】
　さらに、実施形態は、記憶媒体において実体化されるコンピュータ読取可能プログラム
命令（例えばコンピュータソフトウェア）を有するコンピュータ読取可能記憶媒体上のコ
ンピュータプログラム製品の形態を取ることが可能である。実施形態の一部は、ウェブ実
行コンピュータソフトウェアの形態を取り得る。ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、光学記
憶デバイス、磁気記憶デバイス等を含む、あらゆる好適なコンピュータ読取可能記憶媒体
を利用することが可能である。
【０３０８】
　ブロック図およびフローチャート図面の各ブロック、およびブロック図およびフローチ
ャート図面におけるブロックの組み合わせは、各々、コンピュータプログラム命令によっ
て実施できることが理解されるであろう。これらのコンピュータプログラム命令を、汎用
コンピュータ、特殊用途コンピュータ、または他のプログラマブルデータ処理装置にロー
ドしてマシンを製造し、このコンピュータまたは他のプログラマブルデータ処理装置上で
実現する命令が、フローチャートの単数または複数のブロックにおいて特定される機能を
実施するための手段を生成するようにしてよい。
【０３０９】
　これらのコンピュータプログラム命令を、コンピュータまたは他のプログラマブルデー
タ処理装置を導いて特定の方法で機能させることができる、コンピュータ読取可能メモリ
に格納してもよい。これにより、このコンピュータ読取可能メモリに格納された命令が、
フローチャートの単数または複数のブロックにおいて特定される機能を実施するためのコ
ンピュータ読取可能命令を含む製造品を生成する。コンピュータプログラム命令を、コン
ピュータまたは他のプログラマブルデータ処理装置にロードして、コンピュータまたは他
のプログラマブル装置上で行われる一連の動作工程が、コンピュータ実行プロセスを生成
するようにさせてもよい。これにより、コンピュータまたは他のプログラマブル装置上で
実現する命令が、フローチャートの単数または複数のブロックにおいて特定される機能を
実施するための工程を提供する。
【０３１０】
　したがって、ブロック図およびフローチャート図面のブロックが、特定された機能を行
うための手段の組み合わせ、該特定された機能を行う工程の組み合わせ、該特定された機
能を行うためのプログラム命令手段等を裏付ける。ブロック図およびフローチャート図面
の各ブロック、ならびに該ブロック図およびフローチャート図面におけるブロックの組み
合わせを、該特定された機能若しくは工程、または特殊用途ハードウェアおよびコンピュ
ータ命令の組み合わせを行う特殊目的ハードウェア系コンピュータシステムによって実施
できることも理解されるであろう。
【０３１１】
　本発明は、図示および詳細に記載された好ましい実施形態に関連して開示されたが、当
業者には、様々な修正および改良が容易に明らかとなるであろう。したがって、本発明の
精神および範囲は、上述の例に限定されず、法律により可能なかぎり広い意味において理
解されるべきである。
【０３１２】
　本明細書において参照された全ての文献が、参照により本明細書に組み込まれる。
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